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プロローグ　子作りは教師の務め

第　一　章　少子化対策は学園から

第　二　章　乙女心と子作りレッスン

第　三　章　教え子との絆とセックス

第　四　章　気持ち良く子作りしよう

エピローグ　もっともっと子作りしたい
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「先生……本当に、今からするの？」

　人気のない放課後の保健室──俺の目の前には、学園でもトップクラスと噂される美少女が、自らの肩を抱くようにして立ち尽くしている。

　普段は明るく、物事をはっきり言う彼女の姿からは想像出来ないほど、今は大人しい。

「自分で決めたんだろう？」

「ま、まぁ……そうなんだけど」

　彼女が不安になる気持ちは、俺にも分かる。

　それはこの後、俺が目の前にいる教え子──桃もも井い小こ春はるとセックスするからだ。

　かつての常識でなら、教師と学生の肉体関係なんて、あってはないらないもの。

　そんな今までの常識を壊し、自分よりも一回り年下の少女の身体を楽しめる機会がくるだなんて……これも全て、新法令と、偶然が重なった結果だろう。

　俺は一歩、桃井へと距離を詰める。が、彼女はその場から動かず、顔を僅かに動かして視線を逸らすだけだった。

「……今さら言うのもなんだが、本当に駄目そうなら中止するが」

　桃井は処女だ。恐らく男のアレも見たことがないだろうし、裸も異性に見せたこともないだろう。

　恥ずかしいという抵抗感があるのは仕方ない。だけど、俺の目には、桃井がセックスを嫌悪しているようにも見える。

「セックスしていいんだな、桃井」

　念を押して、彼女に問いかける。

「……する。藤ふじ浪なみ先生と、セックス」

　視線を逸らしたまま、桃井は小さく頷いた。

「ちゃんとコンドームは着けるから、そこは安心してくれ」

「当たり前でしょ！　そうじゃなかったら、お試しの意味がないわ」

　そう、これからするセックスは、子作りを目的としているわけじゃない。彼女にとって、あくまでお試しなのだ。

　とはいえ、お試しだろうがなんだろうが、セックスはセックスだ。特に桃井は処女で、男性経験も全くないという。

　だからこそ、彼女にとってよい体験をしてもらいたい。まずは時間をかけて、快感をたっぷり教え込む必要があった。

「桃井、ちゃんと俺の顔を見てくれ」

「う……」

　先ほどから俺と視線を合わせようとしない桃井が、ようやく俺の目を見てくれた。

　男子学生や一部の教師陣からも、可愛いと評判の彼女であったが、こんな間近でじっくりと見る機会は初めてだ。

　少し気の強そうなつり目に、長いツインテールが窓から差し込む夕日に照らされて美しい。そして男として何よりも注目すべきは、胸がとにかく大きいのだ。グラビアアイドルにも余裕で勝てそうなほどのボリュームが、俺の眼前に存在している。

「えっと、パンツを脱げばいいのよね……それで、その、アレが入るんでしょ……」

「待った。気が早いぞ」

　俺はスカートに手を伸ばそうとした桃井の動きを止める。

「違うの？　保健の授業でそう習ったけど」

「最終的には挿れるが、処女ならいきなりは無理だ」

「そ、そうなんだ」

　桃井は授業の範囲で教わる知識はあるようだが、本当にそれ以上のことは知らないらしい。

　この様子じゃ、性的な画像や動画なんかは全く見たことがないのだろう。

「俺がリードするから、桃井は言われたことを素直に受け入れればいい」

「……分かったわ。先生に任せる」

「まずは異性に慣れるところからだな」

　そう言って、俺は桃井の華奢な身体をそっと抱き寄せた。

「きゃっ……」

　想像以上に彼女は軽く、俺の腕の中にすっぽり収まってしまう。それと同時に、ボリュームのある胸が俺の腹の辺りに、むにゅっと押しつけられた。

「…………」

「怖いか？」

「へ、平気よ……それより、その、私のおへその下のとこに……当たってる」

「ああ……これはそういうものだ。慣れてくれ」

　桃井は俺の勃起したペニスが、下腹部に当たるのを意識しているのか、僅かに身体を震わせた。

　その小さな振動が、絶妙にペニスを刺激し、むくむくと俺のズボンを圧迫していく。

「す、すごい……動いてるのが分かるわ」

「それじゃ、キスしてみるか。もっとズボンが膨らむぞ」

「き、キス……私、したことない」

　キスも未経験か……これは教え甲斐がありそうだな。

「今回はお試しだから、ファーストキスにカウントしなくていいだろう」

「……うん、そう思っておくわ」

　桃井が静かに目を閉じて、顔を少し上に向けた。

　とても可愛らしい仕草で、このままずっと見ていたい……そんな気持ちを抱きながら、俺は桃井の桜色の唇を塞いだ。

「ん……んむ……」

　軽く、押し当てるような口づけを数秒。

　彼女の唇は弾力あって、とてもみずみずしい。

「…………っ」

「どうだった？」

　顔を赤らめる桃井に、初めてのキスの感想を聞いてみる。

「ええと……むにって、押しつけられて、ドキドキして……凄いのね」

「……今のは、本当にただのキスだけどな」

「どういうこと？」

「唇同士を押し当てるキスなんて、挨拶みたいなものだ。セックスをする時のキスは、もっと凄いぞ」

「長い時間キスするの？」

「いや、違う」

　俺はそう言いながら、手を使って桃井の口を少しだけ開けさせる。

「もう一度キスしてみるから、目を閉じてくれ」

　言われるがまま、桃井は素直に目蓋を閉じた。

　そして俺は、そんな桃井の唇を塞ぎ、僅かにできた口の隙間に、舌をねじ込む。

「ん……んんんっ!?」

　異物感に驚いたのか、桃井は一瞬俺から離れようとする。だが、俺は桃井の頭を抱き寄せ、そのまま行為を続行する。

「ん、んふっ……んぅ……れるっ……ん」

　伸ばした舌を桃井の舌先に触れさせ、チロチロと擦り上げる。そしてそのまま、円を描くようにして舌を動かし、口内の温かい感触を味わった。

「……どうだ？　今のキスは」

「い、今のって……ぬるって……」

　まだキスにも慣れてないだろうし、俺が舌を入れたことをまだ理解できていないらしい。

　でも、知識がなかろうが、少し考えれば誰でも気付くことだ。

「今のは舌を入れた。舌を絡ませあうキスは、セックス前の定番なんだぞ」

「し、舌!?　そんなことするの……？」

「ああ。ただ唇を押しつけ合うより、よっぽど興奮するし、気持ちがいいだろう」

「びっくりして、よく分からなかったわ」

「体験しておいて損はない。今度は桃井が俺の口に舌を入れてくれ」

「わ、私から……」

　俺は返事の代わりに頷く。それから桃井をじっと見つめる。

　桃井は戸惑いを隠せない様子だったが、んっ、と小さく気合いを入れた後、一瞬で俺の唇を塞いだ。

「ん、れる……ちゅ……んっ」

　しっかり密着した口同士の隙間から、遠慮がちな桃井の舌先が、俺の口内へと侵入してくる。

　俺は待ちきれず、吸い上げるようにして、一気にその舌を引き込んだ。

「んんぅ！　んふっ、んぅ……」

　口内に入ってきた桃井の舌に、自分の舌を縦横無尽に動かして唾液を絡ませていく。

「んちゅん……ちゅ、ちゅく……んっ」

　やがて舌を絡ませる感触に慣れてきたのか、桃井の舌も少しずつ動き出す。

　ぬるりとした舌の感触を楽しみつつ、俺は溜まってきた唾液を、桃井の舌伝いに、彼女の口内へと流し込む。

「んくっ……んんん、ちゅく、ちゅぷ、ん、ちゅるぅ」

　桃井は俺の流し込んだ唾液に対し、少し反応を見せるが、構わずかき混ぜるように動かしていく。

　俺は全然息が続きそうだったが、桃井の呼吸が苦しそうなのを察知し、唇を離した。

「はぁ……はぁ……」

「やればできるじゃないか。悪くなかっただろう？」

「やっぱり……分からないわ」

　まぁ、これも回数を重ねていけば良さが分かるだろう。つい数分前まで、キスすらしたことが無かったんだもんな。仕方ない。

「キスはひとまずこんな感じだ。次は背中を向けてくれ」

　指示に従い、桃井は俺に背中を向けた。俺は背後から両手を伸ばし、桃井の豊満な膨らみを鷲づかみにする。

「い、嫌……」

　彼女の口から拒絶の言葉が零れた。

「これからが本格的な前戯になるんだが……止めるか？」

「……ごめんなさい、反射的に……続けて」

　まだセックスに対する嫌悪と興味が、彼女の中で渦巻いているようだ。

　でもじきに、そんな抵抗感はなくなっていくに違いない。

「続けるぞ。痛かったら言ってくれ」

　手の平に力を込め、制服の上から溢れんばかりの胸を揉み始める。

「うん……ん……んぅ……」

　しかし凄いな、これは。

　あまりの胸のサイズに、両手だけでは乳房全体を一度に包み込むことができない。

　この世の男の中でも、この大きさの胸を揉む機会のある人間なんて、ごく少数しかいないだろう……。

　俺は今、大変貴重な経験をしている。

「……ん、ふぅ……ん……」

　それにしても、桃井の反応は思ったよりも薄い。

「藤浪先生、くすぐったい……」

　まだ開発されていないから、快感よりもただ揉まれている、という感覚なのだろうな。

　痛がったりはしてないようだから、もうしばらく続けてみる。

「やっぱり男の人って、胸が好きなの？」

「当たり前だろ。本能みたいなものなんだ」

「そうなんだ……ん……」

　余裕が出てきたのから、桃井のほうから俺に声をかけてきた。

　このまま続けてもあまり意味がなさそうだし、そろそろ脱がせるか。

　俺はそう考え、桃井の首元に手を移動させ、シャツのボタンを外していく。

「あっ……」

　脱がされ始めたことに気付いて、桃井は小さく声を漏らすが、それ以上なにも言ってこない。その間に俺はシャツのボタンを外し終え、ブラジャーを露出させた。

「可愛い下着だな」

「恥ずかしいから言わないで……へんたい……」

　恥ずかしがっている桃井をよそに、俺は手を伸ばし、ブラジャー越しに乳房に触れる。

　制服よりも桃井の体温を感じつつ、なめらかな下着の上を撫でていく。

「まだくすぐったい？」

「うん……でも、さっきより、触られてるって感じがする……」

　制服越しでは分からなかったが、ブラ越しになると、彼女の心臓の鼓動が手の平から伝わってくるのが分かった。

　やはり緊張はしたままで、少し心拍数が高いようだ。

「……ドキドキしてるな」

「うっ……でも藤浪先生だって同じでしょ。背中から伝わってくるもの」

「興奮してるんだよ」

　そう言いながら俺は、一旦胸を揉むのを止めてブラのホックを外す。

「胸を見るからな」

　桃井からの返事はないが、それを肯定と受け取り、俺はブラをずらして胸を晒した。

「これは……」

　俺は想像以上の光景に、思わず生唾を飲み込む。

　ブラジャーというロックが無くなったとたん、ぼよん、と大きく揺れる乳房。俺も学生時代に他の女性の胸を触る機会はあったが、当時とは比べものにならない存在感だ。

「じっくり見ないでよ……というか、セックスの前に胸を触るのって必要なの？」

「股にモノを挿れるだけがセックスじゃないさ」

　外気に晒された乳房を、直接両手を使って揉み始める。

「わっ、んん……ん……揉まれちゃってる……」

　これがまた実に面白いほどに乳が柔らかく、俺の指の動きに合わせるように、むにむにと変形していく。

「気持ちいいか？」

「ええと、気持ち良さはそんなにないけど……ん、身体は、ちょっと熱い、かも」

　あまり感じてないみたいだな……まぁ、まだ焦る必要はない。

　やがて、胸の感触を堪能していくうちに、俺の手の平に突起物が当たる感触が伝わってきた。

「乳首、立ってるぞ」

「そ、そんなの、知らないわよ……」

「ほら、触るから見てな」

　両手の人差し指をわざとらしく桃井に見せたあと、ぴん、と硬くなった胸の先端を弾く。

「ひゃうんっ……!!」

　今までに聞いたことのない高い声を出しながら、びくりと彼女の両肩が跳ね上がる。

　やっぱりここは敏感らしく、俺の期待どおりの反応を見せてくれた。

「な、なに……？　ぞくってした……」

「自分で触るのとはまた違って、いいだろ？」

「……触ってもらったほうが……な、なんでもないわ」

　ふむ、乳首はすぐに快感を与えられそうだな……。

　俺はそう考え、揉むのを止めて、乳首責めに切り替える。

「んふぅ……！　あっ……ん……ふぁ……ん、んぅ……」

　明らかに先ほどとは違い、桃井は小さく身体を震わせながら刺激に耐えている。

　彼女が俺から離れないように、上手く身体を抱き寄せつつ、コリコリした乳首を指の腹で擦っていく。

「ふぁあん……んくっ、はぁっ、ああ、なにこれっ……ああ」

「今、桃井は感じているんだ。少し刺激は強いかもしれないが、じきにもっと続けて欲しくなる」

　今度は親指と人差し指を使って、優しく乳首を摘み、軽めに引っ張ってみた。

「んああっ！　ぞくぞくするぅ……ああ……ああん……」

「じゃあ、そろそろ下も触るぞ」

「ふぇ……？　う、うん……」

　早くも思考が鈍ってきたのか、ぼんやりとしたまま、桃井が頷いた。

　俺は片手でスカートを捲り上げ、空いたほうの手を太ももの付け根へと伸ばす。

「あ……っ、ん……」

「桃井、もう下着が湿ってるじゃないか」

「え……そんなはずは……」

　信じられないといった様子で、桃井も自分の股間に指先を這わせた。

「こんなに濡れたの、初めて……」

「男に触られてるから、身体が喜んでるのかもしれないな」

「そんなことは──んんっ！」

　俺が下着の湿った部分を指でなぞると、桃井が開きかけた口をぎゅっと閉ざす。

　クロッチの付近は元々つるつるの生地になっているらしく、さらに染みた愛液によって、より滑りが良くなっていた。

　どんな触り方をすれば桃井が感じるのか観察しつつ、俺は熱の籠もった部分を刺激する。

「処女は特に濡らしておかないと、挿れるときに痛むらしい。しっかり触っておくからな」

「あっ……ふっ、んく……はぁ、ん……はぁ、あっ、ああっ」

　指で下着越しに、割れ目に沿うようにして愛撫していく。

　やがて、まだ愛液が溢れてくるのか、下着のシミの範囲が広がるのが分かった。

「パンツが擦れるぅ……あそこに擦れちゃう……んんっ！」

　……まだ刺激に慣れてないだけで、回数をこなせばセックスに夢中になりそう気がする。

「はぁ、だめ、ぼーっとしてきちゃう……ああん、ふぁっ、はぁっ」

　すぐ眼前で感じている桃井の姿を見ているうちに、俺も我慢ができなくなってきた。

　キスの段階である程度勃起はしていたが、今は完全にペニスは硬くなっており、ぐいぐい桃井の腰の辺りに押しつけられている。

「ああん、ふぁ、あそこがむずむずしてっ、ああん、はっ、あぁ……」

「……そろそろいいか」

　これだけ刺激すれば問題ないだろう……そう思い、俺は桃井のパンツを掴むと、そのままずり下ろす。

「ぁ……」

　彼女はぼんやりとした様子で、脱がされたパンツをじっと見つめていた。俺は桃井の身体を抱き上げると、ベッドの上に寝かせ、足首に引っかかっている下着を抜き取る。

「エロいな……」

　それ以外の感想が出てこない。

　可愛い学生が、胸と秘部を俺に見せつけるようにして、目の前で寝転んでいるのだから。

「はぁ……ん、これから、挿れるの……？」

「ああ。もう桃井の身体は濡れてるし、俺のもこんなになってるしな」

　俺は自分のズボンとトランクスを脱ぎ捨てるようにして、ガチガチになったペニスを桃井に見せた。

「すご……こんなの、ほんとにアソコへ……」

　やや目を虚ろにしながら、ペニスを見た感想を述べてくる。

「最初はゆっくり挿れるよ」

　そう言いながら、俺は保健室に常備されているコンドームを取り出し、反り立つモノに装着させた。

　そのまま俺もベッドの上に乗り、桃井の脚を掴みながら、亀頭を秘部にあてがう。

「藤浪先生……」

「シーツを軽く握っておいて」

　言われるがまま、桃井は両手でシーツを掴み、ぎゅっと目を閉ざした。

「力入れると駄目だから、軽く深呼吸するんだ」

「はい……すぅ……はぁ」

　俺は片手でペニスを押さえながら、桃井の力が抜けたタイミングを見計らい、グッと腰に力を込める。

「んあああああああああああっ!!」







　……この後、桃井小春の初体験は無事に終わった。

　しかし、彼女はセックス中に感じることはできていたものの、絶頂することはなかった。

　今後、俺は彼女に対して、どう接していくべきなのかなど、考えることは多い。

　それもこれも、ただセックスをすれば終わりというわけじゃなかったからだ──。
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　ある日の放課後、定例となっている職員会議に、俺は苦痛の表情を隠しながら参加していた。

「──少子化対策における、子育て特別認知法案の浸透度についての報告を始めます」

　それぞれの机に腰を下ろした教師たちが、静かに教頭の報告を聞く。

　俺が苦痛を感じている理由は、ちょうど今、教頭が話をしている子育て特別認知法案──通称、孕ませ法案についてだ。

　昔から少子化と叫ばれつつけ、早十数年が過ぎた。

　子供の数は減る一方。具体的な方策もないまま、状況は悪化の一途を辿っている。

　そこで、喫きっ緊きんでの対策が必要となった政府は、結婚可能年齢を、男女ともに十五歳まで引き下げることにしたのだ。

　さらに、女性が二十歳までに生んだ子供は、子供の地域保育制度──地域全体で育児するというシステムにより、育児経験者を集めて面倒を見ることで、養育の費用や、手間の負担を軽減。

　男女を問わず、三十歳を越えて独身である者や、さらに特定の理由のないまま子供がいない夫婦は、子育て納税制度により、税金の負担額が大きくなった。

　そんな、さまざまな規制緩和により、国家として少子化を抑止しようとしていた。

「……しかし、凄い時代になったなぁ」

　かつて、他国ではひとりっ子を推奨する政策があったらしいが、それとは真逆だな……。

　当然ながら、孕ませ法案は、時代の流れの変化に敏感な若い世代への影響は大きい。

　気軽に付き合い、別れる。離婚率も高い世代の影響を受けた新世代は、かえって結婚に夢を見るようになった。

　よりよいパートナーを探すために恋愛、セックスは「おためし」の感覚となり、妊娠、出産率も増加した。

　しかし、まだまだ子供が不足している。

「──他校と比較すると、我が校の平均妊娠率は、低いと言わざるを得ません。これは嘆かわしいことです」

　今、ちょうど教頭が言ったことに関連するが……政府は、十五歳以上の学生をメインターゲットとすることにしたのだ。

　子作りを許可・推奨する学園を、モデルケースとして全国で50校ほどをランダムで選抜することになった。

　俺が教鞭を執っている、仁じん智ち学園も、それに選ばれた。

　とはいえ、いきなり学生たちが子作りをするわけもない。

　そこで教職員の中で独身の男女に、「自由恋愛」による性交渉、妊娠行為を推奨、子作りをし、見本となるように指示が成された。

　そして──教師の中でもっとも若く、独身である俺は、周囲の既婚教師たちに期待されているだ。

　彼らが俺に向けてくる視線……それが嫌で、職員会議の後は胃が痛くなる。

「藤浪先生」

　突然、教頭が俺の名前を呼んできた。

「は、はい！」

「君が率先して学生たちの見本となるのですよ、いいですね？」

　教頭はかなり優しい口調で言ってくるものの、周囲からの視線は冷たい。

　というのも、俺が教師になってから、一度もこの学園で子作りをしていないからだ。

　──他の先生たちも頑張ってるのに、一番若いのがねぇ……なんて、ひそひそ話さえ聞こえてくる始末。

　だから俺は……。

「はい！　精一杯やらせていただきます！」

　と言うしか選択肢がないのだった。







　それからしばらくして、苦痛の職員会議は終了した。

　部活の顧問や、真っ直ぐ帰る教師たちが職員室を後にし、俺のことを口うるさく言ってくる人がようやくいなくなった。

　俺は部活の顧問を担当しているわけではないので、真っ直ぐ帰りたいのだが、そうはいかない。

　まだまだ新人教師の俺は、他の中年教師たちに細かい雑務を押しつけられ、今日に至っては下校時刻まで残り、学園中の戸締まりをしていかなければならないのだ。

「はい、コーヒーの差し入れです」

「え……」

　俺が明日授業に使うプリントをまとめていると、机の上に缶コーヒーが置かれた。

「私の奢りです」

「あ、すみません……川かわ崎さき先生」

　顔を上げて、俺は一年先輩である、川崎先生に礼を言う。

「最近、藤浪先生お疲れみたいですね……私で良かったら、愚痴っちゃってくださいね」

　川崎先生は、俺がこの学園に来た時からいろいろと面倒を見てくれる、優しいお姉さんだ。

　それに、胸も大きいし、お尻も大きい……なのにお腹は細くて、見事なプロポーションの持ち主でもある。

「実は、例の孕ませ法で……」

　親身になって俺の話を聞いてくれる人はほとんどいないので、川崎先生の言葉に甘えて、悩みを打ち明けてみる。

「ああ、だから職員会議の時、少し顔色が良くなかったんですか……」

「自分の立場は分かってるつもりなんです。確かに歳は若いし、彼女もいませんし」

「国が決めたことですから、私たちは従うしかありませんよね……藤浪先生は、性交をしたい相手はいないのですか？」

「そうですね……強いていうなら……」

　ちらりと、俺は川崎先生のほうを見る。

「私はその、ごめんなさいね……知っていると思うけど、相手がいるから」

「ですよね……」

　スタイル抜群で、面倒見もいい。こんな素敵な女性を、世の男が放っておくわけがない。

　うちの学園には、鈴すず木き先生という、頭も良く、かつて甲子園にも出場したことのある、ハイスペックなイケメン教師がいる。川崎先生はその鈴木先生と、絶賛子作りに励んでいるという。結婚はしていないようだが、美男美女のカップルということで周囲の評判も良い。結婚もいずれするのだろう。羨ましい限りだ。

「そうですねぇ、他にフリーな先生は……新井先生なんてどうでしょう？」

　新井先生か……確かに小柄で容姿は可愛らしい先生なんだけど、性格がよろしくない。

「あの人はちょっと……」

「んー、となると、学生とするしかないかもしれませんね」

　学生、か。

　確かに人数はたくさんいるし、中には俺のタイプな子もいる。でも、俺の中では少女とセックスを本当にしてもいいのか、という疑念がどうしても拭いきれずにいた。

「別に教師同士で子作りをする必要はありませんし、藤浪先生はお若くて元気なんですから、よりどりみどりだと思いますよ」

「それはそうなんですが……」

「ほら、２年生の桃井さんとかどうです？　女性の私が言うのもなんですが、凄いプロポーションじゃないですか。彼氏いるかもしれませんけど……」

　桃井小春──俺が受け持つクラスの学生で、川崎先生のいうとおり、大人顔負けのスタイルを持つ少女だ。今まで学生をできるだけ性的な目で見るのを避けてきたが、教師と教え子という関係を抜きにすれば、確かに興味のある女子であるのは間違いない。

「……検討しておきます」

「早く相手が見つかるといいですね。応援してますから」







「はぁ……応援してくれるのは嬉しいけど、一体俺にどうしろっていうんだ」

　下校の時刻が近づき、俺は校舎の戸締まりを確認しながら、頭を悩ませる。

　国の方針、そして子作りが推奨されているこの学園にいる限り、俺は教師として誰かと子作りをしないといけない。

　教師にいい相手はいないし、となると学生しかいないわけだが……実際問題、いくらなんでも教師と学生の壁は大きいと思う。

　下手にひとりの生徒を抱いたりしたら、それに伴うリスクも存在するのだ。他の学生が騒ぎ立てたり、イジメに発展してしまったり、今はモンスターペアレントもいるしな。いくら国が推奨しているからといって、自分の娘がレイプされたと裁判になったケースも聞いたことがある。

　いくらなんでも、新任としてようやく学園に慣れてきたところで、これは無茶ぶりだろう……。

「もう下校の時刻だぞー、早く帰れよー」

「はーい」

　教室に残っていた学生に、声をかけて、窓の施錠を確認する。

　こういう普通の雑務だけなら、そんなに頭を抱える必要はないのにな……。

「お……」

　教室の窓の外から、トラックを駆け回る女子陸上部の姿が見えた。

　なんとなく、爽やかな汗を流す彼女たちの様子を眺める。

「まだまだ子供に見えるけど、子作りできる身体なのか……」

　川崎先生の話を思い出して、俺はそんな言葉を漏らしてしまう。

　声に出してしまうと、意識してしまうのか、俺の視線は走るたびに上下に揺れる胸と、発育の良さそうな尻に向かう。

　……あの張りのありそうな身体をまさぐったら、気持ちがいいのだろうな。

「……いかんいかん」

　相手は慎重に選ぶべきだ。

　邪念を払い、俺は教室を後にして、四階へと続く階段を上る。

　この学園は、一階が図書室や職員室、二階が一年生、三階が三年生、四階が二年生という教室の配置となっていた。なぜ二年生が最上階かというと、一年生よりも学園にも慣れて、受験のある三年生よりも余裕があるから、ということらしい。

　つまり、この二年生の教室を見回れば、ようやく俺も家に帰ることできる。

「さて……と」

　順番に教室を周り、施錠と残っている学生がいないか確認していく。

　残るは、俺の担当するクラスだけだ。

「……ん…………あっ……ん……」

　自分の教室の扉を開けようとしたところで、室内から妙な声が聞こえてきた。

　……誰か残っているのか。

　様子見がてら、こっそり俺は扉を開ける。すると、そこには──。

「ん……こうかしら……んっ、それとも……こう、かな？」

　俺のほうに尻を突き出すようにして、机の上でもぞもぞと動く女子学生がいた。

　しかも他に誰もいないのをいいことに、ブラジャーを外し、大きな胸を放りだしているではないか。

（もしかして、桃井か……？　こんな時間に教室でオナニーしてるのか？）

　普通であれば、すぐに教室に入って止めさせるべきなのだろうが、今日に限ってはどうしてだろうか、足が動こうとしない。

　学園でもかなり可愛い部類にはいる彼女の予想外の痴態に、俺の目は釘付けになってしまっていた。

　噂をすればなんとやら、ってやつだろうか。

（……少しだけ様子を見るか）

　俺は僅かに開けた扉の隙間から、自慰に耽っている桃井の身体をじっくり観察する。

　桃井は大きな自身の乳房を片手で揉みつつ、ツインテールを揺らしながら、パンツのクロッチ部分を机の角で刺激していた。

「ん……んぅ……ん……はぁ……」

　単調な腰の前後運動を繰り返し、桃井は快感を得ようとしているようだ。

　非日常な目の前の光景に、思わず俺の股間が反応してしまう。

（彼氏が自慰動画を要求してるとか……か？）

　彼女くらいの容姿があれば、やっぱり彼氏もいるだろうし、放課後の教室で寂しくオナニーする必要なんてないはずだ。なのに……なぜ？

「んぅ？　なんか違うわね……」

　感じるポイントに机の角が当たらないのか、桃井は首を傾げながら、腰の動かし方を探っているように見える。

「……っ、ぁ……ん……んっ」
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　教室内には、微かな桃井の声と、ゆさゆさと衣服が擦れる音だけが響く。

　……俺は彼女たち学生をまだ子供だという目線で見てきたが、どうやら大きな勘違いをしていたらしい。彼女たちは間違いなく一人前の女だったのだ。

（いやらしいな……）

　俺も自分のモノを取り出して、扱きたいという気持ちも湧いてくるが、必死に堪えながら、今の光景を目に焼き付けようとする。

　俺の人生の中でも、もう会えるか分からないレベルの美少女の痴態だ。見逃すわけにはいかない。

「あ……ん……っ、うーん……やっぱりそこまでじゃないわね」

　これから激しく乱れるかと期待してみるものの、桃井はイマイチ感じきれていない様子で、また首を傾げた。それでも、股間を机の角に擦るのを止めようとはしない。

（本番ばかりで、オナニーの経験が少ないのか？）

「あそこを刺激しながら、乳首を摘むのだったかしら……ん……」

　まるで誰かに言われたことを思い出すかのようにつぶやいて、両手で自らの乳首を摘み始めた。

「はん……この感じ、かしら……んっ、あ、ん……」

　乳首はまだ多少感じるらしく、一生懸命摘んだり、指を押し当てて刺激を与えている。

　だが、それもあまり長続きしないようで、しばらくして胸の愛撫は終わってしまった。

　桃井ほどの可愛らしい少女のオナニーには興奮するが、本人がそこまで気持ちよさそうにしていないので、見ているこっちも妙にもやもやしてしまう。

（入るべきだろうか……）

　いや、変に入っていって、俺に乱暴された！　なんて言われてしまえば、俺の教員生活も終わってしまう。教え子として特別仲良く接してきたわけでもないし、リスクのほうが大きい。

　じきに下校のチャイムも鳴るし、そのうち帰るだろう。もう少しだけ拝ませてもらって、一旦ここから離れよう。

　自分の次の行動を決めたところで、改めて教室内を覗く──その瞬間だった。

「……誰!?」

　俺の気配に気付いたのか、胸元を押さえながら、桃井がこちらの様子を覗っている。

　……今ならまだ逃げ切れるな。向こうからは俺の顔ははっきり見えないだろうし、あの格好じゃすぐに追いかけてはこないだろう。

　俺はすぐに扉から顔を離し、教室から背を向ける。すると、いきなり扉が思い切り開いた。

（しまった……！　油断した！）

「なに覗いて……え、藤浪先生……」

　覗いた犯人が学生だと思っていたのか、上半身を露出したままの桃井の動きが止まった。

「その……なんだ。悪いな、声をかけるにも、かけにくくてさ」

　桃井から一応目を逸らしつつ、俺は言葉を続ける。

「今日のことは見なかったことにするから……とにかく、下校の時間だから、支度して帰れよ。そのままだと風邪引くから」

「ま、待って……！」

　すぐに立ち去ろうとするが、呼び止められてしまう。

「お、怒らないの？　教室で、その、エッチなことしてたのに……」

「なにか事情があったんだろう？　彼氏とかの命令で。俺はそういうのにあまり口うるさく言いたくないからさ」

　本当にそうだとしたら、それはそれで問題がある気もするが、今は気にするところではない。

　とにかく、早くこの場を離れたかった。俺が彼女のオナニーを見てしまったように、他の誰かがこの光景を見たらなんて思うか。

「……彼氏はいないわ」

「え……」

　意外な回答が返ってきた。俺はてっきりいるものだと思い込んでいたのに。

「じゃあ、どうして教室でオナニーなんか……」

「……見られた以上、きちんと話すわ。服を着るから、少し待って」







　それから数分して、「入っていいわ」という声が聞こえたので、俺は教室へと入った。

　桃井がきちんと制服を整えたのを確認しつつ、彼女と向かい合うようにして、椅子に腰を下ろす。

「えっと……」

　自分の痴態を見られたことを恥じているのか、桃井は視線を泳がせながら、もじもじと太ももを擦り合わせている。

「……まずは、今見たことを誰にも言わないでくれる？」

「言わないよ」

　しばらく俺のオカズにはなりそうだが、本当に他人に言うつもりはない。

「ありがと。じゃあ、順番に話すから、笑わないでね」

　俺は黙って、一度頷いた。

「別のクラスの友達に、私、見栄を張っていたの」

「見栄？」

「私には彼氏がいて、処女なんかとっくに捨てて、エッチもたくさんしてるって」

　俺の中で勝手に作られた、桃井のイメージが崩れていく。

「どうしてそんな嘘を？」

「あの法案……エッチを推奨するやつね。あれが施行されたことによって、みんな異性に対してオープンになったみたいで、エッチな話をよくするのだけど……本当は未経験なのに、周りの子に置いていかれるのが怖かったの」

「なるほど……」

　どうやら、孕ませ法案絡みで困っているのは俺だけはなかったらしい。

　学生には学生なりの悩みがあるんだな……。

「……オナニーしていたのは、その性的な話についていこうと思ったから？」

「そうよ。友達が気持ちいいって話してたから、私も興味があって……でも、オナニーの話はあまり聞かないから、他の子がやってなさそうなことを試してみようと思ったの」

　それで運悪く──俺にとってはラッキーだったけど、見られてしまったわけだ。

「自分でやってみて、気持ち良かったか？」

　桃井は、ううん、と首を横に振る。まぁ俺も見てたから分かるけど、そこまで感じてなさそうだったもんな。

「藤浪先生は、誰かとエッチしたことある？」

「あるよ。だいぶ昔の話だけどな。今はすっかりご無沙汰さ」

「へ、へぇ……やっぱりあるんだ」

　俺も立場上、早く誰かと子作りをしないといけないが、相手がな……ん？　相手……？

　そうか……いい事を思いついたぞ。

「なぁ桃井、実際にセックスを体験してみないか？」

「えぇ!?　もしかして、先生と!?」

「俺にも事情があってな……実は、他の先生たちから、学生の見本となるように、積極的に子作りをしろって言われてるんだ」

「そうなんだ、先生も大変なんだね……」

　互いに孕ませ法案で悩んでいるからか、桃井も俺に同情してくれるみたいだ。

「それで、俺は相手に困っている。誰かしらとセックスしないといけない。そして桃井はセックスに興味がある……よく考えたら、互いにいい条件じゃないか」

「……それは、その」

「法案だと教師と教え子が関係を持っても問題ない。とはいえ、俺も教え子と子作りに励んでいるとはあまり周囲には言えない……だから、誰にも知られずにこっそり経験できるぞ？」

「…………」

　追い打ちをかけるように、俺は言葉を重ねる──だが、思ったよりも桃井の反応は悪かった。

　あっさり頷いてくれるものかと考えていたが、彼女の中で何かしらの葛藤があるようにも見える。

　美少女とセックスできるチャンスではあるが、焦ってはいけない。あくまで彼女の意思を尊重しなくては。性欲で冷静さを欠いては問題になりかねない。

「……分かったよ、桃井」

「え？」

　こういう時は、押して駄目なら引いてみな、だ。

「三日間待つよ。その間にじっくり考えて、答えを聞かせてくれ。三日目の放課後を過ぎたら、この話は白紙。俺は他の学生を探してみることにする」







　担任の藤浪先生と別れ、私は夕暮れの中、通い慣れた道を歩く。

「……まさか、オナニーを見られるだなんて」

　なんという失態を犯してしまったのだろう。自分の部屋に帰ってこっそりすれば良かった……。

　先生は誰にも言わないと約束してくれたが、いまいち信用できない。

「あんまり印象に残ってないのよね、うちの担任」

　とりあえず、私の中での藤浪という男が、どういう人間なのか改めて整理してみる。

　新任ということで歳は若い。顔は悪くないけど、特別良くもない。授業中に面白い話をするわけでもないし、かといって、誰かに説教をするような熱血さもない。あ、それと覗き魔……かな。

「やっぱり特徴ないわねぇ」

　そんな男に、エッチのお願いをする……？

　確かに年上で、多少経験もあるみたいだし、安心感はあるけど……。

　やっぱり経験しておくべきかな……このままだと、いずれ自分が処女なのに見栄を張っていたことがバレるかもしれないし。

「はぁ……まさか私がこんなに頭を悩ますことになるなんて」

　三日間……それまでに、決めなくちゃ。







　桃井のオナニーを見た翌日。

　四限目の授業がたまたま自分のクラスだったということもあり、俺は職員室に行かずに教室に残り、昼休みを過ごすことにした。

　理由は単純だ。桃井がどんな学生か気になったのだ。

　担任とはいえ、このクラスを受け持ってそんなに時間は経ってない。ようやく自分のクラス全員の名前を覚えたばかりである。

　俺は出席簿をチェックするふりをしつつ、桃井の姿を目で追うことにする。

「小春、一緒にお弁当食べよ」

「あ、私もー、小春と食べる！　椅子持ってくるね！」

　自分のクラスの学生もそうだが、他のクラスの学生まで、桃井の机の周りに集まっているようだ。

　しかも桃井のグループのメンバーは、俺が見たことのある女子学生の中でも、かなり可愛い部類の子たちで固まっている。

　俗に言う、スクールカーストの上位ってやつだろうか。

　やはり男子学生たちは、桃井たちのグループが気になるようで、ちらちらと観察しているようにも見えた。

「綾あや乃の、この前彼氏とドライブ行ってきたんでしょ？　どうだった？」

　桃井がグループの中でも一番活発そうな女子に声をかける。

「めっちゃ楽しかったよ。ドライブ自体は退屈だったけど」

「退屈なのに、めっちゃ楽しかったの？」

「まぁね。彼氏と山のほうに行って、誰もいないところで青姦したの。ちょー興奮したわ」

　うわ……周りに男子たちや俺もいるのに、平気で凄いこと言うなぁ、綾乃って子は。

「小春も青姦ってやるでしょ？　ちょー燃えるよね！」

「あのスリルがたまらないわね。ただ、虫に刺されると後で萎えるかな」

「あー、分かるわー」

　普通に経験あるように話してるけど、あれでも未経験なんだよな。

　よくあんなにスムーズに答えられるものだ。

「あ、そうだ。最近彼氏がバックにハマってて、ずっと後ろから突かれてるんだけど、どうも飽きてきちゃって。小春はどの体位が一番感じる？」

「……私はどの体位でもすぐ気持ち良くなっちゃうから、綾乃の彼氏みたいに、ひたすらバックでも喜んじゃうかも」

「さすが小春ねぇ……ド淫乱じゃない。アタシもまだまだね」

　……ふむ。

　確かに端から聞く分には、桃井はかなり男に慣れているように振る舞っている。

　スクールカーストの上位グループ、しかも中心人物のようで、みんなの尊敬のまなざしが桃井に向かっていた。

　これは未経験とは告白しにくいだろうな。見栄を張っても仕方ないというもの分かる。

　でもまぁ、あんな感じに堂々と振る舞っていれば、その気になれば男なんていくらでも選べるだろう。セックスだって、必要とあらばすぐ経験できるに違いない。

「……三日、時間を与えたけど、俺にはチャンスはなさそうかな」

　俺は授業の荷物をまとめ、教室を後にした。







　そしてあっという間に三日目の放課後を迎えた。

　俺の予感は的中し、桃井が俺の元に来るどころが、一度も会話する機会すらない。

　桃井を抱くチャンスを逃したショックと、ちょうど職員会議でボロボロに言われ、俺の気分は最悪だ。

「──いい子は見つかりましたか？　藤浪先生」

　自分の机でうなだれていると、川崎先生が俺の所へやってくる。

「まだですね……チャンスはあったんですけど、駄目そうで」

「あらら……」

　つい数分前に他の中年教師たちから、「いい加減早くしろ」「誰か相手を見つけろ」と釘を刺されたばかりで、川崎先生が俺に気を遣って話しかけてくるのが非常に嬉しい。

「他の先生たちはうるさいかもしれませんけど、焦っちゃ駄目ですよ。いくら法で決まってるとはいえ、性のパートナーは慎重に選んだほうがいいと思いますしね」

「ありがとうございます」

「そうだ、良かったらこれを見ると参考になるかもしれませんよ」

　川崎先生はそう言いながら、少し分厚い本を俺に渡してきた。

「顔写真付きの、学園の名簿です」

「これは助かります！　ありがとうございます、川崎先生」

「頑張ってくださいね」

　にこり、と笑顔を向けてから、川崎先生は職員室を去って行く。

　俺はそんな背中を見送って、渡された名簿を開いてみる。

　……確かにこれなら、いちいち教室を回らなくても、可愛い子を探せるな。

「──失礼します」

　俺が名簿に目を通し始めたところで、聞き覚えのある声が職員室内に響いた。

　……桃井だ。彼女は俺と目が合うと、真っ直ぐにこちらへ歩いてくる。

「藤浪先生、まだ残ってたのね」

「ああ。俺は下っ端だからな。下校時刻まで残って戸締まりしないといけないんだ……で、どうした？」

「どうしたって、三日目だから来たのよ」

　まさか本当に来るとは思わなかった。俺はもう諦めて、他の学生を探し始めたところだったのに。

「……なにボーッとしてるのよ。もしかして忘れたの？」

「忘れたわけじゃないが……」

　俺が名簿に視線を落とすと、桃井もそれに気付いたのか、表情が少し険しくなる。

「私はあの日からずっと悩んでたのに、そんな扱い!?」

「すまない」

　とにかく、俺の前に現れたということは、結論がどうであれ、答えが出たということだ。

「……ここだと他の先生もいるから、隣の保健室に行こう」

　時間も遅いし、誰も居ないだろう。

　席を立ち、桃井を連れて職員室を出た。







　俺の目論見どおり、保健室には誰も居なかった。

　ここは職員室が隣とはいえ、防音もしっかりしていると教頭が自慢していたこともある場所だ。鍵とカーテンさえ閉めておけば、誰にも気付かれずに話しをする事ができる。

「で、答えを聞かせてくれるのか？」

「うん……その、いろいろ考えたのだけど……一回くらい、経験してもいいかなって」

　思ったより前向きに桃井が考えていたのは、ちょっと意外だった。

　だったら──。

「せっかくの機会だし、孕ませ法の相手に選んだ、とか公表してみるか？」

　桃井も未経験だし、ちょうどいい。

「ちょ、調子に乗らないでよね！　そんなことしたら、ただじゃおかないからっ」

　……まぁ、そんな上手くはいかないか。

　ともかく、一応俺にも相手ができたことだし、名前は伏せるにせよ、これで他の教師たちにも性交渉していると言えるな。

「お試しってことだし、今から始めるか」

「いきなり……？　心の準備が……」

「今、ちょうどいいタイミングだと思うけどな。ここなら誰も来ないし、防音もしっかりしている。それに体験するなら早いほうがいいだろう？」

　正直言うと、俺も最近、孕ませ法案絡みでオナニーをする機会がなく、溜まっているのだ。もし本人がはっきり拒絶しないようなら、今すぐにでも抱くつもりだ。

「先生……本当に、今からするの？」

「自分で決めたんだろう？」

「ま、まぁ……そうなんだけど──」







　怖がる桃井をなだめ、気持ちを盛り上げてやりながら……。

「力入れると駄目だから、軽く深呼吸するんだ」

　キスから愛撫へ進み、濡れていく桃井を抱き締めながら、そしてついに俺はこの瞬間を迎えたのだった。

「んあああああああああああっ!!」

　勃起したペニスを、未開通だった膣口にあてがい、桃井の中へと押し込んでいく。

　俺は苦痛の表情を浮かべる桃井を見て、亀頭だけ入った状態で挿入を止める。

「ひぃ……痛いっ……ぁ……つぅ……」

　桃井はベッドの上で、シーツをぎゅっと握り、必死に痛みを堪えている。

「大丈夫か？」

　久々のセックスだし、相手は処女だ。こういうところは気を遣わないと……。

「なんとか……全部入ったの？」

「いや、まだ先っぽだけだ」

　俺がそう言うと、桃井が渋い顔をする。

「じゃあ……続けて。痛いのは我慢するから……」

「分かった」

　彼女の意見を尊重し、再び俺は腰に力を込める。

　だいぶ膣内はぬるぬるに潤っているにも関わらず、やはり処女だとキツい。

　気を抜くと押し出されそうになるので、俺は桃井のくびれた腰を掴み、ぐっと、引き寄せるようにした。

「あああっ！　んっ、はっ！　いたぁ……！」

　目の前で涙目になっている桃井を見下ろしながら、止まらずペニスを押し進めて──奥まで到達した。

「桃井……全部入ったぞ」

「はぁっ、ああ……ふっ……そう……良かった……」

　桃井はあまりの痛みに感覚が鈍っているのか、俺の言葉でモノが完全に入ったことに気付いたらしい。

「なんか……へんな感じ、お腹の中、先生のが詰まってるっ……」

　ひとまず桃井が落ち着くまで、腰を動かすのは止めておこう。しかしまぁ、もの凄い締め付けだ。熱く、ぎゅうぎゅうとペニス全体に膣が吸いついてくる。

「中で、ビクビクしてる……先生のが……」

「桃井のアソコ、具合が凄くいいな」

「そ、そうなんだ……はぁ、ん……」

　つい最近まで、学生とセックスするのはどうかと思っていたが、本当に人生は何が起きるか分からないな。

「それで……エッチって、女の子が突かれるんだよね……？」

「射精するまではそうなるが……まだ動かないほうがいいだろ」

　俺は気を遣って言ったつもりだったのだが、桃井は首を横に振る。

「待っても治まりそうにないから……気にしないでいいわ。そのうち、慣れるでしょ……」

　叫ぶほどに痛がっているのに、到底動いてもいいとは思えないが。

　……ここはお言葉に甘えて、気持ち良くさせてもらうか。

「ゆっくり動くぞ」

　桃井が俺の言葉に頷くのを確認して、腰を前後に動かし始める。

「んあぁぁっ！　んくっ、あああん……あっ……うぅ……」

　かなり膣内はキツいが、俺のペニスを受け入れてくれたようで、確実に快感を与えてくれた。

「くふぅっ、あっ、ああ……、痛ぁっ、あっ、あ、ああっ」

　少しでも気が紛れればいいなと思い、俺は片手を伸ばし、桃井の乳首を刺激してみる。

「あっ！　あっ、あっ、あんっ……そこは……あんんんっ……！」

　割と効果があったみたいで、桃井の表情が若干緩む。

　硬くなった乳首を指先で弾きつつ、何度も俺は膣の奥を突いていく。

　やがて、いつの間にか襲ってくる快楽に耐えきれず、動かす腰の速度が上がってしまう。

「あんっ、んっ、あっ、あんっ、はげしぃ……ああっ」

　ペニスを膣内から引き抜くたび、くちゅくちゅと音を鳴らして愛液が溢れてくる。

「気持ちいいぞ……桃井っ」

　ベッドを軋ませながら、俺は徐々に動きを速めていく。

　モノが奥に届くと同時に、搾り取るように膣が締めつけてきた。

「あっ、ああああっ、ふぁんっ、ああっ、あっ……ふぁっ、ああ！」

　ピストンに慣れてきたのか、あるいは感覚が麻痺してきたのかは分からないが、桃井の声色が変わりつつある。

「どうだ……まだ、痛むか？」

　俺は彼女の腰に手を回し、激しくペニスを動かしていく。

「あああっ！　わからっ、ない……んんぅ！」

　痛いと言ってこないあたり、このまま勢いで突き続けても良さそうだ。

　一秒でも長く膣にペニスを挿れておきたいところだが、あまりの刺激の強さに、俺も射精が近いのを感じ取ってしまう。

「桃井、それそろ出そうだ……」

「な、なにっ、精液っ、出るのっ……？」

　俺は頷き、両手で桃井の腰を強く掴み、一心不乱にペニスを擦らせる。

「ああああっ！　んひっ！　ふぁ！　ああ！　はぁっ！　ああああっ！」

「イクぞ……！」

「んああぁぁぁぁっ！　あっ、ああああああぁっっっっ!!」

「うっ──！」

　快感が頂点に達した瞬間、俺のペニスが大きく跳ね、溜めていた精液を一気に発射した。

　ドクン、ドクンと心臓の鼓動に合わせるように射精し、やがて収まっていく。

「ああああああっ……はぁ……ああ……あっ……うぅ……」

　ペニスの痙攣が止まるのを確認すると、俺は膣からそれを引き抜いた。

　コンドームの先端が大きく膨らんでおり、こんなにも出たのかと俺自身が驚いてしまう。

「ほら、これが精液だ……」

　頭に酸素が行き届いておらず、俺は呼吸を整えながら、脱力している桃井の眼前に外したゴムを晒す。

「え？　あ……これが……本当に白くて、濁ってるんだ……」

　桃井はぼんやりとしながらも、物珍しそうにコンドームの先端を見つめてくる。

「本当の子作りをするときは、直接これを中で出すんだぞ」

「それは……知ってる、はぁ……ん」

「落ち着いたら、後始末をして帰ろう」

「うん……」

　こうして、桃井の初体験が終わった──。







「おはようございます！」

　いつもより大きめの声で、俺は朝の職員室の扉を開けた。

　先に到着していた教師たちが白い目で見てくるが、そんなことは今の俺にはどうでもいい。

　今日は気軽に出勤できる。それが幸せだった。

「あ、藤浪先生、おはようございます。今日はご機嫌ですね」

　一足先に到着していたらしい川崎先生が、俺の元へとやってくる。

「いやぁ、ちょっといい事がありまして」

「もしかして……パートナーが？」

「正式に決まったわけじゃないので、名前は明かせないのですが、候補がひとりできて、交渉中です」

「それは良かったですね！　上手く進展することを願ってます」

「あはは……ありがとうございます」

　本当に良かった。ひとまずは他の教師たちにも口うるさく言われなくても済む。







　──状況が変わったのは、俺だけではなく、桃井のほうもそうだった。

　朝のホームルームが終わり、教室内が学生たちの喧騒に包まれる中、彼女の席の周りには、やっぱり女子たちが集まっている。

「ん？　なんか小春、いつもより肌がつやつやしてない？」

　俺がさりげなく彼女たちの会話の内容を聞いていると、ひとりの女子が桃井に声をかけた。

「え……気のせいじゃない？　私はいつもと同じよ」

　あくまで冷静を装う桃井に対し、だんだんと女子たちが盛り上がってくる。

「そうかなぁ……なんか落ち着いたというか、ちょっと余裕がある感じに見えるけど」

「あー分かる。今日の小春はひと味違うというか……なんか雰囲気変わったでしょ」

「初めてセックスすると、雰囲気変わるって言うけど、小春はヤリまくってるもんね？」

　やっぱり男子に比べると、女子たちのほうが他人の変化に敏感なのがよく分かるな。

「……実はエステに行ってみたのよ。たぶんそれだと思う」

「どこの店!?　教えて！」

　今さら、初めてセックスした、だなんて言えないよな。

　上手く理由をつけて誤魔化しているようだが……。

　ま、互いに悩みが解決できてなによりだ。







　私が処女を喪失してから二日が過ぎた。

　昨日はアソコがずっと痛んでいて、必死に我慢するので精一杯だったが、今日になって、多少マシになったようにも思える。

「歩き方、おかしくないわよね……」

　昼休み、トイレからの教室に戻る途中で、私は友達の反応を思い返す。

　いきなり雰囲気が変わった、だなんて指摘された時は焦ったけど、今のところは上手くやれている。

　実際にエッチを体験したし、見栄も張らずに済む。精神的に余裕もできた。

「経験が一回しかないけど、未経験とは全然違うわよね」

　自分の中でそう納得させる。

　私としては、もう初体験も済ませたし、これで十分なはず。

「……雰囲気って、本当に変わったのかしら？」

　窓ガラスに薄く反射する自身の姿を見て、誰にも聞き取れないような声でつぶやく。

　処女を失ったとはいえ、そんなに違うもの？　もし回数を重ねたら、もっと変わっていけるんじゃないかしら……？

「なに馬鹿なことを思ってるの、私……」

　……やっぱり、ああいった行為は好きになれそうになかった。

　別に藤浪先生が嫌いだとか、そういうわけではないけど。

　何度も乳首を指で弄られ、恥ずかしいところを広げられて……しかもかなり痛かったし、改めて思い出すと、サイテーだと思う。

　なんで友達は、あんなにエッチな話を楽しそうにするんだろう……？　それとも、私が異常なの？

「もっと違う話題で盛り上がっておけば良かったかな……」

　そうすれば、ずっと悩んだり、処女を失わずに済んだのに。

　いや、もう終わった事だ。いつまでも引きずる必要はどこにもない。

　前を向いて、歩こう。

　顔を上げて、私は教室のほうへ向かう。すると廊下の反対側から、こちらに向かって藤浪先生が歩いてくる。

　どんどん距離が詰まる。特に話すこともないし、そのまま素通りすればいい。

「…………」

　間もなくすれ違う──その時、一瞬だけ先生と目が合ってしまう。

　……彼は生暖かい目で、私を見ていた。

　先生が遠ざかっていく足音を聞きながら、私はその場で立ち止まる。

　まさかとは思うけど、エッチをしたことを良いことに、私を脅すつもりじゃないでしょうね……？







「この階は全部オッケーっと……」

　放課後になり、いつものように各教室を回りながら、俺は戸締まりを確認していた。

　もうほとんど学生は残っていない。強いていうなら、陸上部のかけ声がここまで聞こえてくるくらいだろうか。

　……あれからというもの、桃井は何事もなかったかのように生活を送っているようで、俺と話す機会もまったくない。

　他の教師たちには、もう交渉中の相手がいると伝えてしまっているから、別の相手を探しておいたほうがいいかもしれないな……。

　そんなことを考えていると、誰かが階段を上ってくる足音が聞こえてきた。

「あ、いたわ」

　足音の主は桃井だった。処女を奪ってあまり時間は経っていないはずだが、しっかりとした足取りで俺のところへ駆けてくる。

「……何か俺に用か？」

「確認したいことがあるの」

　俺は黙って、桃井の次の言葉を待つ。

「私とエッチしたって、誰にも言ってないでしょうね？」

「なんだ、そんなことか」

「そんなことじゃないわ」

「言ってないよ。第一、正式に孕ませ法の相手に選んだわけじゃないしな」

　そう答えると、険しかった彼女の表情が和らいだ。

「……もしあのことを誰かに話したりしたら、絶対許さないから」

　そこまで周囲にバレるのが嫌なのか。

「…………」

　もしかして、今の俺は、結構優位な立場にいるんじゃないか？

　……あんな風に言ってくるのだから、もう少しだけ、俺も楽しませてもらってもいいよな。

　多少強気に言ってみるか。

「なぁ桃井、セックスをするのは、本当に一度だけでいいのか？」

「いきなり何よ……」

「付け焼き刃だと、そのうちボロが出るぞ。お前、クラスのグループの中心みたいだけど、散々嘘を吐いていたと知られたら、大変なことになるんじゃないか？」

「……脅すつもり？」

「いや、お前のためを思って言ってるんだ」

　そう言うと、桃井は口を閉ざした。俺はそのまま言葉を続けることにする。

「こないだセックスをしたとき、イッてなかっただろう？」

「…………」

「ちゃんと回数をこなして、きちんとイケるようになるまでしたほうがいいんじゃないか？」

「それは……」

　自分でもボロが出ると思ったのか、桃井は言い返してこない。

　前回は押して駄目なら引いてみる、だったが、今回はガンガン押させてもらおう。

「お前自身、まだ周囲の話に追いつけてないだろう？　本当にセックスしなくていいんだな？」

　追い打ちをかけるようにして、不安がりそうな話題を組み込んでいく。

「まぁ、桃井が絶対に俺とセックスしたくないのなら、俺は別の相手を探すことにするよ」

「え……」

「じゃあ、気を付けて帰れよ」

　わざと話を一方的に切り上げ、俺は桃井に背中を向けて歩き出す。

「ふ、藤浪先生っ、待って！」

　……釣れたな。

　あまりに狙いどおりの反応をしてくれるものだから、思わず笑顔になってしまいそうになる。

「心配するな。誰にもお前とセックスしたとは言わない」

「そうじゃなくて……」

　俺は桃井のほうへ振り返らず、そのまま去ろうとする。

「わ、私とエッチして！」

　よしきた。

「……さっきまでしたくなさそうだったのに、どういう風の吹き回しだ？」

　ここでようやく俺が立ち止まると、桃井が子犬のように駆けよってくる。

「確かに先生の言うことも、一理あるなって……」

「イケるようになりたいのか？」

「うん……もう初めてじゃないし、そこまで痛くないと思うし……」

「……保健室に行こう。もう誰もいないはずだ」

　善は急げ……ってな。







「こ、これで……いいの？」

「ああ」

　俺の言葉に従い、ベッドの上にうつぶせに寝る桃井。自分の身体とベッドに挟まれ潰された豊満な胸が、溢れてしまいそうだった。

　その苦しさからか、服をはだけさせる桃井。胸が大きいというのも、良いことばかりではないんだな。小さいのが悩みだという女子を敵に回しそうなヤツだ。

　それにしても、着崩した姿というのもそそられる。無理に犯しているような感じがして、疑似レイプのようだ。

「ん、はぁ……」

　吐息にも熱があるように感じられる。つい数分前までは乗り気ではなかったくせに、切り替えの早いこと。

　しかしまあ好都合だ。俺もこの体勢で犯すことを考えると気持ちが高まってくる。

　性欲を思い切りぶつけてやろう。

「あまり時間に余裕もない。さっさと済ませてしまうぞ」

「う、うん……」

　露出させた桃井のアソコを指先でなでる。柔らかい感触……さらに少し熱くなっている。

「なんだ、すでに準備万端だな」

「違うわっ……そんなんじゃ……」

「口ではそう言っても……身体のほうはしっかり本音が漏れてる」

　膣口の上で指を往復させる。むずむずするのか、時折、桃井が艶っぽい声を漏らした。

「んんっ……は、ぁ……」

　桃井だけでなく、俺のほうも準備が整いつつある。

　服の下ですっかり大きくなったペニスを取り出した。それまでいじっていた指を引っ込み、亀頭を割れ目に向かわせる。

　胸同様、ボリュームのある桃井の尻。手で触れれば、弾力のある柔らかさがくせになってしまいそうだった。俺はその尻をぐっと鷲掴みにする。

「あっ！　先生、ちょ……んっ、力、強いよ……」

　ぐにぐにとこね回したあと、尻を広げて穴を開かせる。

　純潔を失ったばかりの穴のピンクが見えた。

「んんぅ……あ、あんまり、そんなにしちゃ……っ」

　そして一気に、桃井の穴を貫いた。

「んはっ!!　あぁっ……そ、んな、急に……んんっ……！」

「時間はあまりないと言ったろ。火傷するくらい、思い切り擦りつけてやる」

　グイとやや強引にペニスを挿入し、早速、腰を素早く動かす。膣内は少し濡れている。

　が、少し割れ目をなぞってやった程度の愛撫。潤滑油の役目を果たすほどではなかった。

　乾いた肉が擦れる感触が伝わってくる。ペニスの出し入れに、膣内の肉がひっついてきて、皮膚が引き延ばされる感じがする。

「んんっ、はぁっ……んくっ、はっ、せっ、せんせっ……いき、なり……そんなに、っ……はぁっ……！」

「あまり大きい声を出すと、バレるぞ」

「んっ……んんーっ……！　はっ、んっ……んふっ、はぁ、そんなこと、言ったってぇ……ぇっ、は、ぁっ……」

　桃井はハッとしたように声を抑えようとする。

　なんとか甲高い声を押し殺すことには成功しているが、膣奥を突かれる際に押し出される声にならない吐息は我慢できないようだ。

　「はっ、んんっ……んっ、あぅっ……んむっ、は、はぁっ、あっ……あぁっ!!」

　力強く奥をペニスで突く。

　ギシギシとベッドのきしむ音が大きくなっていく。

　上から桃井を押す潰すほどに強く腰を打ち付けていることもあってか、苦しそうに呼吸をしていた。

　それでも漏れる声は艶っぽいもので、多少の気持ちよさは感じているらしい。

「はあ、はあっ、んっ……せ、んっ、せいっ……はあ、っ、はあっ、んっ、くる、しっ……あぁあっ……！」

「お前をイカせてやるためだ。これくらいがちょうど良いんだ」

「んっ、はっ、はあ、っ、ん、でも……んっ、なか、おく……こつこつって、なってっ、んんぅっ……！」
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　ペニスの先が桃井の穴の最深部をノックする。何度も叩いて、亀頭がぶにゅと潰れる感触を味わった。

　次第に愛液の量が増してくる。入れたばかりのときには、こしゅこしゅと乾いた音だったのが、ぬぷぬぷと水の音を含むものに変わってきていた。

　俺は構わずひたすら腰を振り続ける。こんな体勢だからか、前回よりも締まりが良い気がする。

　少しばかりイレギュラーな体勢だと、膣内の具合が違ってくるのかもしれない。

　絡みつくように膣肉がうごめいて、俺のペニスを刺激してくる。

「はあぁっ、んっ……んくっ、んうっ……は、はあ……あっ、あっ、あっ……はぁっ！」

「また声が大きくなってきたな。この調子だと、イク頃には廊下に響き渡るほどかもな」

　桃井を少しずつ脅かしてやる。

　そうすると、さらに膣内の締め付けが強くなった。

「んぁあぅっ、はあっ、はっ、あっ、そんな、ぁっ、んっっ、もう、ちょっと、やさ、しくっ……んぅっ、んぁあっ！」

「もう声も我慢できなくなってきてるな。気持ち良いか」

「んんっ、はあっ、あぁっ、あっ、んんっ……だ、めっ……はあ、っ、んぁあっ……！」

　跳ねそうになる桃井の身体を押さえつけるように、尻を掴む手に力を入れる。

　ぐにゅりと形を変える尻肉が、手にも快感を与えてくれる。

　擦れる穴からは、分泌された愛液が滴り落ちて、シーツにシミを作っていた。

　ぬちゅぬちゅと音も変わってきている。それだけでこの保健室が卑猥な空間へと変わっていく。

「はあ、っ、は、あぁっ、んっ、んんぅっ、んくっ、くっ……はっ、あっ、あんっ」

「どうだ、そろそろ……イキそうになってきてるんじゃないか？」

　何かに耐えるようにして、シーツをギュッと握りしめる桃井。

　苦しそうにしながらも徐々に感じているのが見て取れる。

　激しい動きの最中に見え隠れするうなじに、うっすらと汗をかいていた。

「はあ、あっ、あっ、あんっ、あっ、あっ、んんんっ、んぅぅっ……！」

「お尻もこうしてやったほうが、気持ち良いだろう」

「んぁっ、んんっ！　あっ、つよく、しちゃ……ぁっ、んんぁぁっ、んんぅっ、あはぁっ！」

　マッサージ……よりも強い力で尻を揉みしだく。

　桃井もそうだが、俺のペニスにも強い刺激となって、射精感を煽ってくる。

　膣内がどんどん熱くなってきて、快感もより高いものになってきていた。

　桃井よりも俺のほうが気持ち良くなっているかもしれないな……。

　などと思いながら、ペニスの出し入れをさらに激しくしていく。

　空いている手で口を押さえようとする桃井だったが、あまり効果はなかったようだった。

「んはあぁっ！　んぅっ、あっ！　んんんっ、はっ、んぅ、はぁ……つよ、いのぉ……んっ、こわれ、ちゃ……あぁあっ……！」

「こんな程度で壊れるか。まだまだ強くするぞ」

「んぁっ、これ、っ、以上はっ、んんぅっ、むりっ……あっ、ああぁっ、んんぁああっ……！」

　じゅぶじゅぶと泡立つような音が聞こえてくる。

　引き抜いた際に見えるペニスはテカテカに濡れて、愛液でコーティングされていた。

　桃井の感情をひたすら高めていく。

「あっ、んんんんっ……！　はぁっ、はっ、はぁぁぁっ……んぐぅっ……やっ、あっ、あぅっ……！」

　桃井の声色からは苦しさが徐々に消えていて、艶やかなものになっている。

　微妙に震えていて、そろそろ絶頂を迎えるというのが見て取れた。

　俺はあえて腰の速度を落とし、桃井が絶頂へ達するのを阻止する。

　すると桃井の呼吸が少しだけ落ち着く。そしてまた、腰を強く動かす。

　今ここで、イクということを味わわれては……楽しみが減ってしまうからな。

「イクのか？　桃井」

「んんぅっ……は、はぁぁっ、せんせ……っ、はっ、あぁっ、んっ、なんか、へ、ん……っ、んんぅっ」

　それでも桃井の身体が上気しきり、絶頂への階段を駆け上がっている。

「そうか。俺もそろそろ……」

　とは言え、快感が募っているのは桃井だけじゃない。俺もしっかりと、下腹部に熱いものがこみ上げてきていた。

　さっさと射精してしまいたいが……それが引き金となってイカせてしまうのも……。

「んんぁっ、あっ、せんせいの、んっ、んはっ、おっきく、なってぇ……ぁっ、んんぁあっ、はぁっ……！」

　さらに強く腰を打ち付ける。バチンバチンと声以上に響いてしまいそうなほどだった。

　ペニスが根本まで膣内に埋まるたびに、愛液が飛散する。

　ベッドのシーツは、ぬるぬるの液体でびしょびしょになっていた。

「はあ、はっ、あぁっ……っ、んんぅっ、せ、せんせっ……んんぅっ、んっ、あっ、あんぁあっ……！」

　桃井が激しく乱れる様を見て、俺は腰の動きを止めた。

　急に快感がなくなったことを不思議に思った桃井が、俺のほうを見てくる。

「せ、先生……？　どう、したの……？」

「悪いな。用事を思い出した。今回はここまでだ」

　桃井の膣からペニスを抜き、服装を整える。

「そんな……」

　その様子を桃井は腑に落ちないといった表情で見つめていた。







「……またイケなかった」

　ある日の昼休み──私はアフターピルをこっそりトイレで飲み、何事も無かったように教室へと向かう。

　先日に引き続き、藤浪先生に上手いこと乗せられてしまった私は、四限の体育をサボって、またエッチをしてしまった。それなのに、いいところで先生はいつも、どこかへ行ってしまう。

　いい加減、「イク」のを体験したいのだが、なかなかそういう感覚を得ることができない。

　まぁ、初めての時に比べれば、だいぶ感じるようにはなったから、次はイケるといいんだけど……。

「はぁ……」

　まだアソコがむずむずする……イキそうでイけなかったのが原因なのだろうか。

　……あとでまたオナニーに挑戦してみようかしら。

　悶々とする気持ちを抑え、教室に入る。

　すると、友達のひとりが私に気が付き、にこにこしながらやってきた。

「珍しいじゃない、小春が体育サボるなんて。今日はあの日じゃないでしょ？」

「野暮用ってやつよ」

「ふーん？　って……なんか臭うわね」

　すんすん、と鼻を鳴らしながら、友達が私の身体に顔を近づける。その直後、友達の表情が変わった。

「小春……ちょっと精液っぽい匂いするんだけど」

「え……」

「もしかして、授業サボってヤッてた？」

　友達の的確すぎる一言に、私の反応が一瞬遅れる。

「き、気のせいでしょ」

「太ももの内側に、白いのが垂れてるけど？」

「嘘!?」

　慌てて自分の太ももを触る──が、特に何も付着していない。それはそうだ。まだ中出しまではしていないのだから。

　……やられた。カマかけられたわ。

「そっかそっか、小春の相手はこの学園の誰かってことね！」

　友達が、きゃーきゃー騒ぎ始めると、一瞬で教室中が私の噂話で持ちきりになった。

　こうなってしまっては、口止めするどころか、あっという間に学園全体に噂が広まってしまうだろう。とにかく、藤浪先生が相手というのは隠し通さないといけない。

「で、小春の相手はどこのクラスなの？」

「彼、シャイだから、そういうのは言わないでって口止めされてるの」

「そこをなんとか！」

「内緒よ」

　きっぱりと断りの意思を見せると、さすがに友達もこれ以上は言ってこなかった。

　私の背後でやたら男子たちが「相手は誰だ！」とか騒いでるけど、自分のクラスの担任だとは思わないでしょうね……。







　俺は６限目の授業を終え、最後のホームルームをするために、自分の教室へ入る。

「ん……？」

　教室内が妙に騒がしい。

　普段なら俺が教室に入れば、自然と学生たちは着席するのだが、なぜかその様子は一切ない。むしろ、俺が教室に入ったことすら気付いてない学生がほとんどだ。

　何が起きている？　状況を把握しようと、騒ぎの中心にいる人物を探す。

「桃井か……」

　また彼女の席に女子たちが群れをなすように集まっている。しかも、いつもより人数が多い。

「しかしまぁ、小春の相手って誰なのかしらねぇ」

　女子のひとりの大きな声が、俺の耳に届いてくる。

「授業サボってセックスしてたんでしょ？　ウチのクラスは小春以外は出席してたから、相手は他のクラスよね？」

　げ……セックスの相手が俺だとはバレていないようだが、少々面倒なことになっているようだ。

　あくまで桃井の「友達と話を合わせるためにセックスする」という希望が、俺にとって好都合だったからしているわけで……本気で彼女を孕ませるつもりはない。

　まだクラス内の騒ぎで収まっているが、これが他のクラスまで広がる騒ぎになれば、さらに厄介だ。

　一度桃井とそのあたりの話をしておいたほうがいいな……。







[image: ]







　──ああ、心がモヤモヤする。

　私は今まで、男となんか関わりたくないと思っていた。

　特にエッチなことは絶対に無理……だったはずなのに。

　ここ10日間くらいで、何回もエッチをしてしまっている。

「……はぁ」

　小さな溜め息が、広い朝の教室の空気に解けて、消えていく。

　昨日の帰り際に少し騒ぎになったから、今日の登校時は心配だったけれど、特に何事もなかったかのようにクラスメイトはそれぞれの時間を過ごしている。

　……モヤモヤの原因は、否定的だったエッチを数回してしまった自分が、今エッチに対してどういう気持ちを抱いているのか分からなくなってしまったこと。それと──藤浪先生にいいようにされているのも面白くない。

　私が彼に乗せられて、イク経験をするまでエッチを頼んだでしまった手前、あまり強くは出れないけど……。

「ほんと、困るわ……」

　そうつぶやきながら、私は自分の下腹部を制服の上から擦る。

　前回も、昨日のエッチもそうだったけど、もう少しでイケそうだったのに、イケなかった。

　不完全燃焼というやつなのか……エッチをした後の満足感が足りていない気がする。

「──小春？　さっきから難しい顔してどうしたの？」

　いつの間にか、友達のひとりが私の席までやってきていた。

　せっかくだし、ちょっとだけ愚痴らせてもらおう。

「実は、私の相手のことなんだけど」

「ああ、例の相手ね……どうしたの？」

「最近エッチがエスカレートしてるっているか、いきなり呼び出されたりするのよね」

　実際、呼び出されたのは一回しかないが、そこは盛っておく。

「へぇ……昨日のは呼び出しだったんだ。小春が振り回されてるって、ちょっと意外かも」

「う……ま、まあ……そうなる、のかな」

「やられっぱなしだなんて、らしくないんじゃない？」

　私らしくない……そっか。

「……うん、そうね！　ちょっと反撃してみる！」

　──やられたら、やり返すべきよね。

　今までは藤浪先生のいいようにされていたけど、今度は主導権を取ってやるんだから。

　そんなふうに考え方をかえたら、なんか元気出てきた！







　昼休み、自分のクラスで四限の授業を終え、俺は職員室へ向かっていた。

「なんか、今日は桃井の様子が変だったな」

　歩きながら、今朝からの桃井の行動について思い返す。

　まず朝のホームルーム。あまり桃井は俺のほうを見てくることはないのだが、今日はやたら俺の顔をじっと見てきた。そのくせ、俺と目が合うと、向こうはすぐに逸らす。

　休み時間に廊下ですれ違った時もそうだ。

　以前は一瞬だけ目を合わせるだけか、完全に無視されるかだったのに、やっぱり今日は俺を遠目で発見するなり、ちらちらと視線を向けてきていた。

　さらに言うなら、先ほどの授業中もそうだった。真面目に板書をしている、というよりは、ずっと俺の言動を追っていた気がする。

　可能なら、本人にどうしたのか聞きたいのだが、周囲には桃井との関係を秘密にしているので、なかなか動くタイミングがない。

「……大事な用件なら言ってくるよな？」

　うーむ。あまり気にしても仕方ないか。

　桃井の意味深な視線については、もう少し様子を見よう。







「お疲れ様です、藤浪先生。調子はどうです？」

　川崎先生の声で顔を上げると、職員室は窓から差し込む夕日で茜色に染まっていた。随分集中して俺は小テストの採点をしていたらしい。

「ぼちぼちですかね。テストの平均点は七十五点くらいになりそうです」

「そっちではなく……交渉中の人、進展あったんですか？」

　ああ……そういえば教師たちには「交渉中です」って言ってあるんだったな。

「まだ確定には至ってないのですが、ほぼ決まると思います」

「頑張ってくださいね」

「はい」

　正直なところ、桃井とは確かにセックスはしたが、子作りをしているわけではない。ただ、こう言っておかないと、川崎先生はともかく、また中年教師が俺に小言を言ってくるかもしれないからな。

「そうだ、藤浪先生、私事なんですけどね……先日、子供を授かりました」

　口につけたお茶を、思わず吹き出しそうになる。

「そ、そうなんですか！　それはおめでたいですね」

「ありがとうございます」

　やっぱりやることやってるんだなぁ……。

　そんなことを思いつつ、俺はひとつ気になったことを尋ねてみる。

「お子さんはどうするんですか？　施設へ……？」

　初期テストケースで誕生する子供は、育児を国に任せることもできる。

　特に若くて仕事に熱心な女性に関しては、時間の問題で子育てをするのが難しいため、施設に預けてしまう割合のほうが多い。

「私は母親になろうと思います」

「それは素敵ですね。川崎先生はいいお母さんになると思います」

「今からいろいろ育児の勉強をしないといけませんね」

　あれ……？　母親になるということは……もしかして。

「……鈴木先生とご結婚されるのですか？」

「はい。式は夏休みにしようと思っていて。その時は来てくれますか？」

「もちろんです！」

　そっか、結婚か。

　人間関係もさまざまではあるが、孕ませてもいいと思える相手が孕んだら、責任を取って婚約……鈴木先生は男らしいな。

「すみません、採点の邪魔をしてしまって。私は先に帰らせていただきますね」

「お疲れ様です」

　川崎先生……お幸せに。

　なんか、他の人の幸せそうな顔を見ると、こっちまで嬉しい気持ちになるな。

　やる気の出てきたところで、残りの仕事を片づけようと思った瞬間、職員室の扉が開いた。

「……先生、今ってひとりだけ？」

　そう言いながら、桃井が俺の席まで歩いてくる。

　周囲の様子を確認するが、俺以外の教師は誰もいな……おっと、一番遠い席に教頭がいるが、どうも机で寝てしまっているようだ。まあ、気にしなくていいだろう。

「ん、そうだな。川崎先生も帰ったし、俺だけ……かな」

「そっか。それは好都合ね」

　何を企んでいるのかは分からないが、桃井は嬉しそうに微笑む。

「なにが好都合なんだよ」

「やられた分をやり返しにきたの」

　そう言って笑みを浮かべた後、桃井は机の下に潜り込んだ。

「おい、何をしてるんだ」

「だから言ってるでしょ。やり返しにきたの」

　カチャカチャとベルトをいじる。しかし慣れていないのか、上手く外せないようだ。

　やや強引にペニスを露出させようとしてくる。

　手際が悪いせいか、かえって変にもぞもぞしてしまう。時折、ズボンの下のペニスに、桃井の手が当たっていた。

「ん……やっと出た。なんだ、先生の、もうこんなになってる」

　ズボンの上で桃井の手が踊っていたせいで、ペニスはしっかりと硬く、大きくなってしまっていた。

　そんな、いきり立っているペニスをまじまじと見つめる桃井。初めて見るわけでもないのに、釘付けになっている。

「今日は私がしてあげる」

　そう言って桃井は、なにやらまたもぞもぞと準備を始めた。制服の上着のボタンを外し、胸を露出させる。

「お、おい……こんなところで……」

　俺が制止するような言葉を投げかけても、桃井は一切聞き入れようとしない。

「いつもやられっぱなしじゃ、納得できないもん」

「だからって……」

　そして桃井は、その大きな胸で俺のペニスを挟んだ。むにゅ、と柔らかい感触が、硬くなっているペニスを包み込む。

　何もしていないのに、ただ挟まれているだけでかなり心地良い。

「どう？　先生」

「どう、って言われてもな……」

　気持ち良くなっているところを悟られないよう、平静を装う。俺の反応がイマイチだったからか、桃井は少し不満げな表情を見せた。

　すると今度は、挟んだ胸を上下させてくる。パイズリを始めたのだ。

　しかし慣れていないからか、その手つきはおぼつかない。ぎこちない動きと、適当な力加減で、ペニスにはそこまでの快感は押し寄せてこなかった。

　それでも桃井は、これが気持ち良いのだろうと言いたげな自信満々の表情で、パイズリを続ける。

「んっ……んふ……どう、私の胸……んん、ふっ……気持ち、良いでしょ……？」

「ああ……そうだな」

　とりあえず適当に相づちを打っておく。桃井が満足するまでやらせれば良いだろう。

「んんふ、んっ……んっ……んっ……」

　動きに合わせて双丘が形を変える。

　職場で教え子にいやらしいことをされている。そう考えれば興奮するのだろうけど……。

「……ん、ふ……なに？」

「いや、なんでもない」

「そんなに涼しい顔をしていられるのも、今のうちだけなんだから」

　桃井は狭い机の下で動けるギリギリまで身体を上下に揺すり、一生懸命ペニスをしごく。

　……こうしていると、少し愛らしくも思えてしまうな。

「ねえ、ほら……気持ち良くない？　我慢しなくていいのに」

「充分、気持ち良いぞ。桃井の胸、かなり柔らかいから蕩けそうだ」

「……なんか、適当に言ってる気がする」

　さすがに投げやり過ぎたか、桃井に勘付かれる。

「そんなことないぞ？」

「そんなことあるようにしか見えないけど？　いいわ。いつまでもそんなふうにしてられなくしてあげる」

　どうあっても俺に仕返ししたいようで、胸でのしごきをさらに激しくしてきた。

　それでなくとも大きな胸を左右から寄せ、さらに圧力を増す。ペニスが乳房の谷間に完全に埋まり、擦られる。

「んっ、んっ……んふっ……ほら、こんなに、んっ……んんぅ……んっ……」

　ここまでされると、さすがに感じてきてしまう。亀頭を擦るときに、ビリビリと電流のような刺激が、背筋を走った。

「く…………っ」

　それまで我慢していた声が漏れてしまった。それを聞いた桃井は、得意気な顔になる。

「やっと気持ち良くなってきたんだね、先生」

　ここぞとばかりに攻勢を強める桃井。すると、挟んだペニスに舌を伸ばし始めた。

「ん……ちゅ、んちゅ…………んっ……」

　ぬめる舌が敏感な先端に触れる。

「ぁくっ……」

　腰が浮いてしまいそうな刺激に、思わず声が漏れる。それに気をよくしたのか、桃井はパイズリフェラを続行する。

　舌先で亀頭をぺろぺろとなめて、たまに舐め回すようにペニスを弄ぶ。ゾクゾクと身体の芯から震えるような感覚に陥った。

　当然、こんなことをするのは桃井自身、初めてだろう。やり方も拙く、ぎこちない。

　それでも、気持ち良いと感じてしまうのは、舌のざらざらとした感触と、生暖かさと、健気にも一生懸命になっている姿を見ているからかもしれない。

「んちゅっ……んぅぅっ……せんせいの、おっきぃ……口に、入らないかも……っ……」

　桃井はペニスを舐める延長で、口内に含もうとする。熱気のある吐息が、亀頭を覆った。

「はむ……んちゅ、んぅぅ……んんぐ……」

「うぁ……」

　胸の谷間から飛び出たペニスが、桃井の口内に取り込まれる。

　温かくて柔らかくて、ねっとりとしていた。桃井はペニスを咥えたまま、顔を動かそうとする。

　が……。

「んんぅ……んっ、んっ、んぐっ……んぐふっ……」

「あっ……つっ……」

　歯が、ペニスに立った。それまで優しくマッサージされていたようなところに、急に硬いものが当たると、自然と腰が引けてしまった。

「あっ……ん、当たっちゃった……ごめんなさい……」

「き、気をつけてくれ」
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「う、うん……」

　そうは言っても、フェラなんて初めての桃井だ。その後も、幾度となくペニスに歯が当たった。

　深く食い込みこそしないものの、このままでは血が出てしまってもおかしくはない。

「んんっ……んんちゅっ、んじゅるっ……じゅぷっ……じゅるるっ……！」

「うぉ……」

　すると、桃井が突然、ペニスを吸い始める。尿道から何かが抜かれていくような感覚が襲った。

「んちゅっ、じゅるっ……んっ、んうぅっ……こ、こぉ……こんな、かんじ……っ、んちゅっ、んんぅぅっ……」

　吸引もぎこちない。何もかもが初めての桃井には仕方のないことだが。それでもその拙さが、かえって刺激になることもある。今が実際にそうだ。

「んぐぅっ……んぐっ、んちゅっ……じゅぶっ、じゅぷるぅっ……んんっ……」

　なかなか上手くできないようで、苦労している様子の桃井。大きく頭を動かしすぎて、たまに頭を机の下にぶつけていた。

　それでも、ひたすらにパイズリフェラを続ける。

　じゅぶじゅぶと唾液が溢れる音が激しくなってきて、周囲に響かないか少し心配になってくる。

「んじゅるっ……んんぅっ、んんっ、んんぷっ……んっ、じゅるっ……じゅぷっ……」

「ぅく……」

　少しずつではあるが、射精感が募ってくる。舌先が尿道口に当たるときの、ビリっとした感覚や、竿全体を唇でしごかれるのが、地味に感情を高ぶらせる。

「じゅるっ……んうぅっ、んんっ、んぷっ、ちゅぷっ、じゅぷっ……んんーっ……！」

　拙さは変わらずだが、勢いがついてきている。一心不乱にペニスを舐め、吸い付く桃井。

　次第に疑似挿入のような感覚になってきて、下腹部が熱くなってくる。

　このままだと桃井にイカされてしまう。若干、屈辱的な気もするが……。

「んんんうっ、んじゅっ……じゅるるっ、じゅるっ、んんっ……はぁ、むっ、んんぅ、んちゅっ……んんぅぅっ……」

「はぁ……ぁ……」

　声が漏れないよう我慢する。が、どうしても漏れてしまう。

　声にならない声、というか、桃井の一生懸命さが出させている声。

　ペニスの竿をただ往復するだけの舌。そして、上下に擦れるだけの唇。

　そんな単純な動きだが、強く、激しく、気持ちをこめられると、快楽は押し寄せてくる。

　激しく動く桃井の頭が俺の眼前にある。髪の毛が乱れ、唾液も飛び散り、俺のパンツを濡らしている。

「んんぅぅっ、じゅぷっ……じゅるるるっ、んじゅっ、ぷぁっ……んんっ、んぷっ、んぅっ、んっ、んっ、んっ！」

「桃井……もう少し、落ち着け……」

「んんぅっ、んちゅっ……せんせ、もう、出ちゃいそう……？　んんっ、じゅるっ、んんぅっ、じゅるるるっ……！」

　俺の焦りが見えたのか、さらに激しく口淫を続ける。

　唾液が飛び散ろうが、音が響こうが……椅子がキイキイと音を立てようが気にしない桃井。

　俺も次第に、目の前に行為に没頭してしまっていた。

　ペニスに血が集中してきて、パイズリフェラをされていること以外、考えられなくなってきている。

「んんっ、んちゅぷっ……んじゅるるっ、んうぅっ、んっ、んっ、んちゅぅっ、んんっ……！」

　ガマン汁が、桃井の吸引によって尿道口から吸い出される。

　ぬるぬるとした液体が口内に取り込まれて、よりねっとりとしたものになっていた。

「んんぅっ、せんせ……っ、んぅっ、このまま、イって……出して、っ、んんぅっ、んっ、ちゅっ、じゅるるるっ！」

　必死にペニスを口で扱く桃井。

　さすがにもう……耐えられる自信がなかった。

　激しいパイズリと、勢い任せの口淫に、射精がすぐそこまで迫ってきていた。

　そして最後……桃井の歯が亀頭をかすめたのが、引き金となった。

「うぁ……く……っ！」

「んんんーっ!?　んぷぅっ！　んーーーーーーーーーっ！」

　びゅびゅ……と、桃井の口の中に精液が注がれていく。

　喉の奥まで精液が届いているのか、桃井の表情は苦しそうだった。

　何度か脈打った後、ようやく射精が終わる。

　口元からボタボタと垂れる精液。それをなんとか手で拭いながら、口内に放り込まれた精液を飲み込んでいく。

「ん……っ、ん……ん……んっ……」

　喉を鳴らしながら、濃厚な液体を胃の中へと運んでいった。







　射精の反動で、ふと我に返る。

　そういえば──桃井は机に頭を軽くぶつけたり、咳き込んだり、しゃぶる時の水音がしていたけど、バレていないのか？

　俺はできるだけ自然な仕草で、眼下にいる精液まみれの桃井にティッシュを渡しつつ、周りの様子を覗う。

「あ…………」

　いつから起きていたのか、こちらを見ている教頭の姿があった。しかも教頭の立っている位置からは、俺の足下──桃井の姿もバッチリ見えているはずだ。

「はっはっはっ」

「あ、あはは……」

　満面の笑みを浮かべる教頭と目が合ってしまう。もはや俺は乾いた笑いしか出ない。

　これって、さすがにまずいか？　停職とか退職という言葉が脳裏に浮かぶ。

「どうやらしっかりと相手が見つかったようですね。それはなによりです」

「あ、ありがとうございます……」

　心配は杞憂だった。

　だがこれで、俺には相手がいると、はっきりとバレたということだ。

「仕事熱心なのはいいことだと思います」

「はい……」

「ただ……時と場合をもう少し考慮してくださいね」

「返す言葉もありません」

　職員室だもんな……桃井もそのあたりのことを気にして、机の下に潜りこんだのだろうが、見つかってしまっては意味がない。

　もっと強く拒絶して、止めるべきだったのかもしれないけれど、そう出来なかったのは俺の失敗だ。

　とはいえ、気持ち良かったのは確かなんだけど……。

「この件に関してはもう何も言いません。これからも積極的に励みなさい」

　ぽん、と俺の肩を叩き、教頭は職員室を出て行った。

「……いつからバレてたんだ？」

　ため息と共に吐き出す。

　それにしても、さっきからずっと静かだな。

「桃井、大丈夫か？」

　椅子を引きながら、机の下にいる桃井に声をかける。

「ううう……」

　桃井はもう身体に付着した精液を拭き終わったらしいのだが、顔を真っ赤にして、その場から動こうとしない。

「教頭先生に恥ずかしいところ見られちゃった……」

「恥ずかしいのは俺も一緒だ……」

　あえて前向きに考えるなら、見られたのが教頭で良かった。これが他の中年教師であれば、今の出来事があっという間に広がってしまうだろうし。

「下手すれば、お前が俺と関係を持ってることが周囲に広まるところだったぞ」

「う……それは……まぁ……」

「なんでいきなり俺にこんなことをしてきたんだ？」

「だって、なんか悔しくて……私、先生にされてばっかりだったし……」

　乱れた制服を着直し、桃井は視線を逸らす。

　一応、俺に好き勝手されている自覚はあるようだな。

「教頭先生も言っていたが、少しは時と場所を考えろよ」

「藤浪先生には言われたくないわ」

　そう反論されると俺も言い返しにくいな。

　ただ、誰も来ない保健室とかで、場所は選んでいるつもりなんだけど。

「……とにかく、明らかに他人に見られそうな時はやめておけ。自分の首を絞めるぞ？」

「うん……」

　反省はしているようだな。

　これ以上は言わないでおくか。

「落ち着いたら早く帰るんだぞ。また誰かここに来るかもしれないからな」

「はーい」







　翌日──俺は今日の自分の行う授業が終わったため、職員室で待機していた。

　雑務もある程度終わってしまい、まだ午後になったばかりではあるが、手持ち無沙汰になってしまう。

　ふと、俺は机の上にある、自分のクラスの時間割表が目に留まり、ぼんやりとそれを眺めてみる。

「ウチのクラスはこのあと体育か……」

　……そうだ。

「桃井に昨日の仕返しでもしてやろう」

　ふと、そんなことを思いつく。

　身体は軽い。下半身の調子も悪くない……と思う。それに、なんだかんだで桃井の口で射精してしまったが、やはり口だけでは物足りない。

「……行くか」

　──職員用の玄関へ行き、靴を履き替え、俺は桃井が外に出てくるのを待つ。

　それから数分して、体操着に着替えた桃井がひとりで姿を現した。

「おい、桃井」

「え、先生……なんでこんなところにいるの？」

「ちょっと来てくれ」

　俺は淡々と言うと、桃井も事態を察したのか、嫌そうな表情に変わる。

「このあと、授業あるんだけど──きゃっ！」

　じれったいので、俺は桃井の手首を掴み、歩き出す。

　そして、校庭から少し離れた校舎裏へと連れてきた。

「もう、引っ張らないでよ……」

　周囲に人の気配がないのを確認してから、俺は桃井の手首を離してやる。

「もしかして、今からここでエッチするつもりなの？」

「大正解だ」

　俺が頷くと、はぁ……と桃井が小さな溜め息を吐いた。

「体育の授業サボると、担当の先生がうるさいんだけど……この間、体育倉庫でエッチしたあと、キツく言われたのよね」

「それは俺がどうにかしてやる」

「そんなことできるの？」

「ま、一応俺も教師だからな」

　仮に体育教師が桃井へなにか言ってくるようなら、「孕ませ法」を持ち出してやればいい。

　体育教師は俺の上司ではあるが、孕ませる相手を探せと、俺にしつこく言っていたし、国の方針を遵守している俺には言い返すことはできないだろう。

　最悪、俺と桃井の関係を知っている教頭に、協力してもらうのも手だ。

　あの教頭、結構いい人ではあるからな。

　俺はちらり、と校舎の端から、校庭の様子を覗う──もう授業は始まったようだ。

「体育が終わるまでには済ませるぞ」

　さぁ、昨日のおしおきといくか。

「今日はイケるといいな、桃井」

「だといいんだけどね」

　小生意気な感じでつぶやく桃井。これはおしおきのしがいがあるな。

　いつまでこのような強気な態度を取れるか、これからのことを想像するだけで笑みがこぼれてしまった。

「なに笑ってるのよ？」

「ちょっとな」

「気になるじゃない」

「桃井が気にするのは、イケるかどうかだけでいいんだ」

　そう言って強引に唇を奪う。

「あむ……んんっ、んっ……んんっ、んっ、んんっ」

　そしてすぐに舌をねじこみ、ブルマの股間を挿入可能なようにずらす。

「んんっ!?」

　綺麗なピンク色の秘裂が露わになると、さすがに恥ずかしいのか、桃井は軽く腰を捩る。

「ん、ちゅ、ちゅむ、ちゅ……んんんっ」

　舌と舌を絡ませ、腰から太ももへと何度も手を這わせる。

　諦めたのか、感じはじめたのかわからないが、桃井の身体から力が抜ける。

「んちゅ、ちゅ……ちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅ……」

　ねっとりとした舌の感触と生温かい唾液の温度をもっと感じていたかったが、俺はすぐに本番へ移りたくなる。

　キスだけでビンビンに硬直した肉棒を剥き出しにする。

「んあ……えっ……も、もう……？」

　さすがに準備の時間が少なすぎるので、桃井は少し驚いた表情を浮かべていた。

「無理めの挿入は意外といいらしいぞ」

「そ、そんなこと……んあああぁぁぁっ！」

　桃井の反論を待たず彼女の身体を反転させ、お尻を引いてバックの体勢で挿入した。

「くっ……」

　桃井の膣内はまだ充分に濡れていなかったので滑りが悪い。その中を無理に挿入したのできつく、若干の痛みを感じていた。

　ただ、その痛みが身体全身に届く頃には、不思議と快感に変わっていて、今までに感じたことのない快楽を得ていた。

「つうぅぅぅぅっ……くっ……んあっ……あぁぁっ！　いたぁぁ」

　桃井も痛いのか、振り向いて見えるその瞳には涙がたまっていた。

「どこがいいのよ……痛い、だけじゃない」

　不満の色を浮かべ、軽く睨みつけてくる。もしかして、無理めの挿入が気持ちいいのは男のほうだったか？

「あー。悪いな。けど、それも今だけだ。すぐに良くなる……んじゃないか？」

　はっきりと言い切ることはできなかったが、俺はそうではないことを信じて、腰を動かし始めた。

　狭く、まだしっかりと濡れていない膣を、ペニスがゆっくりと行き来する。

「ん……くっ、う……あっ、は…………んっ、んっ、ふ……はあ、はあ……あ、んんんっ」

　何度か往復をくり返していると、桃井の吐息が熱っぽく、喘ぎ声が甘くなってきた。

「んあぁっ……や、やだぁ……んあ……あ、あぁっ……んんんっ……ん、ん、んっ……」

　彼女も自分の身体の反応の変化に戸惑っているようだ。

「ど、どうした……？」

「い、痛いけど……あぁ……気持ちいい……この前よりも……んんっ……あぁ……んんっ……んはぁ……」

「そいつは良かった」

　イタ気持ちいいと表現すれば良いだろうか。俺と同じ快感を桃井も得ていたようだ。

　俺は安心して腰を動かすことに集中した。

　ペニスを出し入れのリズムを速め、ストロークをより大胆に、大きくしていく。

「あ、あんっ！　あ、あたしって……んあぁっ……へ、変なのかな……？　んんっ……あ、あっ……」

「変って……？」

「だ、だって……んあぁっ……こんな場所でやっちゃって……んんっ……しかも……あぁっ……き、気持ち良くなるなんて……あんっ……」

　自分が変態かもしれないと思っているわけか。

「ふ、普通じゃ……んあぁっ……ないでしょ……？　こ、こんなことで……ん、ん、んんっ……興奮するの……んあぁっ……くっ……あっ……」

「確かにそうかもな」

　フォローすることも考えたが、おしおき名目で始めたセックスだ。言葉でも責めることにした。

「そ、そんな……んあぁっ……私、こんなはしたない女だったなんて……ん、ん、ん、んんっ……んあぁっ……んくぅっ……」

　言葉でなじられると緊張したのか、桃井のアソコがきゅっとしまった。その締め付けが身体中に快感という名の電流を巡らせる。

　俺はそれをもっと感じたかったので、更になじることにした。

「外なのにこんな乱れて、そんな声を上げて見つかったらどうするんだ？　それとも、桃井は本当は誰かに見られたいのか？」

「そ、そんなこと……んあっ！」

　否定しようとした瞬間に強く腰を突き入れると、桃井は短く鋭い声をあげた。

「じゃあなんでこんなに濡れてきてるんだ？」

　俺の言っていることは嘘ではない。挿入したばかりの時はほとんど濡れていなかったのに、もう潤ってきていた。

「そ、それは……」

　いつ、誰が来るかもわからない場所でセックスをしている。そんな状況で、考えがうまくまとまわるわけもない。

「どうなんだ？　桃井のおまんこ……こんなにヌルヌルになっているじゃないか」

　そう言いながら、さらに腰を使う。

「んっ、あ……だって……こんなことされたら……んっ」

「外でセックスしてるのに、気持ちよくなって感じているんだろう？」

　ぎりぎりまで腰を引いた後に、ぐっと奥まで突き入れる。

「んあぁっ！　んんっ……んくっ、んぁっ、んんっ！　んっ！」

「ただ、俺はそんな桃井に魅力を感じるぞ」

「え……こ、こんな……はしたない女に……？」

「ああ、はしたなくて何が悪い。自分に正直なのは良いことだ」

　なじるだけだとさすがにかわいそうなので、ムチで何回か叩いた後はしっかりとアメをあげる。

　何事もバランスは大事だ。

「う、嬉しい……んあっ……あ……あぁ……ん、ん、んんっ……」

「安心したか？」

「う、うん……んくっ……あ……」
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「そいつは良かった」

　性にオープンになれば感度も増すはずだ。

　俺は膣内全体に刺激を与えられるよう、円を描くように腰を動かした。

「んくっ！　んあっ……な、なんで……んんっ……そんなに硬いの……？」

　無意識にだろうか。さらなる快感を求めるように、桃井は自分からお尻を小さく振っている。

「硬いって……そりゃ、桃井の中が気持ちいいからだよ」

　熱くぬめる膣襞と亀頭が擦れ、うねりながら締めつけてくる。経験を重ねて身体が変わってきたのか、桃井のおまんこは前よりも気持ちがいい。

「気持ちいいの……？　んあっ……私は……んんっ……気持ちいいの……？」

「ああ……入れただけで満足できるくらい気持ちいい……今の俺の状況が理解できるだろ？」

　言葉を証明するように、さらに腰を使う。

　硬いペニスが、桃井の膣内をグリグリと擦りあげていく。これで、俺がいかに強く勃起しているか、身体で感じられるだろう。

「ん、すご……おっきくて、硬いの、動いてる……んんっ」

「ああ……それだけ、桃井の中が気持ちいいってことだ」

「わ、私も……んあ……気持ちいい……んんっ……気持ちいい……あっ……んくっ……」

　気分が盛り上がってきたのか、桃井も気持ちよさそうに喘ぐ。可愛らしい顔は快感に染まり、蕩けている。

「どうせならもっと気持ち良くなろう……桃井の中をたくさん動きたい……」

「い、いいよ……あんっ……もっと動いて……んんっ……私も……んあっ……気持ちよく……あぁっ……なりたいから……んふっ……」

　おねだりするように腰を上下に揺する。

「それじゃ……」

　俺はお尻を掴む手に力を込め、ゆっくりと引き抜き、そしてまた奥まで突き入れた。

「あぁぁっ！　す、凄い……んあぁっ……ちょっと動かれただけで……んあっ……身体中に電流が……んあっ……走る……んあぁっ……」

　奥まで肉棒が届くと桃井は強く喘ぐ。ぎりぎりまで引き抜いて一気に入れるのが良いみたいだ。

「あっ、あっ、あっ、あっ！　んぁぁっ！　あんっ、あんっ、あんっ！　んはぁぁぁっ……ん、ん、ん、ん、んんんっ……んぁぁぁっ！」

　膣内ではぐちゅぐちゅという音が、外ではパンパンと肉と肉がぶつかり合う音が響いている。

　桃井はどんどん濡れてきていた……。

　特にはしたない自分を認めていいと言ってからの潤い具合が凄い。水面を滑る感覚ではなく、水中を進む感覚で出し入れを繰り返していた。。

「あぁぁっ……そ、そんなに突かれると……ん、ん、んんっ……んはぁぁっ……す、すぐに……んあぁっ……おかしくなる……んあぁっ……」

　桃井の様子が明らかに変わった。

「おかしくなる？」

「な、なんか……んんんっ……変な気分に……んんんっ……あ、あ、あぁぁっ……ん、ん、ん、ん、んんっ……なってきた」

　息を乱しながら、うっとりと答える。

「変な気分……それってもしかして……」

　イクってことか？　誰かに見られるかもしれないという羞恥心と、性にオープンになったことで、強く快感を得られるようになったのかもしれない。

　だとしたらなんとしてもイカせたい。そろそろ、満足させてやってもいい時期だろう。

「いいぞ、そのまま……もっと変になっていいんだ」

　俺はただ強く突き入れるだけでなく、緩急をつけて動いてみた。

　桃井の反応を見つつ、感じる場所を探るように、浅く、深く、そして強く、弱く。ストロークに変化を付け、ペニスを出し入れする。

「んあぁっ！　そ、それ、いい……か、身体が……んんんっ……へ、へん……ん、ん、んんんっ……んあぁっ……」

　桃井の声が切羽詰まった感じになっていく。

「そのまま素直に感じるんだ……」

「わ、わかったわ……んあぁぁっ……あぁぁっ……ん、ん、ん、んんっ……」

「そのまま本能に任せていれば……きっとイケるはずだ……」

　今の俺は自分がイクことを考えて動いているのではなく、桃井をイカせることを考えて動いている。

　自分がイクだけなら単調にただただ速く腰を打ちつければいいだけだ。

　そうではなく、じわじわと継続的に快感を得られるよう、出すときも入れるときも、同じ速さを意識して動いていた。

　カリ首で襞をひっかき、ヘソ裏の辺り、少しざらついている部分を何度も擦りあげる。

「ひ、あっ、はあぁ……そこ、変……そこ、なんか…………んっ、あ、ああああ……」

　桃井の言うとおり、俺は何度も出し入れを繰り返した。

　肉と肉がぶつかり合う卑猥な音があたりに響いている。

「んはぁっ……い、いい……あぁぁっ……も、もっと……んあぁっ……もっと突いて！　あぁぁぁっ……あ、あ、あぁぁっ！」

　ぞく、ぞく。桃井が背筋を震わせる。間違いない。桃井はイきそうになっている。

　俺の愛撫で、俺とのセックスで快感を得て、さらに高みへと向かって登っていく。

「あぁぁ……す、凄い……んんんっ！　こ、こんな気持ち……あ、あぁぁぁっ……んあぁぁぁっ！　ん、ん、ん、んんんっ！」

　桃井の身体が震えている。そして、俺の四肢も震えていた。

　俺が震えているから桃井が震えているように見えるのか、ふたりとも震えているのか……。

　思わずそんなことを考えてしまっていた。

「あ、あぁぁっ……ん、ん、んんっ……な、なんか……んんんっ……きた……あぁぁぁっ……こ、これ……んはぁぁっ……あ、あ、あぁっ……」

　桃井のイク前兆だろうか？　丁度、俺も射精感がこみ上げてきた。

　まるで感情がリンクしているのかと思ってしまうタイミング。俺はイクことだけを考え、本能のままに腰を動かすことにした。

「あっ、あっ、あんっ、あんっ、あんっ！　だ、だめ……ん、ん、んんっ……もう……あぁぁっ……我慢できない……んんんっ……」

　もう、声を抑えることができないのだろう。桃井はひっきりなしに喘いでいる。

「桃井……そろそろ……」

　気持ちいい。イキそうだ。

　桃井がイクまで。もう少しだけ。身体の奥からわき上がってくる衝動を必死に堪える。

「わ、私も……んんっ……も、もう……ん、ん、ん、ん、ん、んんっ……もう……あ、あぁぁぁっ……んんんんんっ……」

　切なげに喘ぎ、腰を自ら使う。

　気持ちがいいのか、ペニスが奥に当たるたび、腰が跳ねる。ブルブルと全身を震わせる。

「くっ……も、もう……」

「あっ、あっ、あっ、あっ！　んぁぁぁぁっ！　ふぁっ……あっ、あっ、あっ……あぁぁっ……んあぁぁっ！」

「んっ、んっ、んっ、んっ、んっ、んっ、んっ、んっ、んっ、んっ！　ふわっ、ふわ……ふわっ！　ふわぁぁっっ！」

　桃井の中が最高の締め付けをみせる。

　そんなことをしなくてもイキそうだったのに、こんな締め付けをされたら……。

「くはっ！」

「んあぁ～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　桃井の膣内に俺の分身が注ぎ込まれていった。

「ふわぁ……あぁ……あぁ……あ……あっ……」

　四肢がブルブルと震える桃井の姿と、どこか放心状態の表情を見て、俺は彼女が無事イクことができたことを確信する。

「な、なんか……宙に浮いているみたい……あぁ……」

「それがイクってやつだ」

「こ、これが……そうなんだ……」







「……きゃっ!?」

　突然、背後から桃井じゃない女の声が聞こえ、慌てて俺は振り返る。

　そこには──授業をしているはずの時間にも関わらず、ウチのクラスの女子学生が立ち尽くしていた。

　俺と桃井は互いに性器を露出したままで、余韻に浸っていたところだった。

　──ヤバイ、完全に見られてしまっている。

「え──わっ、ちょっ!?」

　桃井もこの状況に気付いたらしく、慌てて体操着を着直す──が、時はすでに遅い。

「藤浪先生に……小春……？」

「こ、これはその……えっと……」

　いきなりの展開に、桃井は動揺しつつ、俺に視線を送ってくる。

　セックスの現場を見られてしまった以上、言い訳はできない。

「落ち着いて聞いてくれ」

「は、はい……」

　警戒をしつつも、どうにか話を聞いてくれそうなことにほっとしつつ、俺は服装を軽く整える。

「お前も知っていると思うが、俺は国と学園の方針に従わないといけない。分かるな？」

　こくり、と女子学生は頷く。

「子育て特別認知法案──それに乗っ取り、桃井に頼んで相手をして貰っていたんだ」

「え……？　あの……？」

「そうだ、あの法案だ」

「そ、そう！　私は先生に付き合ってあげただけなの！」

　桃井も一緒になって、なんとか誤魔化そうとする。

「そうなんだ……」

　完全に納得したわけじゃないだろうが、さっきよりも態度が柔らかくなっている。どうやら、変な誤解はされずにすんだようだ。

「ということで、すまないが今見たことは、他の人には黙っててくれ」

　脅しにはならない程度に、強めの口調で俺は言う。

「だ、大丈夫です！　誰にも言いませんからっ！」

「あっ……！」

　さすがにこの場の空気に居づらいのか、女子学生は走り去ってしまった。

「……見られちゃったわね」

「……そうだな」

　恐らく、あの学生は膝に絆創膏をしていたし、保健室に寄った帰りだったのだろう。

　俺は目の前の桃井の身体に夢中になっていて、油断しきっていた。

「でも誰にも言わないって言ってたから、とりあえずセーフじゃない？」

「……だといいんだが」

　正直、嫌な予感しかしない。

　つい先日、桃井の相手は誰なのか、という軽い騒ぎもあったばかりだ。

　人の口に戸は──特に、噂好きな年頃の女子に見られたとなれば、黙っているという約束も、アテにはならない。

　大事にならないといいが──。
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　俺と桃井のセックスの現場を目撃された日の、帰りのホームルーム。

　もう予想は付いていたが、教室の中は案の定ざわついていた。

　早めに教室に入ったが、すぐにホームルームを始めずに、俺はクラス内の様子を覗うことにする。

　まず、桃井の様子だが──。

　彼女の席の周りには、いつもグループの女子たちが集まっているが、今日に限っては誰もいない。

　もう広まったか……そう思いつつ、俺は桃井と目を合わせるが、一瞬で逸らされてしまった。

「六限目の時、誰かが校内でセックスしてたらしいぜ」

「こないだも誰かが同じような話をしてなかったか？　そんなに騒ぐ事じゃなくね？」

「いや、なんでも相手は教師らしくてよ」

「マジかよ……」

　教室の窓際にいる、男子たちが桃井のほうを見ながら噂話をしているようだ。

　別の女子グループの会話でも──。

「セックスしてたのって、多分だけど小春よね。体育の時にいなかったし」

「もし本当に相手が教師なら、あの時間に授業がなかった人だけど……小春に聞いてみた？」

「ヤッってるところ見られた直後じゃ、動揺して言えないでしょ……」

「確かにそうねぇ……最近、小春と仲が良さそうな人っていた？」

「んぅー？　強いて言うなら……」

　女子のひとりが、俺に一瞬だけ視線を向ける。

「藤浪先生？　若いし、顔も悪くないけど、小春のタイプかしらねぇ」

「小春はどっちかっていると、鈴木先生のほうが好きそうだけど」

　……なるほどな。

　一応、個人名が出ないようにボカされてはいるが、頭の回る人間なら、すぐに個人を確定できるレベルの情報だ。

　現に、クラスの女子たちは、桃井が相手なのは感づいているし……俺もバレるのは時間の問題かもしれない。







　手短に帰りのホームルームを終わらせ、俺は逃げるように職員室へ移動した。

「私のクラスの学生が噂してたんだが……誰かが授業中に性交をしていたらしいぞ」

「へぇ、そんな噂が広まってるんですか。誰と誰なんでしょうね」

　自分のデスクに座るなり、他の教師たちの会話が聞こえてくる。

　噂というのは、本当に広まるのが早い。周囲の教師たちの話題はそれでもちきりだ。

「藤浪先生、お疲れ様です」

　優しい表情を浮かべた川崎先生が、出席簿を抱えながら、俺の机までやってくる。

「聞きました？　あの噂」

「あの噂？」

　俺はあくまで知らないふりをしつつ、会話を繋げる。

「あくまで学生の話題なので、あまり本気にはしていないのですが、どうも授業中に学生と教師が性交していたとか」

「へぇ……授業中にですか。誰だか分かりませんけど、教師が授業中の学生を連れ出すのはあまり良くないですね」

「その反応だと、藤浪先生は違うみたいですね」

「俺、疑われてたんですか？」

「すみません、気を悪くしないでください。ほら、藤浪先生が一番若いし……交渉中の相手もいるそうなので」

　川崎先生はそう言って、俺に一礼してから自分の机に向かっていった。

　それと入れ違いに、教頭が俺の元へとやってくる。

「藤浪先生、少しいいですか？」

「はい」

　それから俺は教頭に連れられ、指導室へ入る。

　教頭は俺と桃井の関係を知っているから、だいたい話の内容は予想できるが──。

「先日、職員室で注意をしたはずなのですが……」

　目の前の椅子には座らず、教頭が話を始める。

「すみません……迂闊でした」

「若い時の性欲というのは、冷静さを失わせます。私もかつてそうでした。だから怒ったりしません」

「…………」

「まだ個人名は出ていませんが、学園中で騒ぎになっているのは知っていますね？」

「はい」

　俺も教室で噂話を聞いたばかりだからな。

「学園の方針もあり、積極的に性交するのは構いませんし、今回学生と性交したことも問題にはなりません」

　それは理解している。桃井の年齢であれば、セックスをしても問題ないし、むしろ推奨されていることだ。

「一日でも早く、この事態を収束させなければならない……そうですね？」

「……そのとおりです」

　今回の問題点としたは、噂が大きくなりすぎて、勉強に集中できなくなることなのだ。

　子作りを許可された学園とはいえ、やはり学生は勉学を怠ってはならない。

「今すぐ──明日の朝礼で、藤浪先生が桃井さんをパートナーに選んだと、公表するべきだと思っています」

「…………」

　確かに教頭の言っていることは正しい。でも──。

「桃井……彼女が俺との関係を公表するのを、まだ望んでいないのです。もう少しだけ……伏せさせてください」

「ふむ……」

　腕を組み、教頭は何かを考え始める。

「お願いします。一度、彼女と話をしたいので、待っていただけないですか……」

　俺は頭を下げる。

「分かりました。少しだけ待ちましょう」

「本当ですか……？」

「ええ。ただし、この騒ぎがしばらくしても収まらないようであれば、その時は公表します」

「ありがとうございます」

　……これは少しでも早く、桃井と話しをしないといけないな。







　翌日──私の気分は最悪だった。

　なにが最悪なのかと言えば、この周囲からの視線だ。

　あの時、誰にも言わないって言っていたのに、もうエッチをしていたという話が広まっている。

　私と藤浪先生のエッチを見た友達は、素直に謝ってくれたから許したけど……。

「はぁ……」

　参った。好奇の視線やら、中には軽蔑しているような視線さえ感じてしまう。

　仲のいい友達は、私に気を遣って別の話題をしてくるが、全員が全員そういうわけじゃない。

　ひそひろ話をされたり、あまり話さない女子たちも私を見ている。

　その状況の中でも、特に目立つのは、男子たちからの視線だ。

　私は胸が大きいというのもあり、以前から男性の視線が胸にいくのは良く知っている。そういう視線にはもう慣れてしまって、ほとんど気にしないのだが──今朝に限って、多くの男子たちが胸や、私の下半身をガン見してくる。

　彼らの脳内で、私がエッチなことをされていると思うと、腹が立ってきた。

　そんなタイミングで、クラスのチャラチャラした男子ふたりが、私の席までやってくる。

「なぁ桃井、お前校内でもエロいことしまくってるんだろ？」

「…………」

　むかつくので、無視してやる。

「前から男とヤリまくってるって話だしよぉ、俺たちの相手もしてくれね？」

「経験豊富なら、男ふたり相手でも余裕だろ？　オレ、溜まってるんだよなー」

　……こういう馬鹿まで出てきたか。

「おいおい、無視はひどくねーか？　それともアレ？　大人のチンコじゃないと駄目ってか？」

「ヤリマン様じゃ、オレたちくらいの童貞だと満足できないんじゃねー？」

　駄目……もう怒った。

「……あんたたち、調子に乗るんじゃないわよ」

「あ？　なんだって？」

「童貞短小は引っ込んでろ……って言ってるの」

「てめぇ……！」

　突っかかってきた男子のひとりと、睨み合う。

「二度と私を視界に入れないで。見られるだけで穢れるわ」

「あんまり俺を怒らせるなよ？　レイプしてやろうか」

「おい、そこまでにしておけよ。相手はマジで教師だったら、オレたちもヤバイって」

「……ちっ」

　悪態を吐きながら、男子たちは私の元から離れる。

　これはこれで、仲の良い友達からの同情の視線がつらい。

「早くなんとかしないと……」

　とにかく、藤浪先生ときちんと相談しないといけないわね。







　その日の放課後、俺は桃井を学園の裏門前に呼び出した。

「……悪いな。今の学園の状態じゃ、俺と一緒にいると騒がれちまうが」

　時間どおりに姿を現した桃井に、軽く頭を下げておく。

「気にしないで。私も先生と話をしておきたかったし」

「教室で、他の奴らからなにか言われなかったか？」

「ちょっと騒がれていたけど、私は平気よ」

　あくまで気丈に振る舞おうとしているようだが、桃井の表情には疲れが見えていた。

　彼女には彼女の苦労があるもんな。

「で、話をしたいのだが……ここだとまた誰かに見られるだろうし、移動したい。構わないか？」

「いいわよ。喫茶店とか？」

　この辺にある喫茶店は、確かひとつだったか。

「……喫茶店は駄目だな。帰りに寄っていく学生や、補導に出ている教師に見られるかもしれん」

　特に今日は週末だし、休みの前に街で遊ぶ人もいるだろう。

　だから──。

「桃井が良ければだが、俺の家に来ないか？」

　思い浮かんだ場所が、そこしかなかった。

　学園の近くは危険だし、一番都合がいい。

　まぁ、桃井が嫌がれば別の場所も検討しないといけないが……。

「先生の家に行っていいの!?」

　俺の予想とは裏腹に、桃井は目を輝かせた。

「あ、ああ……多少散らかっているが」

「そんなの気にしないわ。早く行こっ」

　別に男の家に行くのは、そんなに楽しいとは思えないのだが、あまり気にしないでおこう。







　電車やバスに乗ると、学生に見つかる可能性があるため、適当な場所でタクシーに乗り込み、俺の住むアパートへ到着した。

「結構綺麗な所に住んでるのね」

「築二年くらいだったかな。学園から離れているのがネックだけど」

　今回に関して言えば、学園から遠いのが幸いしたが。

　俺は部屋の前の扉に、カードキーを差し込み、鍵を開けた。

「入ってくれ」

「うん、お邪魔しまーす」

　……そういえば、誰かを部屋に連れてくるのは初めてだな。

　しかもその相手が女子学生とは、引っ越してきた時には想像もできなかった。

「適当なところに座ってくれ。飲み物を用意するから」

「はーい」

　のんきな返事をして、桃井はベッドの端に腰を下ろした。

　俺は冷蔵庫を開けて、ペットボトルのお茶を取り出し、コップに注ぐ。

「テーブルにお茶置いたから、飲んでくれ」

「ありがと」

　桃井はそう答えつつも、お茶には目もくれず、俺の部屋の中をキョロキョロと見回している。

　特に物珍しいものは置いてないはずだが……。

「先生。部屋、汚い」

「え、あ、そうか……？」

「ゴミとか髪の毛とか、結構落ちてるじゃない。ほら」

　部屋の隅のほうを指さされ、俺はそこに注目する。確かに、ホコリや丸めたティッシュなとが落ちていた。

　男のひとり暮らしなんてこんなものだと思うが、桃井は結構気にするタイプらしい。

「ゴミ袋の中も、カップ麺とか冷凍食品ばっかり……栄養偏るわよ」

「……お前は俺の母親か」

「ひとり暮らしだからこそ、しっかりした食事をしたほうがいいわ。体調を崩したりしても、助けてくれる人がいないんだから」

　明るい口調で話しながら、桃井は俺の部屋をいろいろとチェックし始める。

　別に見られてもマズいものはないし、好きにさせておくか。

「……んー、冷蔵庫には卵と野菜が少し……それと調味料か。先生、炊飯器はある？」

「あるが……何をしようとしてる」

「決まってるでしょ。私が夕飯作ってあげるわ」

「いや、そこまでしてもらう必要はないが……」

　俺としては、早く今後の話をして、日が暮れるまでには桃井を家に帰すつもりだったのだけど。

「インスタントのものばかりじゃ駄目よ。あり合わせのもので何とかするから」

　……まぁ、そう言ってくれるなら、本人の意思を尊重するか。

　それに、こんなに活き活きとした桃井を見るのは初めてだ。

　彼女の年代では珍しく、かなり家庭的な一面も持っているらしい。

「そういえば、遅くなるならご両親に連絡したほうがいいよな……」

　桃井の親がどういう人間かは分からないが、立場上、俺が連絡すべきだよな。

「もう許可はとったわよ？」

「いつの間に……」

「タクシーの中でメールしてたから。一応友達の家に泊まるって」

　それなら問題ない──って、もう桃井の中では泊まることが前提になっているのか？

「桃井……お前、今日家に帰らなくて平気なのか？」

「いや、だって、それは……またエッチされるかなって」

「…………」

　何も言い返せない。

　確かにそんな気持ちもゼロというわけじゃないが……それより、桃井の中でそういう対応をしているということは、セックスしてもいいってことだよな……。

　いや、それはそれとして、とにかく今後の話をするのが先だ。

「先生、なにぼーっとしてるのよ」

「ああ、すまん」

「今からお米を炊くから、その間に部屋の掃除をしましょ。ホコリっぽい部屋で食べるより、綺麗な部屋で食事したほうが、ずっと美味しいと思うわ」

　……学園では、周囲に男とセックスしまくっているというイメージで通っている桃井だが、実際はこんなにしっかりしてるんだな。俺もこういう子と結婚したいものだ。







「ご馳走様でした」

「はい、お粗末様」

　確かに桃井の言っていたとおり、掃除をして綺麗な空気の部屋で食べる食事は悪くなかった。

　桃井が作ってくれた料理は、俺が使い切らず、いつ食べようか迷っていた野菜を卵で包んだオムレツ。

　シンプルな料理ながら、かなり美味しくて、俺の母親が作った料理を思い出すほどの腕前だ。

「桃井、料理上手いんだな」

「へへ……ちょくちょくお母さんの代わりに作るから」

　それは料理も上手くなるわけだ。俺が同じものを作ったところで、もっと味は落ちるだろう。

「さて……落ち着いたところで、本題に入るぞ」

「うん」

　改めて、今回の件について話を確認しておく。

「まず、今回の騒ぎの出所は、間違いなくウチのクラスの目撃された子だな」

「ええ。あの子自体は私に謝ってくれたんだけどね」

「それと、今日の放課後までの段階で、俺と桃井がセックスしただろうというところまで話が広まってるな」

「あの時授業サボったの、私だけだしね。藤浪先生はともかく、私は確実にバレてる」

　もうここまで騒がれると、取り消したり、話をうやむやにするのは不可能と言っていいな。

「……教師たちも、桃井が俺の孕ませ法の対象になっていると感づいてるだろう」

「秘密のままにしておきたかったのだけど……もうそう思われちゃってるでしょうね。少なくとも、教頭先生は知っているわけだし……」

「実は教頭に、早いうちに俺と桃井が孕ませ法のパートナーだと公表したほうが良いって言われてるんだ」

「そう……」

　桃井の表情が少し曇る。

　元々はセックスを経験しておきたい、という理由で肉体関係を結んだわけだが、桃井との関係は「イかせる」までの間というのが、いまのところの句切りだと思っていた。

　なんとかそれも引き延ばしてきたが、この間ついにイカせてしまったしな。

　俺としては子作りする相手として不足はない。桃井の身体の具合の良さも体験している。だけど、桃井はそれを望んでいない。

「どう立ち回ればいいのかしらね……」

「ひとつ、提案がある」

「聞かせて」

　いつになく真剣な桃井の眼差しが、俺に向く。

「──俺との関係を終わりにしないか」

「え……」

「数日様子を見てから、俺に問題があるということで、桃井を孕ませ法のパートナーから外した、ということを公表する」

　桃井の被害を少なくするためには、マイナスの理由を俺に付けたほうがいいだろう。

　学園の騒ぎを収めるには、公表することが一番手っ取り早い。

「俺と桃井がセックスした事実はみんなに知られてしまうが、お前は以前から男関係には慣れている風を装っていたから、そのあたりは問題ないだろ」

「…………」

　桃井は目を閉じ、黙って俺の話を聞く。彼女が何を考えているかは、予想がつかない。

「お前にはもうしばらく迷惑をかけるが、我慢してくれ。噂はそのうち消えるだろうし」

「先生はどうするの」

「俺か……？　俺はまぁ、また新しい女性に声をかけて、孕ませ法の相手を探すさ」

　俺が答えると、桃井はうつむいてしまう。

　あれ、もしかして機嫌悪くなったのか……？

「桃井、どうした……？」

「先生がそうしたいなら、別にそうしてあげてもいいわ……でも、今はまだ、私と先生がそういう関係だと思われてるのよね？　だから今のうちに──」

　突然桃井が立ち上がると、俺の腕を掴み、勢いよくベッドのほうへ引き寄せた。

「──私のこと、気持ち良くしてよねっ」







「んっ……」

　突然キスをしてきたかと思うと、そのまま俺のことをベッドに押し倒していった。

　桃井は俺の上に乗り、胸と唇を押し付けながら股間を優しく撫でてくる。

　当然、俺の肉棒は反応してしまった。

「あは、もう硬くなった」

「あのな……この状況で硬くならないなんて、男としてどうかと思うぞ？」

「別に軽蔑してないわよ。むしろ嬉しい」

「どうしたんだ？」

　どこかいつもと違うテンションのような気がする。

「さっき言ったとおりよ。私のこと、気持ちよくして」

　そう言いながら俺の服を脱がし、自らも服を着崩していった。

　胸と下半身が露出し、綺麗なくびれが目に入る。

「気持ち良くって具体的にどうすればいいんだ？」

「これを……ちょうだい」

　そう言って桃井は、股間を優しく撫でていた手に力をこめる。

　ここまでは予想できたが、次に桃井は予想外の行動にでた。

「んくぅぅぅぅぅっ！」

　いきなり肉棒を深々と挿入する桃井。前戯など何もしていない状態での挿入だ。

「くっ！」

　まったく濡れていないので、膣内はとてもきつく、痛みがペニスから全身に伝わってくる。
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　前回も無理めの挿入だったがキスでほんの少しは濡れていた。今回はまったく濡れていないので、きつさはそれ以上だ。

「んふぅ……は、はいったぁ……んん……あぁ……」

「い、いきなりすぎだろ……」

「無理めの挿入……んふぅ……好きになっちゃった……」

「だからって……」

「入れただけで軽くイッちゃったと思う……んはぁ……この前みたいな感じになった……この気持ち……もっと感じたいの……だから」

「気持ち良くすればいいんだろ？」

「ええ……んあっ」

　俺の答えに満面の笑みを浮かべて答える。前回のセックスで快感を覚え、虜になってしまったのだろうか。

「んあぁ……あ……すごい……熱いのが中に入ってきた……んんんっ……あ……あんっ……」

　そう言うが、実は桃井の膣内のほうが熱いのではないかと思ってしまっていた。ペニスが火傷しそうに熱くなっていたからだ。

　俺が熱を発していたのなら、ここまで熱くは感じないはずだと思う。

「う、動くから……んっ、んんっ！」

　慣れない騎乗位のはずなのに、勢いよく上下に身体を動かす桃井。

　濡れていないので肌の感触がよく伝わってきている。過去最高級のきつさと狭さだ。

「うぅぅっ……んっ、んっ、んっ……あぁ、あぁぁぁ……んはっ！　あんっ！　あぁぁっ……んんっ……くはぁっ……」

「無理しないで……いいんだぞ」

　動きがぎこちなかったので、俺は少し心配していた。

「無理なんて……んっ、してない……んあっ……ただ、くっ……慣れてないから……んあっ……動き方がよくわからなくて……んあっ……でも、なんとなくわかってきた……んんっ」

　たった数回動いただけでわかるものなのかと思ったが、この言葉の後、桃井はスムーズに腰を動かし始めたのだった。

「この体勢……んんっ、自分の好きなように動けるから……んんっ、んっ……んあっ、すごく気持ちいい……」

「なるほど」

　自分の好きなように動けるということは、自分が気持ちいいと思った箇所を重点的に刺激することができる。

　騎乗位にそんな利点があるとは思わなかった。

「どこが気持ちいいんだ？」

「お、奥かな……んんっ、んあっ……」

「それじゃ……」

　俺は桃井の動きに合わせて腰を突き上げた。

「んぁぁぁっぁぁぁぁっ！　あぁぁぁっ！　んはぁっぁぁぁっ！」

　大好きな奥に届いたようで、一気に桃井のテンションが上がった。隣の家にまで聞こえているのではないかと思えるくらいの絶叫だ。

「んはぁっぁぁっ！　くはぁっ……す、すご……んんっ……あ、あ、あぁぁっ……ん、ん、んんんんっ！」

　俺は桃井の奥を刺激できるよう腰を打ちつける。

　桃井が腰を下ろす瞬間、思いっきり腰を上げ深く突き刺す。

「んあっ、はぁ、はっ……くっ、くあっ！　あぁぁっっ！　あ、あ、あぁぁっ！」

　桃井の絶叫が響く。嫌がっている素振りは見せなかったので、俺は弱めることなく行為を続けた。

「んくぅぅっ！　くっ……ふあぁぁっ……ん、ん、んんっ……んくぅ！」

　少し乱暴な動きかもしれないが、それくらいのほうが桃井は感じている……。

　少なくても俺はそう思っていた。

「んぅっ……ん、ん、んんんっ……あんっ、んっんっ……あぁぁっ……あっぁっ……」

　腰を突き入れるごとに快楽は増してきていて、上限が見えてこない。どこまで気持ち良くなるのか見当もつかなかった。

「んわっ！　くっ！　せ、先生も……あんっ！　き、気持ちいいの？　あくっ！」

「あ、ああ……すごく気持ちいい……」

「よ、よかった……うぅぅっ！　くはっ……あんっ……あんっ……あぁぁんっ……あんっ！」

「気持ち良すぎておかしくなりそうだ……」

「あぁっ！　あ、あ、あっ！　お、おかしく……なって……ん、ん、んっ、んっ……んんんっ……わ、私だって……んはぁっ……おかしくなってるんだから……んあぁぁぁっ！」

「わかった」

　俺たちは快楽だけを考えて動いたと思う。必要のない会話はせず、ただただ腰を動かし続けていた。

「あぅぅぅっ……くっ！　はぁっ……んぅっ……んぅっ……あぁ……あぁっ……」

　桃井の膣内から蜜が溢れ始めてきたと思ったら、すぐにぐちゅぐちゅに潤ってしまった。

　それからもどんどん溢れてくる。まるで枯れることを知らない泉のようだ。

「んぅっ！　んぁっ……あぁっ……くぅっ……あんっ、うう……あぁっ……あぁっ……」

　俺の動きに合わせて桃井の身体が上下に激しく揺れる。

　目の前にいるはずなのに快感で視界がボヤけ、桃井がどんな表情をしているかよくわからなかった。

「うあぁぁっ！　あぁぁっ……あぁぁっ……あっ……んぅっ！　んんんんっ！　んはぁっ！」

　その喘ぎ声で桃井がどんな状況か想像する。

「んんんんっ！　あぁぁあっ……ん、ん、んんんっ……あ、あ、あぁぁっ……んっ！」

　目を閉じ耳を澄ますと、淫らな喘ぎ声だけでなく、肉のぶつかる音、膣内のぐちゅぐちゅといった水音……様々な音が聞こえてきた。

　その全ての音から推測するに、桃井はとても感じていて、行為を激しくしていると思う。つまり、桃井は快感に塗れ、乱れた表情を浮かべているはずだ。

「くぅぅっ！　くあっ、んっ、んっ……くっ……んぅっ……あくっ、くっ……」

　腰を掴み奥へとしっかり入れると桃井の身体に緊張が走った。

「くっ……んぅっ……あぁぁっ……あはぁっ……うあぁっ……あぁっ……ん、ぅっ……」

　桃井は全身をビクビクと震わせている。

　これはイク前兆か……？

「桃井……我慢しなくていいからな……」

「んんっ！　う、うん……んあっ……あんっ！　んんっ……あ、あ、あ、あっ……んはぁぁぁぁぁ！」

　一応、俺の声は届いたようで、小さく頷いて返事を返してくれた。

　俺のほうも我慢の限界が近い。イクことに集中しよう。

「ひゃっ……あ、あふっ……あ、あ、あぁ……ん、んんっ……くはっ……んはっ……」

　早く果ててしまうのはもったいないと思っていたから、ずっと我慢していたが、それも限界で膀胱のあたりが痛くなってきていた。

　早く出してすっきりしたい……。

　俺はそう思っていた。

「あっ、あっ、あぁぁっ！　ああぁぁっ！　くぅぅぁぁっ！　う、うぅぅっ！」

　この調子なら桃井もそろそろイクだろう。

　俺は桃井と一緒にイクことだけを考え、快楽を感じることに集中した。。

「ふぁぁぁっ……す、すごい！　あぁぁっっ！　おかしい……おかしいよ！　んあぁぁっ！」

「くっ……あっ……」

　桃井の速さをより重視した動きに思わず声が漏れてしまった。

　ぱんっ！　と大きな音が響き渡る。

「んあぁっぁぁぁっ！　すごい……あんっ！　すごいっ！　んあぁぁぁっ！　んんっ！　んはぁぁぁぁっ！　くぁぁっ！」

　桃井はさっきから凄いとしか言わない。否、言えないんだろう。

　短絡的思考。快感が凄くて物事を深く考えることができないんだ。

　それは、今の俺と同じ状況……。

「んっ！　あぁあっ……あぁぁ……んっ、んっ、んっっぅ！　あぁあっ……あぁぁっ……んぅっ！　んっ、んっ、んんっ！」

　桃井の喘ぎが小刻みに速くなってきた。よく見ると声だけでなく、身体も小刻みに震えている。

　そして俺の身体も……。

　絶頂が近いことをお互いの身体が示していた。

「んんんっ……んっ！　あっ！　んあぁぁっぁっ！　ん、ん、んんっ！　んはっ！　んっ、んっ！　んんっ！　んあっ！　あぁっ！」

　だめだ……もう我慢できない。

　俺の抑制もきかずに溢れ出す感覚。

「あ、あぁぁっ、あっ、あっあぁぁっ！　んぅっ……んっ、んっ、んっ……んんっ！　あっ、あっ！　あぁぁっ！」

「イ、イク……ぞ！」

「んあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　俺が射精すると同時に、桃井の絶叫が部屋に響き渡った。

　どうやら一緒にイクことができたようだ。

「んあぁ……あぁ……んはぁ……あぁ……あっ……んはぁ……」

　放心した桃井が倒れてきて俺に身体を預けてくる。

「ふわぁ……あぁ……あぁ……き、きもちよかった……」

「俺もだ」

「うれしい……」

　俺はもたれかかってくる桃井の頭を優しく撫でる。しばらくこの状態を続けていると、規則正しい寝息が聞こえてきたのだった。







「……ん」

　翌朝になり、目が覚めた俺は、ベッドから身体を起こす。

　昨日はセックスしたあと、そのまま寝てしまい、今の姿が上半身裸なのを思い出した。

「おはよ、先生」

「ああ……おはよ」

　もう桃井は先に起きていたようで、制服を着て、テーブルの前に座っている。

　俺もベッドから出て、軽く身支度を整え、桃井の正面に腰を下ろした。ちょうどその時、テーブルの上におにぎりが置かれていることに気が付く。

「おにぎり、握ってくれたのか？」

「うん。どんなものでもいいから、朝食は食べたほうがいいし」

「なんか、久々だな……朝から何か食べるの」

「ええ!?　信じられないわ！　しっかりしなさいよ」

　教師になってから、出勤するのも早くて、ギリギリまで睡眠するのを優先しちゃうんだよな。今日みたいな休日は昼まで寝ていることも多いし……。

「ほら、冷めないうちに食べて」

　お言葉に甘え、俺は桃井の握ってくれたおにぎりを食べることにする。

　塩おにぎりというシンプルなものではあるが、俺の眠気を覚ますには十分だった。

「朝食食べて、落ち着いたら家まで送っていくから」

「別にひとりで帰れるわよ？　深夜ってわけでもないし」

「いや、ちょっと考えてみたんだけど、のちのち教師の家に泊まったのが発覚すると、また面倒になりそうだしさ。怒られるの覚悟で、桃井のご両親に挨拶しようと思って」

「りょ、両親に挨拶……」

　何を想像しているのか、桃井の顔が少し赤くなる。

「別に結婚の挨拶をするわけじゃないぞ？　まぁ……身体の関係を持ったことは報告する予定だが」

「そう……先生がそう決めたなら、私は止めないけど」

「──ご馳走様」

　話しているうちに、おにぎりを食べ終え、俺は立ち上がった。

「もう出掛けちゃうの？」

「……お前は、まだ俺の家に居たいのか？」

「そ、そんなのじゃないわよっ」

「冗談だ。ちょっと風呂沸かしてくる。昨日セックスしたあと、そのまま寝ちゃったからな……桃井も入るだろ？」

「うん……親に精液臭いって思われるのは嫌だし。あ、今からお風呂でシちゃうとか……？」

「……さすがにしない。沸いたら先に入っていいぞ」

　昨日といい、先日の職員室といい……桃井のやつ、だいぶセックスに慣れてきたようだな。

　結局今後の方針はまとまりきらずに終わってしまったが、この関係も、いつか終わるのだろう。教師としてのお試し指導は、そろそろ……な。







　俺のアパートにタクシーを呼び、走ること数十分。

「……ここが桃井の家か」

　住宅街の一角にある、立派な二階建ての一軒家の前で立ち尽くす。

　桃井は先に家に入っており、ご両親に俺が来たことを話してもらっている。

　……いざ家の前まで来ると、緊張してきてしまう。

「……怒られるのも覚悟しておかないとな」

　いくら孕ませ法があるとはいえ、自分の娘が犯されたと激昂される可能性もゼロじゃない。

　そんなことを考えていると、玄関の扉が開いた。

「どうぞ、上がってください」

　顔を覗かせたのは、俺より年上そうな、落ちついた雰囲気を漂わせる女性だった。

　桃井の母親だろうか……？

「すみません。お邪魔します」

　まずは第一声で怒られることはなく、ひと安心する。

　玄関に入り、靴を脱ぐなり女性に案内され、リビングに通された。

「──君が小春の担任だね。娘がいつも世話になっているよ」

　大きめのソファーに腰を下ろしていた中年くらいの男性が、気さくに片手を挙げる。

「藤浪です。こちらこそ、娘さんにはご迷惑をおかけしてしまって」

「私は桃井春はる樹き、小春の父親だ。そして、君の隣にいるのが妻だ」

「小こ雪ゆきと申します。先生、そちらにお掛けになってください」

「では、失礼します」

　俺は小雪さんに言われ、桃井の隣に腰を下ろした。

「お父さんとお母さんには、ある程度話しておいたから」

　桃井が耳元で、俺に囁いてくる。

「……助かる」

　ある程度とは言っているが、俺と桃井がセックスをしたことも耳に入っているはずだ。

　だけど、この両親は俺に怒るどころか、暖かい雰囲気で迎え入れてくれている。

　でも、言う事はきちんと言っておかないとな。

「……数回に及び、彼女と性交渉を行いました。大変申し訳ございません。なんとお詫びすれば──」

「小春からさっき聞いたよ。そんなに畏まらなくて構わんよ、先生」

　春樹さんはのんびりとした口調でそう言ってくる。

「しかし……」

「──先生は、小春と付き合っているのかね？」

「いえ……彼氏彼女という意味では違います」

「付き合うつもりは？」

「それは……」

「お父さんっ、先生を困らせないのっ」

「はは、すまん」

　俺が回答に困っていると、桃井が横から助け船を出してくれた。

「こほん……とにかく、私も妻も、君と小春が性行為をしたことについて、とやかく言うつもりはない」

「なぜですか？」

　孕ませ法により、セックスがより自由になったとはいえ、気にする人は気にするものだが。

「お恥ずかしい話だが、私と妻は同じ学園出身でな。よく授業を抜け出して、妻を愛していたものだ」

「やだ……アナタってば、恥ずかしいっ」

　……なるほど。春樹さんと小雪さんも、俺と似たような経験があるのか。

「私の時も、外で愛を確かめ合っている最中に、他の人に目撃されてしまって騒ぎになったこともある」

「ふふ……学生の頃が懐かしいわね」

「……騒ぎになったとき、春樹さんはどうされたのですか？」

「騒がれたことを逆手に取って、堂々と教室でも妻といちゃついてやったさ。気付いた頃には、周囲の連中も何も言わなくなる」

　そういうものか。

　やっぱり、どういう形であれ、俺と桃井の関係を学園で公表したほうがよさそうだな。

「今、小春も先生とそういう噂が流れているんだろう？　もう隠れず、堂々としたほうがいい」

「…………」

　すぐに、はい、とは答えられない。

　俺はともかく、桃井は俺とそういう関係を望んではいないだろう。

「結婚するかは別として、私は小春の子供の顔は見てみたい」

「あぅ……」

　春樹さんの発言に対し、桃井は顔を赤くしてうつむく。

「私からも、先生に尋ねたいことがあるのですが……」

　遠慮がちに、小雪さんが俺に声をかけてくる。

「なんでしょうか」

「娘について、先生はどんな印象をお持ちですか」

　……印象か。

　多分、学園での成績やら、授業態度がどうこうという話ではないのだろう。

「……昨夜、小春さんは私の家で進んで掃除をしたり、料理を振る舞ってくれました。とても家庭的で好ましいです。私は正直、家ではだらしないことが多いので、彼女のような子が身近にいてくれたらいいな、と思っています」

「ふふ……良かったわね、小春」

「べ、別に嬉しくないわよっ！」

　……なんだかとても微笑ましい光景だ。俺も実家のことを思い出してしまう。

「時に藤浪先生、今日の予定はないのかね？」

「はい、ありませんが」

「良ければしばらくウチでくつろいでいくといい。小春も喜ぶだろう」

　春樹さんはニコニコしながら、俺を誘ってくる。

　家に帰ってもやることもないし、俺と似た体験をしている春樹さんたちに、昔の話を聞いてみるのもいいかもしれない。

「では、お言葉に甘えさせていただきます」







「ふぅ……」

　夕食も食べ終え、先生も帰ったあと──私は自分の部屋のベッドに寝転んでいた。

　先ほどまで繰り広げられていた、先生と私の両親のやりとりを思い出す。

「やっぱり大人の男って感じね」

　私は学生と接する先生しか知らなかったから、今日のように親を相手に話す時の雰囲気は、まるで別人のように感じた。

　仕事モードっていうのだろう、ああいうのは。

「普段はパッとしないのに……ちょっとだけ、格好いいかも」

　自然とそんな言葉が出てくる。

「藤浪先生……か」

　彼は教師だから、これから何年も学園に残るのだろう。だけど、私は学生。いずれ卒業してしまう。

　そうなれば、今の関係は終わってしまうだろう。

　……先生ともしこの関係を維持していくなら、孕ませ法は無視できない。つまり、妊娠は必須。もし私が妊娠を拒めば、先生は立場上、校内にいる誰かを妊娠させなくちゃいけない。

「…………」

　別に先生とは恋人にはなっていないし、浮気というわけでないのだけど──面白くない。

「私……もしかして……」

　先生のこと、好きになっちゃったのかな。

　これまでの事を思い返す。

　最初は冴えない担任だと思っていた。教室でオナニーを見られて、処女を奪われたあとの気分は何とも言えなかった。それからも先生の挑発に乗って、何度も身体を重ねた。

　……でも身体を重ねていくうちに、先生に対する嫌悪感はいつの間にか消えている。

　むしろ、昨日先生の家に入れてもらえたのが嬉しかったし、私のことを「家庭的で好ましい」とも言ってくれた。

「悔しいけど……多分、好きなんだ……先生のこと」

　言葉にして、自分の気持ちを再確認する。

　うん……私は、藤浪先生が好きになってる。

　こうなったら、「お前が好きだ、お前なしではいられない」って言わせてやるんだから──。







　週が変わり、月曜日。

「ん……？　桃井か」

　俺はいつもの時間に学園に到着すると、職員用の玄関になぜか桃井の姿があった。

「おはよ、先生」

「ああ。今朝は早いんだな……もしかして、なにか話でもあるのか？」

「ううん。なんか早く目が覚めちゃったから、先生いるかなーっと思って、そのまま登校してきたの」

　なんとなく俺に会いに来たわけか……別に構わないが、桃井のほうからこういう行動をしてくるのは珍しい。

「先日は悪かったな。夕飯まで頂いちゃって」

「ウチの家族は来客があると、いつもあんな感じだから」

　そうなのか。別に俺が特別扱いされていたとか、そういうわけじゃないんだな。嬉しいような、悲しいような。

「……そういえば、俺が帰ったあと、桃井はご両親に何か言われなかったか？」

「特に怒られたり、そういうのはなかったよ。家族仲は良いほうだと思うし」

　それならいいが……。

　俺がひと安心していると、桃井が小さく口を開いた。

「……家族仲は良くても、受け入れられないこともあるけど」

「それはどんなことだ？」

「…………先生には、教えてあげない♪」

　いたずらな笑みを浮かべ、桃井は俺に背を向けて去って行く。

「受け入れられないこと、か」

　気になるが、家族に関するプライベートなことだし、深くは詮索しないほうがいいか。










「おかしい……」

　放課後、授業が終わり職員室に戻る途中で、思わず独り言を呟いてしまうくらいおかしい状況だった。

　休み時間や昼休み、廊下や校庭などで桃井と会うと、彼女は必ず俺に声を掛けてきた。

　声を掛けるといってもただの挨拶ではなく、恋人がするそれのような、甘ったるいものをしてきたのだ。

　しかも、ふたりっきりではなく、桃井が友達といる時でさえも……。

　一体、どのような意図があっての行動なのだろうか。

　得体の知れないものに人は恐怖や不安を覚える。さすがに俺はその両方は感じていないが、すっきりしない気持ちだった。

「先生……」

　聞き覚えのある声を聞き、俺は若干うつむいていた顔をあげると、そこには桃井の姿があった。

　こんな目の前にいたのに気づかなかったなんてな。

　少しの考え事と思っていたが、だいぶ深く考え込んでしまっていたようだ。

　誰かにぶつからなくて幸いだ。

「ん？　どうした？」

　桃井の様子がおかしいことがすぐに理解できた。

　昼……というか、さっきまでの元気がまったくない。

「具合でも悪いのか？」

「ちょっと気分が悪くて……」

「保健室に行くか？」

「連れて行ってくれる？」

「当たり前だろう」

　フラついて階段から落ちでもしたらとんでもないことになる。

「ありがとう♪」

　俺の言葉に、桃井は『満面』の笑みで答えたのだった。










「失礼します」

　保健室に入るも、どうやら不在のようだった。

「気分はどうだ？」

　俺は桃井の様子をうかがう。

「うずうずするの……」

「うずうず？　どこがだ？」

「こ・こ」

　そう言って桃井はスカートをたくしあげた。

「…………」

「…………」

　静寂が保健室を包む。

　まあ、そうでないかと思っていたが……。

「やっぱり仮病だったか」

「やっぱりって気づいてたの？」

「ああ、笑顔でありがとうって言ったからな。十中八九、仮病だと思った」

「だったら何で保健室までついてきてくれたのよ？　その場で言えば良かったじゃない」

「もし本当に具合が悪かったどうする？　フラついて階段から落ちでもしたらタダじゃすまないだろう」

「あ……」

「何事も最悪の事態を想定して動くもんだ」

「ごめんなさい……そんなふうに思ってくれていたのに、騙すようなことしちゃって」

「こんな騙し、かわいいもんさ。それに素直に謝るその態度は感心だぞ」

「えへ、今度からは素直に言うね」

「そうしてくれ」

「それじゃ、しましょう」

「は？」

「ここがうずうずするのは本当だから」

　これにて一件落着となるかと思ったが、結局することはするらしい。

「先生が戻ってきたらどうするんだ？」

「大丈夫。今日は別の仕事があって放課後すぐに帰宅したみたいだから。それに……」

　桃井は入口に向かいカギをかけた。

「これで完璧」

「その辺りにぬかりはないわけか」

「もちろんよ」

「すればうずうずとやらは治るのか？」

「うん」

「疑わしいぞ……」

「でも本当かもしれないでしょ？　だったら確かめてよ」

「うっ……」

　僅かでも可能性があるのなら、それを想定すること。さっき俺が言ったことだ。

「わかったよ」

　桃井の熱意に負け、俺は保健室でセックスをすることにした。

「やった♪」

　笑顔でベッドに向かう桃井。

　仰向けになった桃井に覆いかぶさるように身体を重ね、キスをする。

「ん……んっ……」

　キスをしながら服を脱がせていくと、桃井も俺の服を脱がしてきた。

「ん……ちゅ……んちゅ……ちゅ……」

　お互い、服を脱がし合っている間もキスを止めない。

「早く入れて……」

　唇を離し桃井が催促してきた。

「入れてって、もう少し準備してからじゃないと」

「大丈夫だから」

　その大丈夫はもう準備ができているから大丈夫なのか、準備ができていなくても入れて大丈夫という意味なのか……。

　桃井の表情を見るに、決意は変わりそうになかったので、俺は言われたとおり挿入することにした。
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「んあ～～～～～～～～～～～～っ！」

　教え子へと、根元まで一気に押し込む。

　キスで感情が高まっていたのか、膣内は充分に潤っていた。

「んあ……あ……あぁ……凄く……んん……硬い……んあ……くっ……」

「桃井の中が気持ちいいからな……」

　桃井の言うとおり、俺のあそこは始めたばかりなのに、カチカチに硬くなっていた。

　挿入前は程よい硬さだったと思うので、入れて一気に硬くなったわけだ。

「いい……いいよぅ……んあぁ……それで……んんっ……思いっきり……んん……突いて……んあ……」

「ああ……」

　言われなくてもそうするつもりだった。入れただけでも気持ちいいが、それだけでは満足できない。

　欲望は際限なく強くなっていくものだ。

「いくぞ……」

　俺は最初から飛ばした。

　ペース配分など考えずに、最初から全開で腰を前後に動かす。

「んはぁぁっ！　す、すご……あぁぁんっ……激しい！　ん、ん、ん、んんんんっ……あ、あ、あ、あっ……！」

　桃井の膣内はきつい締め付けだけではなく、温かさで俺のペニスを包み、最高の快感を届けてくれていた。

「んはぁ……も、もう少し……んあぁっ……ゆ、ゆっくり……んんんっ……ん、ん、んんっ……」

「悪い……無理だ……」

　気持ち良すぎて、とても制御できなかった。

「だめぇぇっ……あん、んあ、あくっ、あっ……んはぁぁぁっ！　んあぁぁぁぁっ！」

「桃井の中……凄く濡れてきてるぞ……」

「そ、それは……んあぁぁぁ……あ、あ、あ、あっ……んはぁぁぁ……」

「これくらいの強さのほうが……気持ちいいだろ……？」

「き、気持ちいいけど……んんんっ……か、身体が……んあっ……もたないわよ……んんんっ……」

「悪い、我慢すると俺の身体がもたなそうだ……」

「な、なによそれぇ……んんっ！」

　今の俺は目の前の快楽しか考えられない。

　俺は今、感じている欲望のままに行動をした。

「そ、そんな……んっ、んんんっ……んくぅっ……あっ、あっ……す、凄い……んあぁぁっ！」

　自分でも信じられないような速さで桃井を突いていた。

　射精位とも言われる正常位は動きやすい。だから速く動くことができて、そしてその分、快楽も凄いんだろう。

「んあぁっ……ん、ん、んんんっ……んくぅぅぅっ……ん、ん、んんんっ……」

　俺が激しく動いているから、ベッドで軽い地震が起こっていた。ギシギシとベッドが音を立てて揺れている。

　セックス時特有の卑猥な音だ。

「ん、んんっ……あっ、あぁぁっ……お、お腹が……んんっ……変な感じ……んあぁぁっ……あ、あ、あっ……んあっ……つ、強すぎ……んんんっ……んはぁぁっ……あ、あっ、あっ……」

「でも……気持ちいいだろ？」

「そ、そうだけど……んんんっ……あ、あ、あっ……んあぁっ……ん、ん、んんっ……」

　当然、俺が突くたびに桃井の身体も揺れる。特に目立つ揺れは豊かな乳房。俺は本能的にその場所へ手を伸ばしていた。

　腰を動かしながら、ゆらゆらと揺れる桃井の胸を掴む。

「んあっ！　あ……そ、そこは……んんんっ……あ、あ、あ、あっ……」

「乳首……凄く硬いな……ビンビンだ……」

「だ、だって……んんっ……あ、あぁぁっ……んはぁぁぁっ……」

「気持ちいいってことだよな……嬉しいぞ……」

「だ、だめ……んくぅっ……あまり胸を……んあぁっ……いじらないで……あんっ……」

「悪い、それも無理だ……」

「いやぁ……摘まないで……んあぁぁっ……あ、あ、あっ……んあぁぁっ……」

「こんなに自己主張が激しい胸……無視できるわけないだろ……」

「だ、だからって……あんっ、あんっ……んあぁっ……あ、あ、あぁっ……んはぁっ……」

「桃井の身体……最高に気持ちいいぞ……中も外も……」

「んあぁっ……せ、先生のも……あぁっ……最高に気持ちがいい……んはぁっ……あ、あぁっ……んはっ……」

「ありがとう……もっと気持ち良くなろう」

　俺は腰を回すような動きにし、刺激に変化を与えてみた。

「んはぁぁっ！　あ、あっ……こ、腰が……回って……んあぁぁっ……いやぁ……す、すごいっ！」

「もっと桃井の中を動くぞ……」

「こ、これ以上は……んあぁっ……も、もたない……ん、ん、んんんっ、んくぅぅっ……ん、ん、んんっ……んぁぁっ……」

「この動きは気持ちよくないか……？」

「そ、そんなことない……んくぅぅっ……で、でも……ん、ん、んんっ……気持ちよすぎて……逆に厳しい……ん、ん、んんんっ……」

「それは良かった」

　気持ちいいのなら問題はない。過すぎたるは猶なお及およばざるが如ごとしという言葉は、今は考えないことにした。

「んはぁぁっ！　こ、こすれてる……こすれてるぅ……んはぁぁっ……ん、ん、んんんっ……」

「くっ……」

　桃井が強く喘ぐと膣内に緊張が走るので、顔をしかめ声が出てしまう。

「あぁっ……よ、よすぎる……んはぁぁっ……気持ちよすぎる……ん、ん、んんんっ……ん、ん、んんんっ……」

「お互い、高まってきたな…」

「あ、あ、あっ……んぁぁっ……ん、んんっ……あ、あっ……くぅぅっ……ん、ん、んんんっ……」

「まだまだ終わらないぞ……」

「んはぁっ！　こ、今度は縦に……いやぁっ……んあぁぁぁっ……んくぅ、ん、んんんっ、くっ……」

　俺は奥を意識して腰を動かした。

「あっ、あっ、あんっ……んくぅぅっ……んあっ、あ、当たってる……んあぁぁっ……ん、ん、んんんっ！」

「今度は深くいくぞ……」

「んあぁぁっ……突き破られそう……んあぁぁっ、あ、あ、あっ……んはぁぁっ……くぅぅぅっ……」

　桃井の言うとおり、俺は突き破る勢いで腰を動かしていた。

「んはぁぁっ！　だ、だめ……こ、壊れちゃう……んあぁぁっ……壊れちゃうぅ……」

「そのつもりで動いているんだ」

「そ、そんな……んあぁぁっ！　んっ、んくぅ、んんんっ！　くぅぅっ……んはぁぁっ！」

「こっちのほうが気持ちいいから……お互い」

「も、もう……何がなんだか……んんんっ……わからない……んくぅぅっ……ん、ん、んんんっ！」

「俺もだ……」

「んあっ、ん、ん、んんっ……くぅっ……お、奥に……んくぅぅっ……あ、当たってる……んはぁぁっ……こ、これは……んくぅぅっ……は、激しすぎ……んあぁぁっ……ん、んんっ……んはぁぁっ……」

　快感が強くなり膣内がどんどん潤っていき、動きが滑らかになっていった。

　そうすると、前よりも更に強く速く動くことができる。

「んあぁっ……も、もう……だめぇ……ん、ん、ん、んんんっ……くぅぅぅっ……」

「も、もう少し……」

「ふぁぁぁっ……か、身体が……んはぁぁっ……痺れて……んあぁぁっ……ん、ん、ん、んんんっ……」

「くっ、凄い……中がぎゅっときつく締め付けてきた……」

「んあぁぁっ！　あ、あっ、あっ、あんっ……くぅぅっ……んはぁぁっ！　ん、ん、んんんっ、んあっ、あ、あっ……」

「イキそうか……？」

「ふぁぁっ！　あ、あ、あっ、あっ……も、イキそう……イキそう！　ん、ん、んあっ、あっ……んあぁぁぁっ！」

「それじゃラストスパートだ」

「んんんっ！　あっ、あくっ、あっ……ま、また速く……あぁぁぁっ！　んあぁぁっ、くぅぅぅっ！」

「桃井と一緒にイキたいから……」

「ふぁぁぁっ！　ん、ん、んんっ、んくぅぅっ、んあぁぁっ！　あ、あ、あっ、あんっ、あんっ、あんっ……」

「くっ……」

　押し寄せる快楽の量が凄まじく、視界がボヤけてきた。

「くぅっ、あ、あっ、あっ、あっ……な、なんだか……変……んあぁぁっ！」

「お、俺も……変になってきてる……そろそろ……」

「こ、これ以上は……んぁぁぁっ！　あ、あ、あっ……だめ、だめぇぇっ！　んあぁぁぁっ！　あっ、あっ、あっ、あっ！」

「くっ……そろそろ……」

「イ、イク……んはぁぁっ！　イクぅ……あ、あ、あ、あっ、あっ、ん、んんんっ、んくぅぅぅぅっ！」

　桃井の身体が小刻みに震え始めてきた。これはイク前兆だ。

「んあ、あぁっ、あ、あ、あ、あっ、も、もう……ん、ん、んんっ、んくぅぅぅぅっ！　んはぁぁぁっ！」

「おお……イク……ぞ……くぅうう……出すからな！」

「あ、あぁぁっ！　ん、ん、んんんっ、んくぅっ、あぁっ！　んあぁぁっ、ん、ん、んんっ、んくぅぅっ！」

「くっ……あっ、漏れる……くっ、もうちょっとだ」

「んあ、あっ、あっ、んはぁぁっ！　くる……くるぅっ！　んあぁぁっ！」

「も、桃井……もう……くっ……」

「い、いやぁっ！　イクぅぅっ！　だ、だめぇ！　も、もうだめぇっ！　んあぁぁっ！　あ、あ、あっ！　んあぁぁっ！」

「も、もう……」

「ふわぁ～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

「くっ！　うううっ、いくぞ！」

　桃井が絶頂を迎えたすぐ後に、俺の精が桃井の膣内に旅立って行った。

「んあぁ……あぁ……きてる……あぁ……いっぱい……」

　ピクピクと震える桃井の姿を見下ろす。

　美少女がイッた直後の姿というのも、どこかそそられるものがあるな。普段は可愛いばかりだが、なんとも色っぽいぞ。教え子のこのすべすべのお腹の中に、俺の精が放たれ、おまんこいっぱいに満たされていると思うと、なんとも背徳的だ。

　俺はそんな桃井の姿をしばらく、飽きることなく眺めていたのだった。







「だが……ちょっとマズいことになってきたかな？」

　週末の放課後、俺は職員室で授業用の資料を作りながら、今週の出来事を思い返していた。

　特に気になるのは、桃井の俺に対する態度が変わってきたこと。

　廊下ですれ違えば、必ず話かけてくるし、俺の授業も熱心に受けるようになっている。

　最初は、桃井がよく絡んでくれるようになって楽しいかも……程度の認識だったのだが。

『先生……小春とやっぱり何かあったんですか？』

　今朝のホームルームが終わったあと、ひとりの女子学生が俺の元へ来て、そう言い放った。

　まだ桃井と俺の関係は公表していないし、学園内での噂はまだ消えていない。

　それどころか、桃井がやたら俺に絡んでくるから、他の学生たちは、俺と桃井の関係を確信し始めているのだろう。

「もう終わらせよう。この関係を」

　桃井もセックスでイケるようになったし、これ以上は彼女が望まない限り、性交渉をするのはやめるべきだ。

　俺はそう決意し、久々に学生名簿を開くのであった──。
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「今日もお疲れ様です、藤浪先生」

「川崎先生もお疲れ様です」

　とある日の放課後。職員室で雑務をこなしていると、川崎先生が声をかけてきた。

「良かったら今日、他の先生たちと飲み会があるのですが、一緒にどうですか？」

「いいですね！　参加させてください」

「分かりました。残りの仕事を済ませたら一緒に行きましょう」

「そうですね」

　──ここ二週間ほど、俺は桃井と一切関係を持たず、真面目に教師としての仕事をまっとうしている。

　俺と桃井の孕ませ法の件については、ほぼ決着がついたと言っていいだろう。

　結局、学園を通じての公表はしないままであったが、噂は徐々に収束しつつある。完全に落ち着くのも時間の問題だ。

　そして桃井は、自らの希望であった「最近まで処女だったことがバレないようにセックスを経験する」ことと、周囲からの「セックス経験があるという確実な噂」も手に入れた。

　だからこれ以上、俺を相手にセックスをする必要はない。

　セックスをしたくなれば、桃井レベルの容姿なら、いくらでも相手はいるし困ることはないはずだ。

　俺は桃井との関係を、普通の教師と学生に戻すべく、彼女からの誘惑も無視している。

　今日もこうして飲み会に参加するのは、少しでも桃井と会うリスクを減らすためだ。

「次の相手の候補も絞れてきたしな……」







「もー……なんなのよ、先生は」

　午前の授業中、私は誰にも聞かれないような小声でつぶやく。

『──お前とはもう関係を持たない。普通の教師と学生に戻ろう』

　藤浪先生にそう言わたのが、私には信じられなかった。

「やせ我慢じゃないの……？」

　最初はあんなことを言っていたけど、男は精液を出さないと「溜まる」んでしょ？　どうせ、すぐにまたエッチしたいと言ってくるわ──なんて考えていたのに。

　先生に関係を持たないと言われてから、三日経っても、一週間経っても、それ以上過ぎても本当に誘われることはなかった。

　私のほうが、先生に誘うチャンスをあげようと積極的に話しかけても、軽くあしらわれるし……明らかに、以前よりも距離があるような反応を返されるだけだ。

「…………」

　もう最後にセックスをしたのは二週間ほど前だろうか。

　せっかくイケるようになったのに……と、私のほうが落ち着かない。

　ここ数日に関して言えば、部屋でオナニーをして性欲を発散しているが、やっぱり物足りない。先生との行為じゃないと、私は満足できなくなってしまっていた。

「はぁ……」

　そんなことを考えているうちに、だんだんお腹の中が疼くのを感じてしまう。

　……先生とエッチがしたい。そろそろ我慢の限界だ。

　次に先生と会ったら、もう少し積極的に誘ってみようかな。







　休み時間になり、私は次の授業が移動になるため、教科書と筆記具を持って教室を出た。

「あ……」

　ちょうどそのタイミングで、隣の教室から授業を終えて出てきた藤浪先生と鉢合わせる。

　これはチャンス、そう思って、私は先生の元へ駆け寄った。

「先生っ」

「ん、どうした桃井？　……次は移動教室か？」

「うん。先生は？」

　そう言いながら、私は両腕を胸に寄せて、より胸元を強調させる仕草をしてみた。

「俺は次のコマは休みだな」

　だけど──先生は一瞥しただけで、相変わらず普通の教師としての反応しか返ってこない。

「……そうなんだ」

「そろそろ行ったほうがいいんじゃないか？　授業に遅れるぞ？」

　駄目ね。もう少し直接的に誘わないと。

「んー……でも次の授業って退屈だし、サボっちゃおうかな」

　私が流し目を使って言うと、藤浪先生は溜め息を吐いた。

「お前ってやつは……とにかく俺は職員室に行くから」

「あっ、ちょっと待ってよっ」

「──同い年の男でも誘えばいいだろう。それじゃあな」

　……ムカ。

　なんなのよ、その態度は……！

「待ちなさいって……！」

　私から離れようとする先生を追いかけて、彼の腕に思い切り抱きつく。

「馬鹿！　誰かに見られたらまた騒ぎに──」

「馬鹿はどっちよ」

　先生を至近距離で見上げながら、周囲に聞こえない程度の声で言う。

「私に、無理矢理エッチなことを……しかも、気持ちいいこと、教え込んだくせにっ」

「それは……」

「溜まってるんでしょ？　いっぱいエッチなお汁、出したいでしょ？」

「桃井……お前」

　もうここまで言ったら、引き返せない。いや、引き返すつもりもない。

「こっちきて」

　私は藤浪先生の腕に抱きついたまま、誰も居なくなった自分の教室へと向かった。







　桃井に教室に連れ込まれ、ようやく彼女は俺の腕を解放してくれた。

「一体どういうつもりだ？」

　馬鹿はどっちよ、とか言ってきた意図を知りたかった。

「…………」

　しかし桃井は答えず沈黙を守る。気まずそうな表情ではなく、何か意を決したかのうような顔つきだった。

　そして、無言のままゆっくりと俺との距離を詰めてくる。

「桃井……？」

　目と鼻の先に来たと思ったら、いきなり桃井が俺の視界から消えた。

　しゃがんだだけだったのだが、想定外の行動だったため、彼女の姿を追えずに消えたように見えてしまったのだ。

　俺は桃井に視線を落とし、何が起こったのか確認する。

　見れば、桃井は俺のムスコを剥き出しにしようとしていた。

「お、おい……」

　下がって逃げようとしたが、丁度そこに椅子があり、勢い良く尻もちをついてしまった。

「つつ……」

　着席した形だが勢いがあったため、多少の痛みを感じる。しかし、それ以上に驚きを感じていた。

「れろ……ちゅ」

　いきなり……剥き出しになったムスコを桃井が舐め始めてきたのだから……。

「くっ、お、おい、桃井……な、なにを……」

「フェラって言うんでしょ？」

「そ、そうじゃなくてだな……」

　行為の名称ではなく、その行為に至った理由をたずねたわけだが、意図を理解した上での答えなんだろう。

「エッチなお汁、たくさん出したいでしょ？　出してあげるから」

「そ、そんなこと……」

「ないとでも言うの？　ちょっと舐めただけで、こんなカチカチに硬くなってるのに？」

「そ、それは……仕方のないことだ」

「そう？　本当に出したくないんだったら、ちょっと舐めただけでこんなにならないと思うけど……ちゅ、ちゅ……ちゅう……」

「くあっ！」

　いきなり桃井がフェラを再開し、その刺激で身体がはねた。

「ちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……んちゅ、ちゅ、ちゅう」

「も、桃井！」

　過敏な刺激にも負けず、俺は桃井の『おしゃぶり』を止めさせた。

「ぷはっ……なに？」

「なに？　って……自分がなにをしてるのかわかってるのか？　どこを舐めてるのかわかってるのか？」

「言わせたい？」

「そうじゃない……」

「ふふ、冗談よ。理由はさっき言ったでしょ？　エッチなお汁を出してあげるの」

「だ、だから……」

「さ、早く身体の力を抜いて」

「け、けどな……」

「早く」

「…………」

　そんなこと望んでいないと言おうとしたが、言っても信じないというか、聞かないだろう。

　だから俺は、これ以上なにかを言うのを諦めた。

　それを肯定の意味と受け取った桃井が行為を再開する。

　小さな口から舌を伸ばし、ヘビのように竿に絡めていった。

「んちゅうっ……ちゅ……ちゅう……ちゅ、ちゅ、ちゅ……ちゅう……んちゅ……あむっ」

「くあ……」

　迷いなく肉棒を咥えると瞬く間に口内に唾液が溜り、俺のペニスを生温かく包み込む。

　その刺激は俺の膝を震えさせるのに充分だった。

「ちゅうっ、ちゅ、ちゅ……ちゅぴっ……ちゅぱっ……ちゅう……れろ……んちゅ……」

　桃井が俺のあそこを舐めている……。

　教え子のフェラなんて、想像しただけで快楽を感じてしまいそうなのに、それが実際に行われたりなどしたら……。

「ちゅ、ちゅっ……ちゅう……んちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……ちゅう……」

　迷いのない桃井の行動。

　さっきまで空っぽだった心が、何かで満たされていくような感じだ。この感じは……快感だろうか？　それとも優越感か？

　俺は快感とは違った謎の感覚に支配されつつあった。

「ちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……んちゅ……んちゅ……ちゅぴっ……ちゅ、ちゅうっ……」

　桃井は咥えながら口内で舌を大きく伸ばし、竿の裏側をなぞっていた。

　桃井の長い舌がそそり立ったモノを包み込む。

「んくっ……」

「ふふ……」

　今の反応で俺が気持ちいいと感じるポイントがわかったんだろう。

　桃井はその場所だけを重点的に舐め回してきた。

「んちゅ、ちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……んちゅ……ちゅ、ちゅう……」

「くっ……あっ……」

「ぷはっ……気持ちいい？」

「ああ……すごく……」

　俺は正直に伝えることにした。ここで変に意地をはっても仕方がないと思ったからだ。

「そっか。それじゃもっとしてあげる」

　そんな嬉しいセリフと共に、また俺のあそこを咥え込む桃井。

「ん、んっ……んちゅ……ちゅう……ちゅぴっ……ちゅ、ちゅう……んんっ……」

「うっ……くっ……あっ……」

　もっとしてあげる。

　その言葉の意味を考えるだけで興奮してきた。

　この快楽がまだまだ続く……もしかしたらこれ以上の快楽も……。

　まさに未知の領域だ。

「んちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……ちゅぴっ……ちゅぱっ……」

　桃井は裏側だけでなく色々な箇所を舐め、俺の反応を確かめているようだ。

　だから、俺の気持ちいい場所をすぐに把握していった。

　慣れていないはずなのにこの適応力は凄いと思う。本当に俺を気持ち良くさせようと思ってくれているんだろう。

「んちゅ、ちゅう……あみゅ……ちゅぴっ……んちゅうっ……ちゅ……んちゅ……ちゅ、ちゅう……」

　桃井は夢中になってしゃぶりついていて、その大胆さがまた俺を興奮させていた。

　普段の桃井からは想像ができない姿だから……。

「んんんんんんっ……んんんっ……んちゅうっ……ちゅ、ちゅうっ……」

　先端を舐めていたかと思うと急に奥まで咥えてくる。

「ちゅううぅっ……んっ……んちゅ……ちゅう……ちゅ……」

　奥まで咥えた状態で軽く吸引すると、ゆっくりと引き抜いて行った。

　満遍なく刺激が行き渡る。さっきから身体中に電気が流れっぱなしだ。

「ちゅ、ちゅ……んちゅうっ……ちゅ、ちゅう……んちゅ……ちゅ……んちゅ……」

「んくっ……ああ……」

　出すつもりなどないのに自然と声が出てしまうが、この刺激を我慢しろというほうが無理な話だ。

「ちゅう……んちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……ぷはっ……先生の……凄く硬い……」

「桃井が硬くしてるんだよ……」

「嬉しい……もっと硬くしてあげるね……あむっ……」

　嬉しいのは俺のほうだ。こんなグロテスクなモノを咥えてしゃぶってくれるんだから。

　この行為が俺に対しての感情を表している。

「ちゅ、ちゅうっ……ちゅ、ちゅう……んちゅ……ちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……んちゅ、ちゅう……」

　嫌いなヤツにこんなことはできない。

「ちゅ、ちゅっ……ちゅ、ちゅう……んちゅ、ちゅう……ん、おいひぃ……かも……ちゅう……ちゅ……んちゅ、ちゅう……」

　無我夢中にしゃぶりつく桃井の姿を見ていると、それだけで果ててしまいそうだ。

　そんな間接的な快感と……。

「ちゅぱ……ちゅ、ちゅ……んちゅ、ちゅう……ちゅ、ここらね……ちゅう……はむっ……ずちゅうぅう……ちゅぴ……んちゅ……」

「んあ……あぁ……そうだ、そこだ……」

　舐め回される直接的な快感が押し寄せてきたら……すぐに果ててしまうだろう。
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「んちゅ……ちゅう……ちゅう……ちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……んちゅう……」

「くっ……あっ」

「んんっ……ん、ん、んんっ……もっほ……すうはらね……ちゅ、ちゅう……ちゅう……ちゅ、ちゅう……」

　大胆に奥まで咥え込んできたと思ったら、舌先で亀頭部分を丁寧に舐め回してくる。

「んちゅ……ちゅ、ちゅ……はみゅ……ちゅう……んちゅ、ちゅ……ちゅう……れろれろ……あむ……れんぶ……なめひゃうんだから……」

　ただ舐められるだけの行為が、こんなに気持ちいいとは想わなかった。

　舌の感触、唾液の感触、口内の生温かさ……それら全てが快感に変わっていく。

「ちゅ、ちゅう……んちゅ……んちゅう……ちゅ、ちゅう……ちゅ……ちゅ、ちゅ……」

　フェラが好きじゃない人もいるだろう。

　個人的な性感の違いによるものか、相手の技術によるものかはわからない。

　だが……桃井のフェラは最高だった。

「んちゅ………ちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……んちゅう…」

　俺は微動だにせず、桃井の行為を受けていた。否、動けなかったと言ったほうが正しいかもしれない。

　それくらい桃井の行為によってもたらされる刺激量が多かった。

「ちゅぴ……ちゅぱ……ちゅうっ……ちゅう……や……よられがたれひゃうね……ちゅ、ちゅう……んんっ……れも……ん。うん、もっとするからね。ちゅ……ちゅ……」

　桃井の口内が更に潤ってくる。まだ唾液が溜まってきているのか。

　ただ、そのおかげで滑りが良くなり、更なる快感が押し寄せてきた。

「ちゅううっ……ぴちゅ……んちゅ、ちゅう……なんか……すごいえっひらね……これ……ちゅぴ……ちゅ……ふぇらっへ……んむぅ」

　ゆっくりと首を前後に動かし、舌も上手く絡め蛇のように巻きついてくる。

　大蛇に捕らわれた獲物のようだ。

「んんっ……ちゅ……ちゅぱ……ちゅう……ちゅ、ちゅう……んちゅ、ちゅう……ちゅぅ……ちゅ、ちゅ……」

　色々な動きがあったが、舌の動きが最高に気持ち良かった。舌先がちろちろと動くたびに身体が震える。

　特に先端を舌先で刺激されると、堪えることができなかった。

「はみゅ……ちゅ……ちゅく……んちゅ……ちゅぅ……あぁ……」

「く……また上手くなったぞ……あぁ……ほんとうにいい……」

「ちゅ、ちゅう……えへ……そうかなぁ……ん、んちゅうっ……みゅ……ふみゅ……はみゅ……ちゅ……もっとするね……みゅ……んちゅ……ちゅ、ちゅ……」

　快感はとうにピークに達していて、いつ果ててもおかしくはなかったが、俺は必死に耐えていた。

　こんなに早く果てるのはもったいない。もっと桃井にこの行為を続けていてほしかった。

「んは……ちゅ……れも、ん、そろそろだね……ちゅ、ちゅ、ちゅ、ちゅううううっ！」

　そんなことを思っていると、桃井が急に強く俺の肉棒を吸引してきた。

　唾液を吸うじゅるじゅるという音が教室中に響く。

「くあっ！　お、おい！」

　その刺激に身体が大きくのけぞる。

　あそこが引っこ抜かれそうな感覚に陥ったが、最高に気持ちが良かった。

「んじゅぅぅぅぅぅっ！」

　変わらず吸引を続けてくる桃井を見る。快感ではっきりとしない意識の中で、何をそんなに必死に吸っているのだろうかと考えてしまう。

　目の前がチカチカしていて、限界が近いことを告げていた。背筋がびりっと痺れる。

「くはっ……も、桃井……も、もう……」

　俺の言葉を聞くと速度が一気に上がる。

「んちゅ、ちゅ、ちゅ、ちゅっ、ん、ん、んっ、んっ、んっ、んっ！　ん、ん、ん、ん、んんっ！」

　今まで以上の高速な動き。

　俺の朦朧とした意識がそう見せているのだと思うが、残像まで見えるかのような動きだ。だが、もはやそんなことはどうでも良かった。

「ん、ん、ん、ん、ん、ん、ん、ん、んっ！　んっ！　んっ！」

「も、もう……だめだ……」

　桃井がコクンと頷いた。このまま射精しろということだろう。

「んんんんんんっ……じゅううううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　だめだと思った時に襲ってきた、全てを吸い尽くすような吸引。おまけに舌はちゃんと先端を刺激している。

　悪いけど、この刺激に耐えることなんて出来なかった。

「くあっ！」

「ん～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　俺は桃井の口内にありったけの精液を放出してしまった。抜こうと思っていたのに、気づいたら果てていたんだ。

「んく……んく……んく……」

　それを余すことなく飲み干す桃井の姿を見て、俺は純粋に興奮していた。

　果てたばかりだというのに……。

「ぷはっ……ふふ、いっぱいでたね」

「ああ……おかげさまでな……」

　こんなに思いっきり出したのは久しぶりだと思える射精だった。

　勢いが良すぎたのか、大量すぎたのか、桃井の口からは飲み干しきれなかった精液があふれていた。

「ふふ、ちゅ……ちゅぴ」

　そんな白濁液を桃井は指ですくって舐め取っている。

　その姿は学生とは思えない卑猥なものだが、今の俺にはなぜかとてもかわいく魅力的に映ったのだった。







「……どうして俺を相手に誘ったんだ」

　行為の後始末も終わり、まだ時間があるため、俺は気になっていたことを桃井に聞いてみた。

「どうしてって、こういうことをできる相手が先生しかいないし……」

「こんな状況にしてしまったことについては悪いと思っている。だが、お前はもう異性とのセックスには慣れているし、スタイルもいい。男なんてよりどりみどりだろう？」

　もうわざわざ教師である俺とセックスをする必要が、桃井にとっては何もないはずだ。

　桃井自身もそれは分かっているはずなのに……どうして俺をセックスに誘ったのか。

「──よりどりみどり……本当に先生はそう思ってるんだ？」

　向かい合うようにして椅子に座っている桃井が、静かに口を開いた。

「もちろんだ。今のお前に告白されて、断るような男がいるわけないだろう。なんなら、俺が保証する」

　そう言うと……桃井は僅かに視線を泳がせたあと、再び俺に目を合わせる。

「じゃあ……。先生のこと、好きになっちゃたから、付き合って」

「え？」

　桃井が何を言っているの理解できず、思考が一瞬停止した。

「告白したら、断る男はいないんでしょ？　決まりよね？」

「は……？　え、お、俺……が？　好きだって？」

「いつの間にか先生のことが頭から離れなくなって……ずっと先生に見て欲しいって思っていたの」

　……だからここ最近、積極的に俺に話しかけてきていたのか。

「それで……その、返事は？」

「俺は──」

　桃井が俺を求めてくれるなら、これ以上嬉しいことはない。

　身体を重ねていくうちに、いつの間にか俺も彼女に惹かれていたのだ。

「──うん、俺も桃井が好きだ。女の子として」

「えへへ……やった」

　嬉しそうに跳ねてから、俺の胸に桃井が顔を押しつけてくる。

　この瞬間、俺はひとつの覚悟が決まった。

「なぁ桃井」

「小春」

　……恋人になったから、名前で呼べということか。

「……小春」

「ふふ、なぁに？　先生」

「明日、俺たちの関係を学園内に公表しよう」

「孕ませ法の相手が、私に決まったって？」

「ああ」

　正式に恋人関係になったのだから、堂々とするべきだろう。

　そのほうが、互いに都合がよくなるはずだ。

「うん……今度こそ公表していいよ。もう恋人だもの」

「ありがとう」

　小春が友達に張っていた見栄。

　そして俺が、教師たちに交渉中の相手がいると引っ張り続けた問題。

　この両方が、俺と小春が付き合うことによって解消される。

　これでやっと、本当の意味での解決になるだろう。







　そして翌日──朝礼で、俺が子育て特別認知法案の相手を、小春にするという話が公表された。

　うるさく俺に言ってきた中年教師たちも、がらりと態度が変わり、「桃井とは羨ましい」とか「お前もやればできるじゃないか」などと賞賛の言葉を浴びる結果となった。もちろん、教頭や川崎先生にも祝われた。

　学生たちも公表直後はざわついていたものの、「やっぱりか」みたいな空気が流れ、すぐに騒ぎは沈静化していく。

　そんな一大ニュースがあった日の昼休み。

　学生たちにも祝福の言葉をもらい、授業を終えたばかりの俺は、なんとなく小春の様子が気になって教室に残っていた。

　教室内の雰囲気は悪くない。小春の周囲にはいつもの女子グループが集まっていて、みんなで食事をしているようだ。

　──そんな中、小春の声が俺の耳まで届く。

「……実はね、みんなに謝らないといけないことがあるの」

　ん？　小春のやつ、何を話すつもりだ？

「どうしたの小春？」

　真面目な小春の表情を見て、女子グループのひとりが、小春の言葉に反応した。

「私ね、見栄を張っていたの」

「見栄……？」

「実は、今まで私は男に対していい印象を持ってなくて……エッチなことに対しても嫌悪感があったの」

「…………」

「今は藤浪先生と関係を持っているから、そんなことはないんだけど、ついこの間まで、処女だった」

「小春……」

「知ったかぶって色々言っていたけど、全部嘘なの……ごめん」

　小春が頭を下げると、教室中が静まり返った。

　どうやら、みんな小春の話を聞いていたらしい。

「私たちこそごめんね……」

「え……？」

　思いがけない一言に、小春は目を丸くした。

「小春が今まで未経験だったの、たぶんみんな知ってると思う。だけど、なかなか言い出せなくて……小春を追い込んだんじゃないかって」

「あはは……バレちゃってたんだ……」

「さすがに、ね。でも小春にちゃんとした相手ができて良かったわ」

「あ、ありがとう……これからも友達でいてくれる？」

「当たり前でしょ？　今度は本当のノロケ話を聞かせてよね！」

「……ええ！　任せて！」

　──良かったな、小春。

　みんながお前の事を受け入れてくれて。

　これで万事解決……なんだけど、ひとつ気になることがあった。

「……なんで小春は男にいい印象を持ってなかったんだ？」







　その日の放課後、俺は小春を保健室に呼び出していた。

　もう小春は俺との関係を周囲に隠す必要がなくなったためか、二つ返事で俺についてくる。

「えへへ……これからエッチするんでしょ？」

　俺に胸を押しつけながら、甘い声で小春は俺を見上げてきた。

「まぁ、するんだけどな」

　俺としても、これだけ可愛い子が、自分のことを求めてくれるだなんて、悪い気はしない。

　だけど、だからそこ──小春がセックスに対してなぜ印象が悪かったのかが気になる。

「ん……どうしたの？」

　小春は俺の反応が微妙だったことに対して、少し首を傾げた。

「小春に聞いておきたいことがあったんだ？」

「なに？」

「昼休みに教室で、みんなに自分は見栄を張っていたって告白しただろ？　そもそも、どうしてそういう状況になったんだ？」

「そうね……見栄を張っていたのは、話の流れでちょっとした嘘をついたのが始まりだったかな」

　──ひとつ嘘をつけば、それを隠すために、また嘘をつかなければいけない。

「だんだん引っ込みがつかなくなってきたんだな？」

「うん。お昼の話を聞いてたなら知ってると思うけど、友達にはバレてたみたい。はぁ、ものすごく恥ずかしい……こんなことになるなら、もっと早く行っておけば良かったよー」

　照れ隠しに、小春は俺の胸板に額をぐりぐり押しつけてきた。

「ま、解決して良かったじゃないか」

「まったくね……」

「それと、なんで男に対する態度と、セックスに対する嫌悪感を持ってたんだ？」

「んー……？　そんなこと話さなくてもいいでしょ──それより、早くエッチしよ？」

「まったく、いつからそんなにエッチになったんだか」

「誰がエッチにさせたんだか」

「そうきたか」

　確かに小春に色々とエッチなことをしたのは俺だ。これは一本取られてしまったな。

「ささっ、早くエッチしよ」

　やや強引に話題をそらしている感じもしたが、気のせいかもしれないし、本当だとしてもそらしたくなるようなそれということだ。ここは小春の言うとおり、まずはセックスをすることにしよう。

「ちょっと試したい体位があったの」

　小春は俺をベッドに寝かせて服を脱がせながら言う。

「試したい体位？」

「そ。ちょっと待ってね」

　そう言って自分の服も着崩していく。全て脱がないのは面倒だからなのだろうか。

　俺的にはそのほうがエロく映るので嬉しいが。

　そうこうしているうちに準備が整い、小春が俺にまたがろうとしてくる。

　なんだ普通の騎乗位か、と思った時、小春がくるっと反転し俺に背を向け挿入した。

「んぁ～～～～～～～～～～～～っ！！」

　入れただけで軽い絶頂を迎えたのか、小春の膣内がいきなりぎゅっと締まった。

　試してみたい体位というのは背面騎乗位のことだったのか……これはこれで最高に気持ちがいい。

「んはぁ……んぁぁぁっ……んくぅ……ん、ん、んんっ……あぁ……あ、あっ……」

「凄くいいが、顔が見えないのが残念だ」

「あ、あ、あ、あっ……こ、声で……んくぅ……判断して……んはぁっ……ん、ん、んんんっ……んはぁ……あぁ……あぁ……」

「そうする」

　寝ているのであまり激しい動きはできないが、敏感になっているのか、小春に合わせてちょっと腰を突き上げるけで過敏に反応した。

「あ、あっ、あんっ、あんっ……んあぁぁぁっ……あぁぁっ……んんっ……ん、ん、んんっ……んくぅ……」

　小春の身体が緊張で固まる。

　激しく動けない俺は腰をぐるっと大きく回してみた。

「ん、ん、んんんんっ……あぁぁっ……それダメっ……んあぁぁぁっ……あ、あぁぁっ……あ、あ、あっ……えぐられるぅ……んくぅぅぅっ……」

　我慢することなく喘ぐ小春。

　彼女は今、俺たちが保健室にいることを忘れているだろう。

　いつ、誰に気付かれてもおかしくない声だ。

「んはぁぁっ……んくぅ……んはっ……あ、あ、あ、なんかやっぱり……はずかしい……あっ……んくぅ……ん、ん、んんっ……あぁぁっ……」

　誰かに見られるかもしれないという気持ちが、ここまで興奮させているのだろうか？

　初めて絶頂を迎えた時も、たしかそのような状況だった。

「んんんっ……いい……あぁっ……いい……んはぁぁ……きもちいい……あぁぁっ……あぁ……」

「俺も気持ちいいぞ……」

「んくぅ……も、もっと……もっと……うごいてぇ……あっ、あっ、あっ……あぁぁっ……んはぁぁっ……」

　この体位で激しく動くのは難しいんだけどな……。

　それに小春が主導権を握る体位だろうと思ったが、俺は彼女の要望に応えるため、もっと大きく腰を動かす。

　ふたりの動きが合わさった衝動で、ベッドがガタガタと揺れだした。

「んはぁぁっ……あぁぁっ……あんっ……あくぅ……すごぃいい……すごい突かれてる……ん、ん、んんんっ……おしり、みえちゃってるぅ……んあっ……あ、あ、あっ……」

　蛍光灯の明かりに照らされる小春の後姿はとても綺麗に見えた。背中をこんな長時間眺めることはなかったので、この光景はとても新鮮だ。

　そんな神秘的な雰囲気が俺をさらに興奮させる。

「んふぅっ……ん、ん、ん、んんんっ……あ、あぁぁっ……なった……おっきく……あっ、あっ、なんで……あっ……んくぅ……んんんっ……」

「小春……いいぞ、これは……もっとエロくなれ！」

　名前を呼びながら膣内を往復する。

　恋人まんこからは、少し動いただけでも、やばいくらいの刺激が襲ってくる。









[image: ]











　センチじゃない。ミリ単位でもやばい。

「んく、んっ、んっ、んんっ……あぁ……あ、あ……きつ……くて……あぁぁぁ……んはぁぁ……もっとして……もっとぉ……んあぁぁ……」

　小春が好きなリズムで腰を動かす。これも身体が馴染んできたからこそ出来る芸当だ。

「んあっ……あっ、あっ、あぁっ……んはっ……そう……そうなの……あぁぁ……あ、あ、あっ……それ……すきぃいい……あぁ……んくっ……」

　決して強い刺激とは言えないが、色々な場所を刺激しているからか、小春は酔ったような表情をしていた。

　もしかしたら酔っているのかもしれない。快楽という名の美酒に。

「んあっ……あ、あぁぁっ……んんんっ……ん、ん、ん、んんっ……あ、あ、あっ……」

　小春の腰の動きが速くなった。

　ゆっくりな動きでも充分すぎる快楽だったのに、それが速くなったら……。

　俺の意識は、一瞬だけど飛んだように思えた。

「んあ……う、嬉しい……ん、んんっ……先生とエッチできて……ん、んんっ……」

「俺も嬉しいぞ……凄く……」

「あ、ありがとう……んあ……もっと、んんっ……先生を……ん、んんっ……感じさせるから……んあっ……」

「ありがとう」

　俺の目の前で激しく腰を動かす小春。

　その姿は淫らだけど……とても美しく見えた。

「んあっ、あぁっ……んあっ……んんっ……んんっ……くっ、あっ……んあぁっ……」

「くっ……こ、こんなに……気持ちいいなんてな……」

「わ、私も……んんっ……驚いてる……んくっ……んはぁ……んんっ……あぁ……ん、んんっ……んんっ……」

「これからは……毎日……小春を抱いてやる……」

「う、うん……んんっ……抱いて……あ、あっ……エッチして……あぁ……毎日……んんっ……死ぬまで……んあっ……」

「も、もちろん……」

「あっ、あっ、あっ……んはぁ……あっ、あっ、もうこれ……私の……だからね……あっ……んあぁっ……あっ、あっ、あっ……んくっ……」

　テンションが上がってきたのか、小春の動きがまた速くなった。

　凄く激しい。

　その激しい腰使いに、俺のあそこは微かに痛みさえ覚えてきた。

　根元が少し痛い。

「んあぁ……あっ、あっ……んっ、んっ、んっ……くっ……あぁ……んんっ……くっ……あっ、あっ、あぁっ……」

　小春は女子では体力があるほうだが、さすがに疲れてきたのだろう。動きが弱くなってきた。

　でも、そう思ったのも一瞬で、上下の動きから前後の動きに変えたのだ。

　弱まっていた速さに強さが戻る。

　いや、さっきよりも激しい……。

「くあっ……くぅ」

　その激しさに思わず声が漏れてしまった。

「んはぁ……あっ、あっ、あっ……んんんっ……す、すごく……んんっ……気持ちいい……んあぁ……最高……あぁっ……」

「小春……もう少し……ゆっくり……」

「んあっ！　ん、ん、ん、んんっ！　あぁ……あんっ、あんっ……あぁっ！」

　俺の声は届いていないのか、はたまた、届いているけど無視しているのか、小春の動きは更に加速していた。

　こ、このままだと本当に折れる……。

　そう不安になってしまうほどの加速だ。

「ん、んんっ……あっ、あっ……んはぁっ……ん、ん、んんっ……ごめ……なさい……んはぁ……だってこれ……あっ、あっ、あっ……ん、んんっ……んくぅっ……」

　自ら動くことは疲れるという難点もあるが、自分の好きな箇所を重点的に刺激できるという利点もある。

　体力に自信があるのなら、自分が動くほうがいい。

　どうやら小春はその利点を最大限に利用しているようだ。

「んはぁ……きてる……気持ちいいの……んっ、んっ、んんっ……きてるよぉ……」

「こ、小春……んあっ……」

　だめだ。

　快楽が邪魔して舌が上手くまわらない。

「んあぁぁ……あっ、あっ、あっ……んんっ……んっ、んっ、んっ、んんっ……んくぅっ……あんっ、あんっ、あんっ……」

　俺に話しかけることもなく、小春はただただ喘いでいる。我を忘れて動いているようだ。

　だったら俺も快楽を感じることだけに集中しよう。

「あんっ、あんっ……んあぁぁっ……んっ、んっ、んっ、んんっ……んくぅっ……んっ、んっ、んんっ……あっ、あっ……」

「くっ……あっ……」

　小春の姿がぼやけてきた……。

　意識は途切れ途切れだ。朦朧とした意識。

　これはもうすぐ果てる……。

「んんっ……んはぁ……あっ、あぁっ……んんんんっ！」

　爆発する寸前を表しているのか、俺のペニスが更に硬くなったような気がする。

　膣圧とのせめぎ合いで、もう破裂してしまいそうだ。

「あっ、あっ、あんっ……んはぁ……かたい……んくぅっ……かたいのすごぃいい……んんんっ……んんんっ……あたるのぉ……おくっ、あっ……んはぁっ……んんっ」

「くっ……こっちもだ……子宮口……だな、これは……うっ……」

　若いまんこは最高だ……もうすぐまたここに出せるんだ……。

　気持ちいいという言葉だけでは、これはとても表現できない。

　こんな気分なら、意識が朦朧とするのも無理はないだろう。

「んあっ……んはぁ……あっ、あっ、あっ……も、もう……んはぁぁっ……んんんっ……ん、んんんっ……」

　小春の動きがまた上下に変わった。疲れる動きなのに……これは一気に果てるつもりだ。

　もの凄いスピードで上下に揺れる分、快楽の量も凄い……。

　ジャブの速さでストレートの重さだ。

「んあぁぁっ……あっ、あっ、あっ……んくぅっ……いいよね……んっ、んっ、んんっ……んっ、んっ、いいよね、イッテもぉ……んんっ……あぁっ……」

　小春の表情がぎゅっと強張る。

　俺の神経はすでに、ペニスに集中していた。

「くっ、あっ、あっ、あっ……んはぁっ……んっ、んっ、んんっ……んくぅっ……んっ、んっ、んんっ……あぁっ……」

「こ、小春……も、もう……」

「んっ、んっ、んんっ……あっ、うん……うん、きて、あっ、あっ……あっ、あっ、あっ、あぁぁっ……きてぇ……んっ、んんっ……んくぅっ……」

　俺は小春に絶頂が近いことを伝えた。

　その動き方から推測するに、小春もそろそろ果てるはずだ。いちばん好きな場所へと、亀頭をコツコツと当てまくっている。

　俺は同時に果てることを考えた。

「あっ、あんっ、あんっ、あんっ……んぁぁぁっ……んっ、んっ、んんっ……んっ、んっ、んっ、んっ、んんっ……あっ、あっ、あっ……」

「くっ……だめだ……いくぞ」

「んあぁっ！　くぅっ、ん、あっ、あっ、あああぁぁっ……イク……イク！　もうだめっ！」

　小春が叫ぶ。

　その叫び声を聞くと同時に俺も……。

「イ、イク……」

「ふあっ、あっ、あっ、あっ、あっ、あっ、あんっ、あんっ、あんっ、あぁっ、んあっ、んんっ、んっ、んっ、んっ、んっ、んんっ！　んぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小刻みな喘ぎの後、絶叫が保健室に響く。

　それを聞くと俺の精も爆発したのだった。

　どくんどくんと脈打ちながら、小春の膣内に大量に注ぎ込まれる俺の分身たち。

　量が多すぎて膣内から溢れていた。

「ふわぁ……あぁ……す、すごかった……」

「ああ、すごかったな……」

　何度も意識が飛びそうになった。

　小春も今までで一番の激しさを見せたし……。

「ちょっと休憩したいな……」

　そう言って小春が俺の横に寝てくる。

　無言で腕枕をすると、小春はそっと俺の胸に手を置いて顔を近づけてきた。

「ちゅ……んっ……」

　この流れでキスをするのは自然なことだろう。

　触れるだけの優しいキスをし、しばらくお互いの温もりを感じ合っていた。







　激しいセックスが終わり、一息ついた俺と小春は、ベッドの縁に寄り添うように腰を下ろしていた。

「……先生、エッチする前に、私に質問したことがあったよね」

「あったな」

「私が男の子が苦手なのはね、昔からいたずらされてたから」

　いたずら……ね。

「子供の時は、よくスカートめくりされて……まぁその程度で済めば良かったんだけど、何年かして胸が大きくなるにつれて、電車で痴漢にあったりとか、街でしつこいナンパとかたくさんされたし……」

「ああ、だから性的なことへの嫌悪感があったわけか」

　男には分からないが、女の子──特に小春くらい可愛い子なら、大変だっただろうに。

「え？　それは違うよ？」

「へ……？　じゃあなんでさ」

「んぅ……言ってもいいけど、なんとなくやだなぁ」

　そういう態度をされると、かえって気になるのだが……。

「教えて欲しい？」

「そりゃもちろん」

「じゃあ次の休みの日、デートして？」







　──週末、俺は小春とのデートの待ち合わせのため、駅にやってきていた。

「服装よし、髪型よし……」

　俺は手鏡で自分の身だしなみをチェックする。

　小春ほどの美少女とデートとなれば、男の俺もそれなりに気合いを入れて準備をしておかねばならない。

　わりと急に決まった予定だったため、どこに行くかは正式に決まっておらず、小春と合流したら相談する段取りとなっている。

　だが、ここは年上の彼氏として、リードしておきたいところ。無難ではあるが、睡眠時間を削って美味しいレストランや夜景がキレイな場所をいくつか、すでにリストアップはしておいた。

「おはよ、先生」

　人混みの中から、制服姿の小春が姿を見せた。

「おはよう。制服で来たのか」

「うん。何を着ていこうか悩んだんだけど、先生は制服好きそうだし」

　そこまで心はおじさんじゃないつもりなんだけど……。

「小春はどんな服でも可愛く着こなせそうなイメージがあるな」

「ありがとっ、今度は私服にするから」

「期待してる」

「でも……何も着てないのも好きでしょ？」

　いたずらな笑みを浮かべ、俺を見つめてくる小春。

「否定は……できないな」

「えっち。でも好きっ」

　そう言いながら、小春は俺の横にくっついて、腕を絡めてくる。

　自然か意図的かは分からないが、豊満な横乳がむにゅっと押しつけられた。

「今日どこに行くか決めてなかったよな」

「水族館！」

「……水族館？」

　予想外の回答に思わず同じ言葉を繰り返してしまう。

「ダメ？」

「いや、ダメじゃない。俺の中でその選択肢が出てこなかっただけだ」

　どうやら、俺が睡眠時間を削って調べたデータは無駄になりそうだ。

　でもそれで構わない。小春が行きたいって言ってるのだから。

「じゃあ決定ね！　いこっ」







　電車に揺られること１時間。

　海沿いに建っている、有名な水族館に到着した俺と小春は、さっそく館内を回り始めた。

「先生！　見て見て！　大きなマンボウ！」

　小春は目をキラキラ輝かせながら、水槽の四角く切り取られた世界に夢中になっている。

　目の前を横切る小さな魚のように、小春も口を開けたまま、じーっとこの場から動こうとしない。

「あそこにカメもいるっ！　すごーいっ」

「嬉しそうだな、小春」

「当たり前だよ。それに楽しい！　先生もそうでしょ？」

「ああ。でもちょっと意外だったな」

「なにが？」

「小春が水族館に行くイメージがあまりなかったからさ」

　今、こうして目の前ではしゃいでいる姿を見ると、良い意味で前のイメージが壊れたが。

「ほら、私今まで学園でこういう話を一切しなかったから」

　確かにそうか。今はもう終わったことだが、クラスの友達に見栄を張っていたんだもんな。

「じゃあ友達とかと遊ぶときは、もっと違う場所で遊んでたのか？」

「うん。基本はもっと都会のほうまで出て、服とかブランドのバッグ見たりとか」

「水族館とどっちが楽しい？」

「水族館！」

　即答してきた。よっぽど今が楽しいらしい。

「小春は動物とかが好きなのか？」

「好き！」

　子供っぽく無邪気に笑う小春。俺もまた小春のことを知れたと思い、嬉しくなる。

「あ、でも先生のほうがもっと好きだよ？」

「俺も小春が大好きだ」

「にへへ……」

　小春が笑う。俺もそれにつられ、笑い返す。

　自分の隣に、自分を好きでいてくれる子がいる──俺も小春に負けないくらい、最高に幸せそうな顔してるんだろうな。

「ん……ねぇ先生、これ観たいな」

　小春がパンフレットを取り出し、そこに書いてあるイベント一覧を指さす。

　イルカショーか。開演時間も今から行けばちょうどいいだろう。







　俺と小春は場所を移動し、館内のイルカショーの会場へと到着した。

　そこそこ人はいるものの、まばらに空席もあり、問題なく座れそうだ。

「どの辺りに座りたい？」

　前のほうなら臨場感があるだろうし、後ろなら全体的にイルカの動きを見ることができる。

「私は前がいいかな。近くでイルカ見たいから」

「わかった」

　小春の要望に従い、最前列へ。

　俺の頭より高いガラスの壁の向こうに、半透明なプールが広がっている。

　これは近くまでイルカが泳いできたら、凄い迫力だろうな。

『それでは、間もなくショーを開催します！』

　プールの横から司会のお姉さんが現れ、会場は拍手に包まれた。

「待ってました！」

　小春は相変わらず俺の腕をぎゅっと抱き寄せたまま、興奮気味に身体を揺する。

　当然ながら押しつけられた胸の感触が、より一層俺に伝わってくるわけで……。

「ドキドキしてきちゃった、先生っ」

　……俺は違う意味でドキドキしてきちゃったよ。

　軽く勃起しそうになるのをなんとか堪え、イルカが出てくるのを待つ。

『イルカちゃんたち、出ておいでー！』

　会場内に曲が流れ始め、それと同時に６頭のイルカたちが水中に姿を見せた。

「きゃーっ！　かわいいっ！」

　他の観客に漏れず、小春も歓声を上げる。

　イルカたちはぐるりとプール内を一周したあと、一列に並び、尻尾を水面から出して左右に揺らす。

「すごいな……よく訓練されてるんだろう」

　隣で騒ぐ小春をよそに、次々とショーは進んでいく。

『さぁ、次はメインの大ジャンプです！』

　お姉さんの笛で、イルカたちはプールの端に移動する。

「どれくらい飛ぶんだろうね、先生？」

　ご機嫌な小春が、俺の耳元でそう尋ねてくる。

「確か６メートルくらいだったと思う」

「うわぁー、楽しみだね」

　小春が笑顔を俺に向けたと同時に、また笛が鳴った。

　するとイルカたちが一気に加速し──大きく天に向かって飛び上がる。

「すごーいっ──わっ!?」

　一頭のイルカが俺たちの近くに着水し、跳ねた水が小春の制服にかかってしまった。

　幸い大したことはなさそうだが、胸元あたりが濡れてしまったらしく、シャツが張り付いてブラジャーが浮き出てしまっている。

「先生、見過ぎだよ？」

「すまん」

「んー、濡れたままだと、風邪ひいちゃうかも？」

「タオル出すよ」

　俺は手荷物の中から、ハンドタオルを取りだした。

「……先生に拭いて欲しいなぁ、なんて」

「俺に拭いて欲しいのか」

「拭きたいでしょ？」

　イエスかノーで聞かれたなら、イエスだが。

　しかしこんな人が集まっているところで、これ以上いちゃつくのはあまりよろしくないし……。

「……トイレ行かない？　今ならみんなショーに夢中だし」

　誰にも聞かれないような小声で、小春が囁く。

「いいのか？　せっかく水族館に来たのに」

「もう大満足してるよ。私も先生を喜ばせてあげたいから、お口で、ね？」

　そうして心春は宣言どおりに、またも濃厚なフェラ奉仕で俺を楽しませてくれた。







「イルカショー、すごかったね！」

「あんなに高く跳ねるとは思わなかったな……」

　水族館での楽しい時間を過ごした俺達は、帰りの電車で今日の感想を言い合っていた。

　時刻はもうすぐ夕方──あとは小春を家に送って、デートも終了だ。

「小春、次の駅で降りるんだよな？」

　小春の最寄り駅のアナウンスが聞こえ、隣で俺に密着する本人に確認をする。

「まだ降りないよ？」

「え？　でも小春の家、ここから歩いたほうが近くないか？」

「私、先生の家にお泊まりしたいもん」

「そう言ってくれるのは嬉しいが……」

　俺個人としてはもちろん嬉しい。だが、教師としてはやっぱり簡単には受け入れてはいけないような気もする。

　いや、孕ませ法の事を考えれば、いいのか……？

「実はね、もうデートに行く前から、お父さんとお母さんには泊まりだって伝えてあるの」

　……用意周到だな。

「それに、先生が気になっていたこと……私がエッチなことを嫌っていた理由、知りたいんでしょう？」

「……分かったよ。今日は特別だぞ？」

「よしっ、じゃあ今日はまたご飯作ってあげるね！　とびきり美味しいの！」







　夜──小春の豪勢な食事に舌鼓を打ったあと、俺は料理を作ってくれた小春を休ませて、食べ終わった食器を洗っているところだ。

「なんか、いいよね。こういうの」

　小春が俺のほうを見ながら、にこりと笑顔を浮かべている。

「どういうところがいいんだ？」

「ほら、一緒に遊びにいって、商店街でお買い物して、一緒に家でご飯食べて……新婚さんみたいじゃない？」

「言われてみれば……そうかもな」

　朝から一緒に過ごしているし、今日に限って言えば、確かに共に生活しているような感覚に近い。

「あ、デートも終わったし、そろそろ聞かせてもらってもいいか？」

　小春がどうして、性的なことに対して忌避感がるのかを。

「約束だもんね。うん──簡単に言っちゃうとね、私、昔にお父さんとお母さんがエッチしてたのを見ちゃったから」

「……おいおい」

「大好きなお父さんとお母さんが、まるで私の知らない人のように見えたの。なんだか、すごく汚いことをしているように感じて……」

　……思春期特有というのもあるかもしれないが、潔癖なところと合わさって、そういう捉え方をしていたのかもしれないな。

「先生に初めてオナニー見られちゃった時、他の子がやってなさそうなことを試してみようと思った──って言ったけど、本当はもうひとつ理由があってね。大好きなお父さんたちに対して、嫌に感じる自分と、理解したい気持ちを探ろうとしてたの」

　小春の抱えていた事をすべて聞き、ひとつ疑問点が浮かんでくる。

「……なんで今、俺とセックスするのは平気なんだ？」

「実際にエッチしたら…………い、嫌じゃなくなったから」

　そうか……とにかく、俺とのセックスを気に入ってくれているのなら、それは良いことだな。

「そういえば、今朝家を出る前に、お父さんが言ってたんだけど……私に弟か妹ができるかもしれないって」

「おお、それはめでたいな」

「それでね、私も先生のために頑張らなくちゃいけないって思ってるの」

「子作りか……？」

「うん。まだ卒業までには１年はあるし、それまでに先生の赤ちゃんを産めたらいいなって。駄目かな？」

「……全然駄目じゃない。産んでくれ。俺たちの子を」







　俺は小春を優しく抱き上げ、ベッドの上に座らせた。

「今日から、妊娠するまでの間、避妊しないからな」

　今までは小春が正当なパートナーじゃなかったから、コンドームを付けるか、行為後には必ずアフターピルを飲ませていた。

　だけどもうそんな必要はない。

　これから行うのは、ただ快楽を求めるセックスではなく──子作りなのだ。

「うん。今日からたくさん中で出して……」

　小春の甘い言葉で俺はスイッチが入り、俺は柔らかそうな彼女の唇に吸いつく。

「……んんんっ！　れちゅ、んちゅ、ちゅぷ、ん……ん、じゅちゅ……」

　ねじ込むように小春の口内に舌を侵入させると、そのまま抵抗なく俺の舌を受け入れてくれた。

「じゅちゅううぅ、んじゅっ……れろっ……んちゅ、じゅうぅぅ……んんじゅ、ちゅぅ……」

　いつも以上に積極的なのか、小春のほうから激しく俺の舌先を吸い上げてくる。

　ディープキスにも慣れてきたようで、小春は唇を自ら離そうとはしてこない。

「んっ……じゅっ、じゅるうぅ……んちゅうぅっ……はあっ……どう？　上手になった？」

「ああ、こんなに気持ちのいいキスは初めてだ」

「えへ……胸もいっぱい触って」

　言われるがままに手を伸ばし、小春の大きな膨らみを鷲づかみにする。

　……小春も、いつも以上に気分が盛り上がっているようだ。

　そんな姿を見ていると、優しく顔色を覗いながら愛撫するなんて、じれったくて我慢できそうにない。

「お望みどおり、いっぱい触るぞ」

　制服のシワなんて気にせず、手に力を込めて膨らみを揉み始める。

「ふぁ……ん……あ、んっ……はぁ……んっ」

　興奮しているのか、感じているのかは分からないが、いきなり熱の籠もった吐息を小春が漏らす。

　自分の手によって、目の前でよがる少女の姿。興奮しないはずがない。

「なんか、今日ね、あんっ……すごく熱くて、感じる……」

「いつもよりエロいな、小春……」

「相手が先生だからだよ……」

　頬を朱に染めながら、小春は俺を真っ直ぐ見つめてくる。

　俺はそんな小春の表情に気分を昂ぶらせ、制服をはだけさせた。

「先生、がっついてるね」

「仕方ないだろ」

「……最初のうちは、見られて恥ずかしいのと、嫌な気持ちが強かったの」

　俺が舐めるような視線で小春の身体を見ていると、彼女はそんなことをつぶやいた。

「今は？」

「た、たくさん……見て、触って欲しい……興奮しちゃって……いっぱい、気持ちいいことしてね」

「ああ」

　短くそう答えて、俺はブラを外し、存在感のある大きな乳房と対面する。

　乳首は避け、まずは下乳の付近をそっと手で触れた。

「ん……ぁ」

　小春は確かに身体が熱くなっている。それに、若干ではあるものの汗ばんでいるようだ。

　もちろん乳房も熱くなっており、先端にある敏感な乳首も突起している。

　俺はそんなボリュームある胸に指を沈めた。

「あんっ……ああっ、揉まれちゃってるっ……んんっ！」

　胸の感触も堪能しつつ、左右の乳首を同時に指先で擦る。

「ああああああん、ふぁぁ！　んぅぅぅ……！」

　……やはり乳首の感度は全然違うな。

　今度は親指と人差し指で摘み、コリコリと弄ってみる。

　やがて、乳首の硬さはどんどん増していく。

「ぞくぞく、するぅ……！　感じちゃって、あああっ！　ふああああ！　ん──ひゃぅぅぅん!!」

　一際大きな嬌声を上げると、小春は背中を反らした。

「乳首でイッたのか？」

　抱き寄せながら、俺は尋ねる。

　すると小春は小さく、一度頷いた。

「もっと触って欲しい？」

「触って欲しい……けど、先生のおちんちんも苦しそうだよ」

　小春はそう言って、俺の勃起したペニスをズボンの上から触れてくる。

「今度は先生の番だよ」

　俺の腰に手を伸ばした小春は、手際よくベルトを外し、ズボンと下着を一気に下ろした。

「おっきくなってる……先生はこのまま寝て。私が気持ち良くするから」

　俺が寝転んだのを確認すると、小春が立ち上がり、スカートを捲ってパンツを躊躇いなく脱ぎ捨てる。

　そして俺に跨がり、ペニスの上から秘部を押しつけてきた。いわゆる、素股だ。

「先生の熱いの、よく分かるよ」

「小春のまんこが濡れてるのもよく分かるな」

「それはしょうがないの……動くね」

　モノと割れ目をしっかり密着させて、前後に小春は腰を動かして擦り合わせる。

「んぅ……はぁん……あそこに、当たるぅ……ん……」

　膣内とはまた違う、生暖かく押しつけられる感触がペニスに伝わってきた。

　小春の腰が前後に動くほど、秘部から愛液が溢れ出し、素股の滑りが良くなっていく。

「おちんちん熱い……硬くて、おっきい……ああぁ、ふぁ……」

「気持ちいいよ、小春」

「嬉しい……んぁ、はぁ……ん……ああっ、ん……」

　俺のペニスもギンギンになっており、感度も良い。このままだとそのうちイッてしまうかもしれない。

　……まぁこの分なら数回は余裕で射精できそうだ。素股でイッたところで、問題なく続けられるだろう。

「ふぁああ、気持ちいいっ、ああっ！　いいよぉ……！」

　収まる気配のない小春の愛液は、俺の尻のほうまで流れているのが分かる。

　それに合わせるかのように小春の腰が激しく大胆に動き、俺の身体もビクビクと反応してしまう。

「俺も熱くなってきた……」

「あふんっ！　おちんちん硬い……硬いの気持ちいいっ！　ああっ！」

　小春は更なる快感を求め、割れ目を押しつけながら擦りつけてくる。

　俺も快感で頭の中が白くなっていく。

「小春、激しっ……あっ……くっ、もう出そうだ」

「あぁぁっ！　んああっ……！　いいよっ、んああぁぁ！」

「イク……！」

　小春の秘部を亀頭が通過した瞬間に、俺は思いきりペニスを痙攣させて精液を放出した。

「んあああっ！　ひゃううううううっ！」

　興奮しているせいもあってか、射精の勢いは強く、俺のヘソあたりまで白く汚れてしまう。

「すごい……なんか私が精液出したみたいだね……へへ」

　軽く放心状態になっている俺をよそに、小春は手際よくティッシュで俺にかかった精液を拭き取る。

「気持ち良かった？　先生」

「気持ち良くなきゃ、こんなに出ないっての」

「……今日はまだまだ出来るよね？　いっぱい擦れて、私も我慢できないから」

　まだ天井を向いたままのペニスを見て、小春が微笑む。

「まだ出来るよ。今度は俺がリードしよう」

　今度は小春を寝かせて、足を広げさせた。

　先ほどの素股で小春のおまんこも準備はできている。

「ここ……いっぱい突いてね、先生。赤ちゃん……出来るように」

　俺は硬いままのペニスを割れ目に当てて、愛液を塗りたくるようにして擦る。

　やがてペニスが透明な汁でコーティングされ、テカテカと光を反射させるようになった。

「それじゃ……いくぞ。孕ませてやる」

「うん、先生のおちんちん、おまんこで感じさせて……」

　膣口に亀頭を押し当て、そのまま中へと沈めていく。

　もう何度も身体を重ねたからだろう、小春の秘部はあっという間にモノを咥え込んでしまった。

「っ……！　ああっ！　はぁ……入って、きたぁ……」

　モノが完全に膣に入ると共に、中で溜まっている愛液が溢れ出す。

　……しかし、すごい締めつけだな、これは。まるで初めてに戻ったみたいだ。

「小春の中、キツくて、熱くて……最高だ」

「先生のもだよ……ああ……ん……動いて……いいよ……もっと」

　小春の言葉を聞き、興奮しきった俺は両手でくびれた腰を掴み、激しくペニスを突き入れ始めた。ぬちょぬちょと音を立てて、まだ若い女性器を蹂躙する。

「んああああっ!?　んくぅぅぅ！　激しぃぃ！　ああっ！　ああん！」

　小春の膣肉の具合はとても良く、締めつけるような快感をもたらしてくれる。

「おまんこ、気持ちいいぞ小春……俺のモノにぴったりだ！　ぐいぐい喰いついてくる」

「んんっ！　あはぁっ！　んっ、んくぅ……あっ、はぁっ！　あっ……！」

　小春の中を突けば突くほど、俺の身体が熱くなり、やがて全身から汗が噴き出してきた。

　激しい俺の動きに合わせて、悶えるように背中を反らしながら、小春は嬌声を発し続ける。

「いいっ、いいの！　おちんちん！　中で！　ああっ！　ふぁああぁ！」

　ぐぎゅっ、と締まりの良い膣肉を押し割るようにして、ひたすら小春の奥にモノを突っ込む。俺の欲望の先走りを、美少女の最も大切な場所に塗り込んでいくのだ。
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　気を抜いたらすぐに射精してしまいそうな快感を堪え、肉壺の感触を味わう。

「腰が止まらない……！」

　熱い愛液が詰まった膣内では、蠢くようにヒダがペニスに絡みつく。

「ふぁぁっ！　んっ！　あっ！　はあぁっ！　ふぁぁ、んっ！　ああっ！」

　蕩けてしまいそうな快感を覚えつつ、一定の速度で俺は腰を動かし続ける。

「気持ちいいよっ、はぁ！　いいの！　おまんこ、いいのぉ……！！」

　溢れた愛液が空気と混じって白く濁り、そのままシーツまでも濡らしてしまう。

　一体どれほど愛液が出てくるのかと、不思議なくらいだ。

「んあっ！　あっ！　んくぅっ！　んあっ……やぁっ！　んあぁっ！」

　俺はペニスに絡みつくヒダの感触を楽しみながら、ただひたすらに快楽を求める。

　腰を動かせば動かすほど、小春の膣から与えられる気持ちよさが増幅した。

「小春……好きだっ……愛してるぞ」

「はうぅっ！　あっ！　んはぁっ……私もっ！　あくぅっ！　やぁっ！　愛してるぅ！」

　熱の籠もった吐息を漏らしながら、小春は身をよじらせる。

　そんな小春の腰を強く掴んだまま、俺は肉壺をかき混ぜ続けた。

「んはぁ……あああっ、んはぁっ！　あっ！　んやぁぁ！　いいよぉ！」

「締めつけ……すごいなっ……！」

　小春の呼吸に合わせるように膣内が蠢き、ペニスを強く締め上げる。

　一心不乱に腰を振りながら、やがて俺は射精が近いことを悟ってしまう。

「ふぁぁっ……あっ！　んはぁっ！　んくぅっ！　ああああっ！　んっ、んはぁっ！」

　小春は口元から流れる唾液にも気付かず、ひたすらに快感に溺れている。

「俺……またイキそうだっ……」

「んああぁ……！　イッて！　妊娠させてっ！　ああっ！　赤ちゃんの汁、ちょうだいよぉおっ！」

　ぶるんぶるんと、巨乳を上下に揺らしながら悶える小春。

　ペニスがガチガチに勃起していなければ耐えきれないほどの、強い締め付けが襲いかかってくる。

「今度はっ、私もおまんこっ……で……イッちゃいそうでっ！　はあん！　一緒にイこっ！」

「あぁ……イクぞ、イクぞ……中に出す！　くっ……!!」

「あああああっ！　イク、いくぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！！」

　俺が精液を発射した瞬間、小春は大きく身体を仰け反らせた。

　ペニスを小春の一番奥に押し込んだまま、思い切り精液を流していく。

「んぅぅぅッ……でてるぅ……はぁ……熱いよぉ……」

「はぁ……くぅ……小春……」

　モノが静まったところで、秘部からゆっくりと引き抜く。

　すると、どろりとした白濁液が膣口から溢れ出した。

「中出し……されちゃった」

　汗だくになった小春が、息を整えながら潤んだ瞳で俺の顔を見つめる。

「良かったよ……小春の……」

　これを続ければ、いずれ子供も出来るに違いない。

「ね、先生……まだできるよね？」

「ま、まぁな」

　挿入前は、まだまだ出せると思っていたが、今思い切り射精した後だと、若干身体が重い。

「パソコンで調べたんだけど、中出しすればするほど、妊娠する確率が上がるんだって……だから、もっとたくさん中で出して欲しいの」

「小春……」

「ほら、それに……先生とするの……き、気持ちいいし、好きだから」

　小春はそう言いながら身体を起こして、俺の射精直後のペニスを、じゅぶりと口内に咥え込んだ──。







「はぁ……さっぱりするわねぇ」

　セックスでかいた汗を流すべく、俺と小春は風呂に入っていた。

　今は身体も洗い終わって、小春を抱きかかえるようにして湯船に浸かっている。

「さっきのエッチすごかったね……今までのエッチのなかで、一番気持ち良かったよ」

「確かに小春、全身びくびくさせながら感じてたもんな」

「だって良かったんだもん」

　そう言いながら、小春は手を浴槽の中に入れ、俺のペニスを撫でてくる。

　直前に大量に射精したばかりだったため、すぐにはガチガチにならないが、また勃起をし始めてしまう。

「あはっ……ここでまたシちゃう？」

「すごい体力だな……小春は」

「先生のおちんちんが入ってると、すごく良くなっちゃって……できることなら、ずっとおちんちん入れたまま過ごしたいくらい」

「はは……」

　参ったな。

　まだ俺も若いつもりでいたんだけど……身体もつかな。

「ほら、先生、立って！　お口で大きくしてあげるからっ」

　俺の恋人は、子作り以前にまだまだセックスしたりないようだ。

　女学生とのセックスは、信じられないぐらい気持ちいい。

　生セックスは学園でも推奨される行為であり、なにも問題はない。

　しかし……俺はこの若さについていけるのだろうか？

　今夜はまだまだ眠れそうにないな──遠い目をしながらも、素直に立ち上がる俺であった。
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　──小春と正式に付き合うようになってから、もう何ヶ月も経過した。

　孕ませ法についても、ウチの学園では次第に成果が出るようになり、つい先日、川崎先生が出産を終えたばかりだ。

　中年教師たちには結局、経験豊富な心春が、うだつの上がらない新人教師と「付き合ってあげた」という認識になっているらしい。

　まあ、心春は友人たちに本当のことを打ち明けたし、俺も幸せなんだからそれでいい。

　そして、そんな俺と小春はどうしているかというと──。

「……あ、今、お腹の中で動いたわ」

「はは、元気そうだな」

　ラブホテルのベッドに腰を下ろし、俺は小春のお腹に耳を当てているところだ。

　もうかなり小春のお腹も大きくなっている。

　今日、俺たちがホテルにいる理由だが──。

　小春が妊娠してからというもの、しばらく迂闊にセックスができなくなってしまっていた。だが、ようやく安定期に入ったらしく、小春本人からねだられて、久々にセックスをする運びとなったのだ。

「ねぇ、先生……この子の名前、どうしよっか」

「実はもう、決めてあったりする」

「え、ホントに!?」

「女の子だから、小春から一文字とって、キハルにしようと思ってる」

「きはる？」

「希望の希に、春で希き春はる……なんてどうだ？」

「希春……か。うん、いい名前だね……」

　優しい笑みを浮かべながら、小春は自らのお腹をさする。

　そんな小春の仕草が愛おしくて、俺は小春の頬に、軽くキスをした。

「やんっ……ふふ、そろそろ、エッチしよっか♪」

「ほんとに大丈夫なんだっけ？」

「ええ、大丈夫じゃなかったら誘わないわよ」

「それもそうだな。けど、今の小春なら後先考えずにエッチをしそうだからなあ」

　茶化すように言うと小春はぷくっと頬を膨らませて言った。

「いくら私でもそれくらい考えるわよ」

「はは、当たり前だよな。すまんすまん」

「もう、たっぷり気持ち良くしてもらうんだからね」

「任せてくれ」

　小春がお仕置きだとでも言うようにベッドに押し倒してきた。

　そして、俺の唇を奪う。

「ん……ちゅ、ちゅう……」

　即座に舌をねじこまれた。

「んちゅ、ちゅう……ちゅ、ちゅう……」

　キスをしながら服を脱がし合うのはいつもの流れだ。

　俺は小春よりも早く服を脱がし、彼女が俺の服を脱がし終わるまで胸を愛撫する。

「んんっ！　んっ、んっ、んっ！」

　胸を刺激され感じても、キスと服を脱がすのは止めない。その姿を見るのが好きだった。

「んっ、んんっ……んっ、んっ……」

　柔らかい乳房の感触を楽しんでいると、いつの間にか俺の服はすべて脱がされていた。

「おかげさまでもう濡れ濡れになっちゃった」

「すっかり感じやすくなっちゃって」

「それも誰のせいかしらね」

「俺のせいだって言うのか？」

「他に誰がいるのよ？」

「元からという可能性は？」

「そういうこと言うならお仕置きしちゃうんだから」

　そう言って小春は一気に俺の肉棒を挿入したのだった。

「んあぁ～～～～～～～～～～っ!!」

「くっ！」

　ずぶずぶと小春の中に『侵入』していく俺のペニス。

　小春の中はたったあれだけのキスと愛撫による刺激だけで、充分すぎる程に濡れていた。

「んぁぁぁっ！　んんっ……んあぁぁっ、あっ、あっ、あっ……あぁぁっ……」

　感度の良い小春の中を動きたくなるが、思うように身体が動かない。

　この体勢は小春に任せていればいいので楽だが、自ら動きたくなった場合は不便だ。

　どうしてもゆっくりとした動きになってしまう。

　それでも小春を感じたいので、不自由ながらも腰を動かした。

「ふあぁっぁぁっ……あぁぁっ……んあぁぁっ……あっ、あっ、あっ……」

　小春の手に力が入っている。ゆっくりとした動きが逆にきいているようだ。

「くぅっ……んあぁぁっ……こ、こんなに……んあっ……硬いなんて……ふわぁぁっ……」

「小春の中が気持ち良すぎるからな……」

「くっ……あっ……んくぅっ……んんっ……だ、だからって……んはっ……こんなに……んんんっ……」

「まったく、小春は名器の持ち主だよ」

「す、素直に……んあぁぁっ……喜べない……あっ、あっ、あっ、あっ……」

「喜んでくれていいぞ……俺は嬉しいから……」

「んあぁぁっ……ふぎぃぃっ……んっ、んっ、んっ、んんんっ……」

　あのオナニーすら上手く出来ない処女だった小春が、すっかりエッチの虜になってしまったようだ。

　激しく乱れて腰を上下に振っている。俺はその動きに合わせて強く腰を打ちつけた。

「んあぁっぁっ！　あっ、あっ、あっ、あっ……ふあぁぁぁっ……んくっ、んあっ……んあぁぁっ……」

「どんどん感じるようになってきてるな」

「んあぁぁ……んんんっ……ふあぁぁっ……こ、この格好は……んあぁぁぁっ……」

「嫌いか……？」

「い、嫌じゃないが……んあっ……むしろ好き……んあっ……奥まで……んんっ……刺さって……あんっ……気持ちいい！」

　気持ちいいから、いつもより乱れてしまうということか。

　体重が掛かっているから深々と刺さるんだろう。だからゆっくりな動きでも感じているんだ。

　俺は行為を続ける。

「あ、あ、あっ……んあぁぁっ……これぇ……ひさしぶりなのに……あぁぁっ……んっ、んっ、なんでこんなに……んっ、んっ、ちょうどいいとこ……くるのぉおおっ……」

　小春の中がどんどん濡れてくる。まるで温かなシャワーを当てたかのようだ。

「あくっ……んあっ……あ、あ、あっ……いっぱい……でちゃってるぅ……あぁぁぁっ……ん、おしる……だめぇ……んんっ……でもっ……も、もっと……ほしぃよぉ」

「もっと？　なにをもっとだ？」

「は、速く……ふあぁぁっ……おねがいっ……んあぁぁっ……くふぅぅっ……あぁぁんっ！」

「速くか……」

　この体勢だときついんだが小春の望みだ。俺はできる限りスピードを上げ、小春の膣内を擦りながら奥を突いた。

「んあぁぁぁっ！　い、いい……んはぁぁぁっ……それ気持ちいいぃ……あぁぁっ……んあぁっ、あぁっ……あっ、すてきぃ……あっ……」

「そ、それはよかった……」

　満足させられたのはいいけど、俺のほうも刺激が強くなったので意識がとびとびになる。

　今はまだ平気だが、長時間やっていると本当に気絶してしまいそうな刺激だ。

「んぁぁっ……んあぁっ……もっと……あんっ……もっと速く……ふあぁっ……くぅぅぅっ……あ、あ、あっ……」

　もっと速くか……。

　力を温存しておくよりも、燃え尽きる感じで臨んだほうがいいかもしれない。

　ゆっくりやっても体力は消耗するのだから。

「くあぁぁっ！　んぁぁぁっ……あぁぁっ！　あっ、あっ、あっ、ああぁぁっ……ふあぁぁっ……んんんんんんっ……」

　ぎりぎりまで小春が腰を上げた時を見計らい、一気に奥まで突き刺す。

　この動きを素早く行い、小春を天井に飛ばすつもりで腰を突き上げていた。

「んくぅぅっ！　んあっ……んくぅっ……ふあぁっ……あぁぁぁっ！　んぁっ！　ん、ん、ん、んんっ！」

　小春の息遣いが荒くなる。

　かなり刺激を感じているな。

「んあぁぁっ！　んくっ……いい……あ、あんっ……まえよりもっと、あっ……」

「気持ち……いいか……？」

「い、いいよぅ……んあぁっ……き、きもちいい……んんっ……ま、また……おかしくなりそう……んくぅっ……」

「そうか……」

　下半身全体を使って身体を動かし、突き上げる。

　その刺激は小春だけでなく、俺自身もおかしくしていた。

「んくぅぅっ！　つ、つよい……んくっ……は、激しい……んはっ！」

　身体が芯から温まってきた。温まりすぎて熱いくらいだ。全身から汗が噴き出してきている。

　でもこの熱さがいい。

　もっと熱くなりたい。

　身体も心も……何もかも……。

「んあぁ、あぁぁぁ……うぅぅっ……んっ、んっ、んっ……んはっ！」

　小春の中はヌルヌル熱くて、ときおり強く俺の肉棒を締め付けてくる。

　結合部から染み出すように、蜜が滴り落ちていた。

「んくぅぅっ！　んぁっ、でちゃう……もっと濡れちゃう……あぁぁっ……おまんこ……えっちだよぉ……あぁっ……くぅっ……」

　絶頂を迎えたかと思うようなきつい締め付け。お互い、感度は高まっているようだ。

「くぅぅっ！　んくっ……んぅっ……あっ、かってに……かってに締まっちゃうの……くっ……くあっ、んっ、んっ……あ、あ、あっ……」

「くっ……ますますキツくなるな。いいぞ、最高だっ……」

「もっと……奥を……ふあぁぁっ！」

「奥か？　そこがいいんだな？」

「ふあっ……奥が好き……んあぁぁっ！　気持ちいいから……好きなの……あ、あぁっ……んんんっ……奥のほう……おちんちんで突いてよっ……」

「奥だな……わかった」

　俺はずいっと腰を高く持ち上げ、深く押し入れる努力をする。奥とはいってもいろいろあるが、俺はもう、心春の待ち望んでいるポイントはよく知っている。

「んあぁぁぁぁっ！　そ、それぇ……んくぅぅぅっ！　それがいいのぅ……あぁぁぁっ！」

　突き破るかのような勢いで、小春の奥へ奥へと動いていく。

　ぬちゅぬちゅした音と、パンパンという肉がぶつかり合う音が聞こえてきた。

「んあっ、あぁっ、んはっ……あっ、あっ、あぁぁっ！　くっ、くあっ！　あぁぁっっ！」

　叫ぶ小春。もっとその声を聞きたいと思った。

　だから俺は、これ以上はないくらいに強く、深く、腰を打ちつけた。

「んきぃぃっ！　んくっ……んあぁぁっ……んっ、んっ、んんっ……んぁぁっ！」

　少々、乱暴な動きかもしれない。でも、その乱暴さがプラスに働いているようだ。

　小春は拒絶などせず俺の行為を受け入れてくれている。つまり俺の荒っぽいセックスにも満足しているということだ。

「おく……いいのぉ……そこ押されたら、もうダメ……だからあぁ……あぁぁっ……あんっ……んっんっ……いやぁ……もうとまらないよぉ……あぁぁっ……んっ、んんっ……」

　回数を重ねるごとに、腰を突き入れるごとに快楽は増していった。

　一体、どこまで気持ち良くなるのか想像もつかなかった。

「んあぁっ……あぁぁん！　やっぱり、お、おかしくなっちゃうぅ……んんっ……赤ちゃんいるのにぃ……おまんこふるえて……きゅうって……ほしがっちゃう……」

　もう充分おかしいんだけどな。

　自分でも気付いていないんだろう。

「もう少しだけ……我慢な……心春」

　感度は高まってきたが、まだ全身での絶頂を迎えそうになかったので、もう少し耐えて欲しかった。

「くっ、あっ……んぁぁっ、んんっ……だ、だけど……」
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「ど、どうした……？」

「我慢できそうに……んくうぅぅっ……な、ないかも……んんっ……気持ちよすぎて……んんんっ……あ、あ、あっ……」

「なんとか……辛抱してくれ……もう少しだから……」

「う、うん、が、がんばる……んはぁ……んくぅっ……んんっ……でもぉおおっ……」

　すっかり感じやすい身体になっちゃったな。

　イクことができなかった当初が懐かしく思えてしまう。

　ま、こっちのほうが嬉しいけどな。

「んあぁぁっ……んくっ……んわっ……あぁっ……んぁぁっ……んんっ、んんんっ……」

　小春の中がどんどん熱くなる。外気が冷たく感じてしまう程に……。

「んんっ……せ、先生の……んんんっ……あ、あつすぎ……んあぁぁぁっ……」

「熱いのは……小春だ……」

「そ、そんなこと……んあっ……ない……んんっ、あぁっ……ｓあ、ああっ……」

「そんなことあるって」

「せ、先生のほうが……んあぁっ……あ、あついよ……んあっ、んんっ……んくっ……」

　自分のほうが熱いと何か問題でもあるのだろうか？　小春は頑なに拒んでいた。

「じゃあ俺も小春も熱いんだよ」

「そ、そうね……んあぁぁっ……んんっ、んくぅっ……ふあぁっ……あ、あぁっ……」

　小春はお互いが熱いということで納得した様子だ。

　でも、熱いのは本当に俺なのか？

　自分でも、わからなくなってしまった。

　少し考え、どちらが熱くても良いという結論に至った。

　気持ちいいことに変わりはないのだから。

「んんんっ……あぁ、んぁぁぁっ……んくぅっ……ん、ん、んんんっ……んぁぁぁっ！」

　刺激を与え続けていたペニスが射精感を覚えたので、俺は果てるために、動きにくい体勢でも懸命に腰を振る。

「んくぅぅぅっ！　あぁぁぁぁっ！　んあっ、んんんっ……んくぅぅっ！」

　小春も俺の動きに合わせて重心を移動させる。

　いつの間にか下の俺が主導権を握っていた。

　俺の腰の動きの激しさと、快楽に溺れた小春の動きの激しさで刺激は倍増する。

「す、すごい……んぁぁぁっ！　くぅぅぅっ……あぁぁ、んぁぁっ……あ、あ、ああっ！」

「くっ……そろそろ……イキそうだ……」

「い、いっしょに……んはぁぁっ……いっしょに……んんんんっ……」

「あぁ、一緒にイクぞ」

　俺はきつく締め付ける小春の中で、藪を掻き分けるかのように動く。奥底へと直進する。心春の中がヒクヒクと俺のあそこを包んでいた。

　イクにはもってこいの刺激だ。

「んくぅぅぅ……んあぁっ……んんんっ……あふっ……おなか……びくってぇ！」

　後少しだ……。

　後少しで俺もイクことができる。

　俺は全神経をペニスに集中させた。

「ふあぁっ！　んんっ……んくぅぅぅっ！　ん、ん、でる、ん、ふぉ、と、とまらないっ！」

　膀胱の辺りからジワジワと何かが込み上げてくる。

　もうすぐそこだ……。

「くっ……おれのまんこだ……いっぱい入れてやるぞ！」

「あぁぁっ！　んはぁぁっ！　んあっ！　うん、うん、そう……あ、あなたの……こづくりせんよう、なんだからぁ……あんっ、ださないとっ、だめぇっ！」

　恐らく、すでに俺の先からは少量の液体が滲み出ているだろう。

　後は一気に、欲望の溜まったダムを解放するだけ……。

「あっ！　あっ！　ほしい……すごいきゅんきゅんしてるぅ……もうほしいよぉおっ！　あっ！　あっ！」

「イ、イク……く、出すぞぉ！」

「ん～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　俺は溜まっていた全てを小春の膣内に解放した。

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　肩を激しく上下させ呼吸する小春。

　結合部からは俺の分身が零れ落ちている。それはとても濃い色をしていた。

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　小春も疲れたんだろう。身体を俺に預けてくる。

　とてもぐったりしていた。

「か、身体が……熱すぎて……もうだめ……」

「あぁ……俺も最高に熱い……」

「汗びっしょり……寝る前にまたシャワー浴びた方がいいかな」

「それがいいかもな」

「一緒に入る？」

「もちろん」

　俺と小春はシャワーで汚れを落とし、さっぱりして眠りについた。

　最高の子作りエッチの余韻と、温かな幸せを実感しながら……。




　──孕ませ法には、初期テストケースで誕生した子供の育児について、すべてを国に任せることが許されている。

　結婚も、ほんとうは義務じゃない。

　お互いが望めば、元のように「他人」へ戻り、子供を産んだ報償だけをもらって、今までどおりの生活をおくる事も可能だった。

「小春は、希春が産まれたあと、どうしたい？」

「それ、今さら聞くの？」

　ホテルのベッドに寝転びながら、向かい合うようにして俺は小春に尋ねる。

「私のこと、こんなにエッチ大好きにした責任を取ってもらうんだから」

「ああ……」

「子供も、ひとりだけじゃ寂しいでしょう？　もっとたくさん産んだほうがいいでしょ？」

「それもそうだな。野球チームが作れるくらい、俺も頑張るか」

　小春のような最高の美少女と、そしてこれから産まれてくれるであろう、たくさんの子供に囲まれた生活も悪くない。

　だから。

「──これからもずっとよろしくね、旦那さま♪」




心春のそんな言葉は、俺自身の願いでもあった。





ＥＮＤ









あとがき




　みなさま、ごきげんよう。愛内なのです。今回はより自分の性癖を活かしまして、ＪＫ種付けレッスンを書かせていただきました。いかがでしたでしょうか。真面目に、少子化問題に取り組んでおります！　どんな法案があろうと、初めてのエッチも、楽しいエッチも、子作りエッチも、女の子には不安がいっぱいです。主人公のようながんばりで、少子化を乗り越えていってほしいと思います。お楽しみ下さい。




　挿絵の「成瀬守」さん。見事な巨乳でのご協力ありがとうございます。巻頭カラーでのいたいけな少女に入れちゃう感じは、あまりにも素敵でした。これこそが、この作品なのです！　なとと、つい叫びたくなりました。またの機会も、よろしくお願いいたします！




　そして、この本に関わってくれたすべての皆様と、手にとってくださった読者の皆様、本当に本当にありがとうございます！　私がこうして本を出せるのも、皆様のお陰です。

　それでは、そろそろ紙面も尽きたようですので、次の作品でまたお会いいたしましょう。

　毎月刊行もいよいよ四年目です！　頑張りますよ！　バイバイ！
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